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実　施　設　計　図

四 街 道 市

株式会社フケタ設計

令 和 ８ 年  ２ 月



工 事 名

図　　名

図面Ｎｏ．

縮尺

設計

Ｎｏ． 管理建築士

号

一級建築士登録番号 号

従事する建築士

従事する建築士

一級建築士登録番号 号
認

承

図

検

一級建築士登録番号

文化センター大規模改修工事

Ｒ０８.０２

TEL 028(622)8928本　　　社 栃木県宇都宮市大曽１丁目５番８号

代表取締役　　三柴　富男 一級建築士登録番号 ８９４７９号

株式会社フケタ設計

文化センター大規模改修工事 ０６０４７

甲斐 雅人
２７３２４４

櫛田 和美

２００６６７

N.S図面リスト１

Ａ－００１ 図面リスト１

共　　通

備

考

Ａ－００２

特記仕様書１

外部仕上表１（改修前・改修後）

外部仕上表２（改修前・改修後）

内部仕上表１（改修前・改修後）

内部仕上表２（改修前・改修後）

内部仕上表３（改修前・改修後）

地階平面図（改修前・改修後）

１階平面図（改修前・改修後）

２階平面図（改修前・改修後）

３階平面図（改修前・改修後）

Ｒ階平面図（改修前・改修後）

立面図（改修前）

Ａ－００３

Ａ－００４

案内図・配置図（改修前）

断面図（改修前）

断面図（改修後）

立面図（改修後）

特記仕様書２

特記仕様書３

特記仕様書４

特記仕様書５

配置図（改修後）

工事区分表１

特記仕様書６

図面リスト２

地階天井伏図（改修前・改修後）

１階天井伏図（改修前・改修後）

２階天井伏図（改修前・改修後）

３階天井伏図（改修前・改修後）

１階玄関・展示ホール平面詳細図（改修前）

２階喫茶室平面詳細図（改修前）

エントランスホール展開図１（改修前・改修後）

１階ホワイエ平面詳細図（改修前）

１階ホワイエ平面詳細図（改修後）

１階ホワイエ展開図１（改修前・改修後）

１階ラウンジ廻り平面詳細図（改修前）

１階上手側通路平面詳細図（改修後）

１階談話室・トイレ展開図（改修前・改修後）

地下駐車場平面詳細図１（改修前）

地下駐車場平面詳細図１（改修後）

地下駐車場展開図（改修前）

地下駐車場展開図（改修後）

矩計図（改修前）

矩計図（改修後）

N.S

N.S

N.S

N.S

N.S

N.S

N.S

N.S

A1:1/300

A1:1/300

A1:1/100

１階下手側通路展開図（改修後）

１階舞台平面詳細図（改修前）

１階舞台平面詳細図（改修後）

１階楽屋トイレ1まわり平面詳細図（改修前）

１階楽屋展開図（改修後）

１階リハーサル室まわり平面詳細図（改修前）

１階楽屋展開図（改修前）

２階楽屋トイレ2まわり平面詳細図（改修前）

２階楽屋トイレ2展開図（改修後）

１階リハーサル室まわり平面詳細図（改修後）

２階練習室展開図（改修前）

２階調整室・調光室平面詳細図（改修前・改修後）

３階投光室平面詳細図（改修前・改修後）

A1:1/200

A1:1/200

A1:1/30

A1:1/50

A1:1/30

A1:1/50

A1:1/200

A1:1/200

A1:1/200

A1:1/200

A1:1/200

A1:1/200

N.S

N.S

N.S

A1:1/200

N.S

N.S

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/200

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/60

A1:1/60

A1:1/100

A1:1/50

ホ　ー　ル　棟

Ｈ－Ａ０４３

Ｈ－Ａ０４４

Ｈ－Ａ０４５

Ｈ－Ａ０４６

Ｈ－Ａ０４７

Ｈ－Ａ０４８

Ｈ－Ａ０４９

Ｈ－Ａ０５０

Ｈ－Ａ０５１

Ｈ－Ａ０５２

Ｈ－Ａ０５３

Ｈ－Ａ０５４

Ｈ－Ａ０５５

Ｈ－Ａ０５６

Ｈ－Ａ０５７

Ｈ－Ａ０５８

Ｈ－Ａ０５９

Ｈ－Ａ０６０

Ｈ－Ａ０６１

Ｈ－Ａ０６２

Ｈ－Ａ０６３

Ｈ－Ａ０６４

Ｈ－Ａ０６５

Ｈ－Ａ０６６

Ｈ－Ａ０６７

Ｈ－Ａ０６８

Ｈ－Ａ０６９

Ｈ－Ａ０７０

Ｈ－Ａ０７１

Ｈ－Ａ０７２

Ｈ－Ａ０７３

Ｈ－Ａ０７４

Ｈ－Ａ０７５

Ｈ－Ａ０７６

Ｈ－Ａ０７７

Ｈ－Ａ０７８

Ｈ－Ａ０７９

Ｈ－Ａ０８０

Ｈ－Ａ０８１

Ｈ－Ａ０８２

Ｈ－Ａ０８３

Ｈ－Ａ０８４

Ｈ－Ａ０８５

Ｈ－Ａ０８６

Ｈ－Ａ０８７

Ｈ－Ａ００１

Ｈ－Ａ００２

Ｈ－Ａ０１０

Ｈ－Ａ０１１

Ｈ－Ａ０１２

Ｈ－Ａ０１７

Ｈ－Ａ０１３

Ｈ－Ａ０１４

Ｈ－Ａ０１５

Ｈ－Ａ０１６

Ｈ－Ａ０１８

Ｈ－Ａ０１９

Ｈ－Ａ０２０

Ｈ－Ａ０２１

Ｈ－Ａ０２２

Ｈ－Ａ０２３

Ｈ－Ａ０２４

Ｈ－Ａ０２５

Ｈ－Ａ０２６

Ｈ－Ａ０２７

Ｈ－Ａ０２８

Ｈ－Ａ０２９

Ｈ－Ａ０３０

Ｈ－Ａ０３１

Ｈ－Ａ０３２

Ｈ－Ａ０３３

Ｈ－Ａ０３４

Ｈ－Ａ０３５

Ｈ－Ａ０３６

Ｈ－Ａ０３７

Ｈ－Ａ００３

Ｈ－Ａ００４

Ｈ－Ａ００５

Ｈ－Ａ００６

Ｈ－Ａ００７

Ｈ－Ａ００８

Ｈ－Ａ００９

Ｈ－Ａ０３８

Ｈ－Ａ０３９

Ｈ－Ａ０４０

Ｈ－Ａ０４１

Ｈ－Ａ０４２

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

地階建具キープラン（改修前・改修後）

１階建具キープラン（改修前・改修後）

２階建具キープラン（改修前・改修後）

３階建具キープラン（改修前・改修後）

建具表１（改修前）

建具表２（改修前）

建具表３（改修前）

建具表４（改修前）

ホール棟 各室求積図・求積表（改修後）

仮設計画図１（案）

舞台機構 吊物設備仕様表

舞台機構 舞台平面図

舞台機構 舞台断面図

舞台機構 スノコ平面図

舞台機構 スノコ荷重分布図

舞台機構 ガイドレール図

舞台機構 幕姿図

舞台機構 緞帳修繕仕様図

舞台機構 スクリーン詳細図

建具表５（改修前）

建具表６（改修前）

建具表７（改修後）

Ａ-００１

２階楽屋トイレ2まわり平面詳細図（改修後）

建具表８（改修後）

建具表９（改修後）

Ｈ－Ａ０８８

Ｈ－Ａ０８９

１階上手側通路展開図（改修後）

建具表１０（改修後）

１階エントランスホール平面詳細図（改修後）

２階ラウンジ平面詳細図（改修後）

Ｈ－Ａ０９０

Ｈ－Ａ０９１

Ｈ－Ａ０９２

Ｈ－Ａ０９３

Ｈ－Ａ０９４

地階サインキープラン（改修前・改修後）

１階サインキープラン（改修前・改修後）

２階サインキープラン（改修前・改修後）

３階サインキープラン（改修前・改修後）

サイン詳細図１（改修後）

サイン詳細図２（改修後）

A1:1/200

A1:1/200

A1:1/200

A1:1/200

Ｈ－Ａ０９５

Ｈ－Ａ０９６

A1:図示

A1:図示

A1:1/300

外壁 躯体補修・アスベスト除去範囲図

地下駐車場天井 躯体補修・アスベスト除去範囲図

地階・１階 床・巾木アスベスト除去範囲図

２・３階 床・巾木アスベスト除去範囲図

Ｈ－Ａ０９７

Ｈ－Ａ０９８

Ｈ－Ａ０９９

Ｈ－Ａ１００

Ｈ－Ａ１０１

Ｈ－Ａ１０２A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

１階ホワイエ展開図２（改修前・改修後）

１階廊下１平面詳細図（改修前）

１階下手側通路平面詳細図（改修後）

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

１階楽屋トイレ1まわり平面詳細図（改修後）

A1:1/50

１階楽屋トイレ1まわり展開図（改修前）

A1:1/50

１階楽屋トイレ1まわり展開図１（改修後）

１階楽屋トイレ1まわり展開図２（改修後）

A1:1/50

A1:1/50

Ｈ－Ａ１０３

Ｈ－Ａ１０４

Ｈ－Ａ１０５

Ｈ－Ａ１０６

Ｈ－Ａ１０７

Ｈ－Ａ１０８

Ｈ－Ａ１０９

Ｈ－Ａ１１０

Ｈ－Ａ１１１

Ｈ－Ａ１１２

Ｈ－Ａ１１３

Ｈ－Ａ１１４

Ｈ－Ａ１１５

Ｈ－Ａ１１６

Ｈ－Ａ１１７

Ｈ－Ａ１１８

１階リハーサル室展開図（改修後）

２階楽屋トイレ2展開図（改修前）

２階練習室展開図（改修後）

Ｒ階建具キープラン（改修前・改修後）

４階サインキープラン（改修前・改修後） A1:1/200

サイン詳細図３（改修後）

サイン詳細図４（改修後）

A1:図示

A1:図示

部分詳細図２（改修後）

部分詳細図４（改修後）

A1:1/5

A1:図示

部分詳細図６（改修前・改修後） A1:図示

舞台機構 特記仕様書

舞台機構 電気系統図

舞台機構 吊物制御盤等外形図

舞台機構 リモート操作卓外形図

舞台機構 配管配線図（平面・断面）

舞台機構 配管配線図（ガイドレール）

舞台機構 配管配線図（スノコ）

N.S

N.S

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

N.S

A1:1/50

A1:1/10

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

意　　匠

Ａ－００５

Ａ－００６

Ａ－００７

Ａ－００８

Ａ－００９

Ａ－０１０

Ａ－０１１

Ａ－０１２

Ａ－０１３

Ａ－０１４

Ａ－０１５

Ａ－０１６

Ａ－０１７

Ａ－０１８

Ａ－０１９

Ａ－０２０

材料等品質性能表１

特記仕様書７

特記仕様書８

N.S

N.S

N.S

材料等品質性能表２ N.S

N.S

エントランスホール展開図２（改修前・改修後）

エントランスホール展開図３（改修前・改修後）

A1:1/200

A1:1/200

A1:1/200

A1:1/200

A1:1/200

A1:1/200

A1:1/200

A1:1/200

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/200

A1:1/200

A1:1/200

A1:1/200

A1:1/200

A1:1/200

地階・１階 壁・天井アスベスト除去範囲図

２・３階 壁・天井アスベスト除去範囲図

部分詳細図８（改修後） A1:図示

部分詳細図３（改修後） A1:図示

地下駐車場平面詳細図２（改修前） A1:1/60

地下駐車場平面詳細図２（改修後） A1:1/60

仮設計画図２（案） A1:1/300

A1:1/250

ホール棟 排煙計算図・計算表（改修後）

Ａ－０２１

A1:1/250

Ａ－０２２

防火区画図

Ａ－０２３

会館棟 各室求積図・求積表（改修後） A1:1/200

会館棟 排煙計算図・計算表（改修後） A1:1/200

採光換気計算表（改修後） N.S

A1:1/400

Ｓ－００１ 構造特記仕様書

Ｓ－００２

構造関係共通事項２Ｓ－００３

Ｓ－００４

建築改修工事特記仕様書

構造関係共通事項１

N.S

N.S

N.S

N.S

N.S

N.S

N.S

Ｓ－００５

Ｓ－００６

Ｓ－００７

構造関係共通事項４

構造関係共通事項３

構造関係共通事項５

構　　造

部分詳細図１（改修後） A1:1/10

Ａ－０２４

Ａ－０２５

Ａ－０２６

部分詳細図７（改修後） A1:図示

仕上種別図１（改修後）

仕上種別図２（改修後）

仕上種別図３（改修後）

A1:図示

A1:図示

A1:図示

部分詳細図５（改修後） A1:図示



外部仕上表１（改修前・改修後）

外部仕上表２（改修前・改修後）

内部仕上表１（改修前・改修後）

内部仕上表２（改修前・改修後）

内部仕上表３（改修前・改修後）

内部仕上表４（改修前・改修後）

内部仕上表５（改修前・改修後）

地階平面図（改修前・改修後）

１階平面図（改修前・改修後）

２階平面図（改修前・改修後）

３階平面図（改修前・改修後）

Ｒ階平面図（改修前・改修後）

立面図（改修前）

Ｋ－Ａ０４３

Ｋ－Ａ０４４

Ｋ－Ａ０４５

Ｋ－Ａ０４６

Ｋ－Ａ０４７

Ｋ－Ａ０４８

Ｋ－Ａ０４９

Ｋ－Ａ０５０

Ｋ－Ａ０５１

Ｋ－Ａ０５２

Ｋ－Ａ０５３

Ｋ－Ａ０５４

Ｋ－Ａ０５５

Ｋ－Ａ０５６

Ｋ－Ａ０５７

Ｋ－Ａ０５８

Ｋ－Ａ０５９

Ｋ－Ａ０６０

Ｋ－Ａ０６１

Ｋ－Ａ０６２

Ｋ－Ａ０６３

Ｋ－Ａ０６４

Ｋ－Ａ０６５

Ｋ－Ａ０６６

Ｋ－Ａ０６７

Ｋ－Ａ０６８

Ｋ－Ａ０６９

Ｋ－Ａ０７０

Ｋ－Ａ０７１

Ｋ－Ａ０７２

Ｋ－Ａ０７３

Ｋ－Ａ０７４

Ｋ－Ａ０７５

Ｋ－Ａ０７６

Ｋ－Ａ０７７

Ｋ－Ａ０７８

Ｋ－Ａ０７９

Ｋ－Ａ０８０

Ｋ－Ａ０８１

Ｋ－Ａ０８２

Ｋ－Ａ０８３

Ｋ－Ａ０８４

断面図（改修前）

断面図（改修後）

立面図（改修後）

１階天井伏図（改修前・改修後）

２階天井伏図（改修前・改修後）

３階天井伏図（改修前・改修後）Ｋ－Ａ０８５

Ｋ－Ａ０８６

Ｋ－Ａ０８７

Ｋ－Ａ０８８

Ｋ－Ａ０８９

Ｋ－Ａ０９０

Ｋ－Ａ０９１

Ｋ－Ａ０９２

Ｋ－Ａ０９３

Ｋ－Ａ０９４

Ｋ－Ａ０９５

Ｋ－Ａ０９６

Ｋ－Ａ０９７

Ｋ－Ａ０９８

Ｋ－Ａ０９９

Ｋ－Ａ１００

Ｋ－Ａ１０１

Ｋ－Ａ１０２

Ｋ－Ａ１０３

Ｋ－Ａ１０４

Ｋ－Ａ１０５

Ｋ－Ａ１０６

Ｋ－Ａ１０７

外構配置図（改修前・改修後）

市民広場立面図（改修前）

市民広場平面詳細図１（改修前）

市民広場立面図（改修後）

工 事 名

図　　名

図面Ｎｏ．

縮尺

設計

Ｎｏ． 管理建築士

号

一級建築士登録番号 号

従事する建築士

従事する建築士

一級建築士登録番号 号
認

承

図

検

一級建築士登録番号

文化センター大規模改修工事

Ｒ０８.０２

TEL 028(622)8928本　　　社 栃木県宇都宮市大曽１丁目５番８号

代表取締役　　三柴　富男 一級建築士登録番号 ８９４７９号

株式会社フケタ設計

文化センター大規模改修工事 ０６０４７

甲斐 雅人
２７３２４４

櫛田 和美

２００６６７

N.S

Ａ-００２

図面リスト２

備

考

矩計図１（改修前）

矩計図１（改修後）

A階段・C階段平面詳細図（改修前・改修後）

１〜３階トイレまわり平面詳細図（改修前）

１〜３階トイレまわり平面詳細図（改修後）

１階トイレ展開図（改修前）

２階トイレ展開図（改修前）

地階空調機械室廻り平面詳細図（改修前）

地階空調機械室廻り平面詳細図（改修後）

３階トイレ展開図（改修前）

N.S

N.S

N.S

N.S

N.S

N.S

N.S

A1:1/150

A1:1/150

A1:1/150

A1:1/150

A1:1/150

A1:1/200

A1:1/200

A1:1/200

A1:1/200

A1:1/30

A1:1/30

A1:1/50

A1:1/50

１階厨房廻り展開図（改修前）

１階食堂廻り平面詳細図（改修前）

１階フリースペース平面詳細図（改修後）

１階厨房廻り平面詳細図（改修前）

１階食堂展開図（改修前）

１階フリースペース展開図（改修後）

２階201～205号室展開図（改修前）

２階歴史民俗資料施設、203号室展開図（改修後）

２階206～208号室平面詳細図（改修前）

２階204～208号室平面詳細図（改修後）

２階206～208号室展開図（改修前）

２階204～208号室展開図（改修後）

３階301、302号室平面詳細図（改修前）

３階301号室（多目的スタジオ１）平面詳細図（改修後）

３階301・302号室展開図（改修前）

３階301号室（多目的スタジオ１）展開図（改修後）

３階303、306、307号室廻り平面詳細図（改修前）

１階ホール廻り平面詳細図（改修前・改修後）

１階ホール廻り展開図（改修前・改修後）

２階ラウンジ平面詳細図（改修前・改修後）

３階ラウンジ平面詳細図（改修前・改修後）

地階建具キープラン（改修前・改修後）

１階建具キープラン（改修前・改修後）

２階建具キープラン（改修前・改修後）

３階建具キープラン（改修前・改修後）

建具表１（改修前）

建具表２（改修前）

建具表３（改修前）

建具表４（改修前）

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

会　館　棟

Ｋ－Ａ００１

Ｋ－Ａ００２

Ｋ－Ａ０１０

Ｋ－Ａ０１１

Ｋ－Ａ０１２

Ｋ－Ａ０１７

Ｋ－Ａ０１３

Ｋ－Ａ０１４

Ｋ－Ａ０１５

Ｋ－Ａ０１６

Ｋ－Ａ０１８

Ｋ－Ａ０１９

Ｋ－Ａ０２０

Ｋ－Ａ０２１

Ｋ－Ａ０２２

Ｋ－Ａ０２３

Ｋ－Ａ０２４

Ｋ－Ａ０２５

Ｋ－Ａ０２６

Ｋ－Ａ０２７

Ｋ－Ａ０２８

Ｋ－Ａ０２９

Ｋ－Ａ０３０

Ｋ－Ａ０３１

Ｋ－Ａ０３２

Ｋ－Ａ０３３

Ｋ－Ａ０３４

Ｋ－Ａ０３５

Ｋ－Ａ０３６

Ｋ－Ａ０３７

Ｋ－Ａ００３

Ｋ－Ａ００４

Ｋ－Ａ００５

Ｋ－Ａ００６

Ｋ－Ａ００７

Ｋ－Ａ００８

Ｋ－Ａ００９

Ｋ－Ａ０３８

Ｋ－Ａ０３９

Ｋ－Ａ０４０

Ｋ－Ａ０４１

Ｋ－Ａ０４２

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/150

A1:1/150

A1:1/150 Ｇ－Ａ００１

Ｇ－Ａ００２

Ｇ－Ａ０１０

Ｇ－Ａ０１１

Ｇ－Ａ０１２

Ｇ－Ａ０１７

Ｇ－Ａ０１３

Ｇ－Ａ０１４

Ｇ－Ａ０１５

Ｇ－Ａ０１６

Ｇ－Ａ００３

Ｇ－Ａ００４

Ｇ－Ａ００５

Ｇ－Ａ００６

Ｇ－Ａ００７

Ｇ－Ａ００８

Ｇ－Ａ００９

市民広場平面詳細図２（改修前）

市民広場平面詳細図１（改修後）

A1:1/60

A1:1/60

A1:1/60市民広場平面詳細図２（改修後）

A1:1/60

中庭平面詳細図（改修前）

中庭平面詳細図（改修後）

外構部分詳細図１

外構部分詳細図２

A1:1/5

A1:1/25

外構部分詳細図３ A1:1/30

管理者用駐車場平面詳細図（改修前）

A1:1/60

地階天井伏図（改修前・改修後） A1:1/150

利用者用駐車場平面詳細図（改修前）

A1:1/60

建具表５（改修前）

建具表６（改修前）

建具表７（改修前）

建具表８（改修前）

建具表９（改修前）

建具表１０（改修前）

建具表１１（改修後）

A1:1/300

A1:1/60

A1:1/60

地階ホール廻り平面詳細図（改修前）

地階ホール廻り展開図（改修前・改修後）

１階地域づくりセンターまわり平面詳細図（改修前）

１階市民ギャラリー平面詳細図（改修後）

２階201～205号室平面詳細図（改修前）

２階歴史民俗資料施設・201～203号室平面詳細図（改修後）

２階和室廻り平面詳細図（改修前）

２階和室廻り平面詳細図（改修後）

３階304・305号室平面詳細図（改修前）

３階302、303号室廻り平面詳細図（改修後）

３階304～306号室平面詳細図（改修後）

３階303、306、307号室展開図（改修前）

３階304、305号室展開図（改修前）

３階304～306号室展開図（改修後）

地階・１階 床・巾木アスベスト除去範囲図

Ｋ－Ａ１０８

Ｋ－Ａ１０９

建具表１２（改修後）

建具表１３（改修後）

Ｋ－Ａ１１０

建具表１４（改修後）

１階地域づくりセンターまわり平面詳細図（改修後）

地階ホール廻り平面詳細図（改修後）

市民広場平面詳細図３（改修後） A1:1/60

市民広場平面詳細図３（改修前）

A1:1/60

A1:1/60

A1:1/200

Ｇ－Ａ０１８

建具表１５（改修後）

Ｋ－Ａ１１１

Ｋ－Ａ１１２

Ｋ－Ａ１１３

Ｋ－Ａ１１４

Ｋ－Ａ１１５

Ｋ－Ａ１１６

建具表１６（改修後）

Ｋ－Ａ１１７

Ｋ－Ａ１１８

地階サインキープラン（改修前・改修後）

１階サインキープラン（改修前・改修後）

２階サインキープラン（改修前・改修後）

３階サインキープラン（改修前・改修後）

サイン詳細図１（改修後）

サイン詳細図２（改修後）

A1:図示

A1:図示

Ｇ－Ａ０１９

利用者用駐車場平面詳細図（改修後） A1:1/200

Ｋ－Ａ１１９

Ｋ－Ａ１２０

Ｋ－Ａ１２１

Ｋ－Ａ１２２

Ｋ－Ａ１２３

Ｋ－Ａ１２４

市民広場外壁 躯体補修・アスベスト除去範囲図

ホール棟浄化槽撤去詳細図１

Ｇ－Ａ０２１

外階段（階段１）平面詳細図（改修前） A1:1/50

A1:1/50外階段（階段１）平面詳細図（改修後）

A1:1/50

A1:1/50

１階事務室廻り展開図（改修前） A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

１階地域づくりセンター展開図（改修前）

１階廊下展開図（改修前・改修後） A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50３階302、303号室廻り展開図（改修後）

Ｒ階建具キープラン（改修前・改修後）

サイン詳細図３（改修後） A1:図示

２階廊下展開図（改修前・改修後） A1:1/100

外　　構

３階廊下展開図（改修前・改修後） A1:1/50

部分詳細図３（改修後）

部分詳細図２（改修後） A1:図示

A1:図示

部分詳細図１（改修後）

A1:図示

意　　匠

矩計図２（改修前）

矩計図２（改修後）

A1:1/30

A1:1/30

１階トイレ展開図（改修後） A1:1/50

２階トイレ展開図（改修後） A1:1/50

３階トイレ展開図（改修後） A1:1/50

A1:1/50１階事務室廻り平面詳細図（改修前・改修後）

１階事務室廻り展開図（改修後） A1:1/50

A1:1/50１階地域づくりセンター展開図（改修後）

A1:1/50１階市民ギャラリー展開図（改修後）

２階バックヤード、201、202号室展開図（改修後） A1:1/50

A1:1/50

A1:1/150

A1:1/150

A1:1/150

A1:1/150

A1:1/150

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/150

A1:1/150

A1:1/150

A1:1/150

A1:1/150

２・３階 床・巾木アスベスト除去範囲図 A1:1/150

地階・１階 壁・天井アスベスト除去範囲図 A1:1/150

２・３階 壁・天井アスベスト除去範囲図 A1:1/150

サイン詳細図 A1:図示

Ｇ－Ａ０２２

Ｇ－Ａ０２３

Ｇ－Ａ０２４

Ｇ－Ａ０２５

外構部分詳細図４ A1:1/20

外構部分詳細図５ A1:1/20

外構部分詳細図６ A1:1/20

外構部分詳細図７ A1:1/20

外構部分詳細図８ A1:1/20

A1:1/100

A1:1/300

Ｇ－Ａ０２０

管理者用駐車場平面詳細図（改修後） A1:1/60

外構仕上表（改修前・改修後） N.S

Ｇ－Ａ０２６

Ｇ－Ａ０２７

Ｇ－Ａ０２８

Ｇ－Ａ０２９

Ｇ－Ａ０３０

Ｇ－Ａ０３１

Ｇ－Ａ０３２

Ｇ－Ａ０３３

Ｇ－Ａ０３４

Ｇ－Ａ０３５

Ｇ－Ａ０３６

Ｇ－Ａ０３７

Ｇ－Ａ０３８

Ｇ－Ａ０３９

ホール棟浄化槽撤去詳細図２

ホール棟浄化槽撤去詳細図３

会館棟浄化槽撤去詳細図１

会館棟浄化槽撤去詳細図２

会館棟浄化槽撤去詳細図３

会館棟浄化槽撤去詳細図４

駐車場撤去詳細図

駐車場管理室廻り詳細図

アスベスト除去範囲図

外構部分詳細図９ A1:1/20

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:1/50

A1:図示

A1:図示

部分詳細図５（改修前・改修後）

A1:図示

外構部分詳細図１０ A1:1/20

部分詳細図７（改修後）

A1:1/30

A1:1/30

部分詳細図４（改修後）

A1:図示

外構部分詳細図１１ A1:1/20部分詳細図６（改修前・改修後）
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図面Ｎｏ．

縮尺

設計

Ｎｏ． 管理建築士

号

一級建築士登録番号 号

従事する建築士

従事する建築士

一級建築士登録番号 号
認

承

図

検

一級建築士登録番号

文化センター大規模改修工事

Ｒ０８.０２

TEL 028(622)8928本　　　社 栃木県宇都宮市大曽１丁目５番８号

代表取締役　　三柴　富男 一級建築士登録番号 ８９４７９号

株式会社フケタ設計

文化センター大規模改修工事 ０６０４７

甲斐 雅人
２７３２４４

櫛田 和美

２００６６７

　　 ・　

　　 ・　

Ⅱ．　建築改修工事仕様

１．共通仕様

３）その他

１）図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、

建 物 名 称 構　造 階　数
建築面積 延べ面積

(㎡) (㎡) 備　　考

工事名称

特記仕様書

Ⅰ．工事概要

１．工事場所

２．改修建物概要

文化センター大規模改修工事

３．工事種目   ( ・ 印の付いた種目)

４．工事内容　 ( ・ 印の付いた種目)

　 　外　部

　　 ・　屋上防水改修　　　　・　外壁改修　　　　　　　　　　　　・　金属製建具一部取り替え

　　 ・　ガラス取り替え　　　・　サッシ廻りシーリング打ち替え　　・　ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝｼﾞｮｲﾝﾄ取り替え

　　 ・　屋上手摺取り替え　　・　竪樋取り替え　　　　　　　　　　・　ガラスシール替え

　　 ・　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　・　

 　　内　部

 　　・　天井張り替え　　　　・　内壁塗り（貼り）替え　　　　　　・　巾木塗り（貼り）替え

 　　・　便所地下ピット設置　・　土間配管（配線）ピット設置　　　・　

 　　・　木製建具取り替え　　・　黒板張り替え　　　　　　　　　　・　掲示板張り替え

 　　・　教壇取り替え　　　　・　ロッカー取り替え　　　　　　　　・　

 　　・　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　・　

 　　・　構造壁設置（鉄骨ブレース壁＿＿＿箇所、RC壁＿＿＿箇所、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

 　　・　柱設置（RC柱＿＿＿箇所、S柱＿＿＿箇所、 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

 　　・　柱補強（鉄板巻き＿＿＿箇所、RC増打＿＿＿箇所、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

　　 ・　その他（RC袖壁＿＿＿箇所、RC床＿＿＿箇所、基礎補強＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

　　　　　　　 （＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

１） 大規模改修

２）構造改修

※　適用する（ ・ 自家用電気工作物　・ 一般電気工作物）　・ 適用しない　

工事現場に置く電気保安技術者は、千葉県自家用電気工作物保安規程第３条に定める

工事管理者の任命する監督職員の指示に従い保安業務を行う。

[1.3.3］

・　工事用電力設備の保安責任者は、使用区域を変更しようとする場合は、千葉県自家用

「自家用電気工作物使用区域変更届出書」を提出すること。

 6　工事電力設備の

 　　・　床張り替え　　　　　・　便所改修　　　　　　　　　　　　・　障害者便所設置

電気工作物保安規程第２６条第３項の規定により、保安監督者（総務部管財課長）に保安技術者

　　　・　大規模改修　　　・　構造改修　　　　・　その他 (　　　　　　　　　　　　　　　　)

 5　電気保安技術者

(1.1.4)

(1)　工事受注時　　　　　　契約締結後10日以内　　　　　　　　　　　　

(3)　工事完成時　　　　　　工事完成後10日以内

(CORINS)に基づき工事実績データを作成する。また、作成した内容について監督職員

の確認を受けた後、以下に示す期間内に（一財）日本建設情報総合センターに所定の

手続きにより登録すると共に、登録内容確認書の写しを提出する。

※　最終請負代金（消費税込）が500万円以上となる場合には、工事実績情報システム

　地表面粗度区分（ ・ Ⅰ 　・ Ⅱ　 ・ Ⅲ 　・ Ⅳ）

　風速（Vo＝ 36 m/s）

・　風圧力

※　発生材の処理等は、別記－１「建設副産物の処理」による。

・　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

・　積雪荷重

 3　発生材の処理等

 4　適用区分

 2　工事実績情報の

　登録

　Ｈ１２建設省告示第１４５５号における区域　別表（　　　）

　  [1.2.2]

(2)　登録内容の変更時　　　契約事項の確定日から10日以内

［1.3.12]

２．特記仕様

　　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する

　　印と ※ 印の付いた場合は共に適用する。

示す。Ｇ印は、グリーン購入法の適用品を使用すること。

４）Ｇ印は｢国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律｣(以下｢グリーン購入法｣という)の特定調達品目を

５）構造改修については、別記構造特記仕様による。

１）項目は、番号に　印の付いたものを適用する。

２）特記事項は、　印の付いたものを適用する。

３）特記事項に記載の [　　] 内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

また、（　　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの工事特記

仕様書を適用する。

なお、電気設備工事の特記仕様書は（　　／　　）図、機械設備工事の特記仕様書は（　　／　　）図による。

 1　適用基準等

章 項　　目 特　　記　　事　　項

　　を付けたものを適用する。

・　千葉県福祉のまちづくり条例（平成８年千葉県条例第1号）

・　建築工事標準詳細図 (令和４年版）（国土交通省大臣官房官庁営繕部）

・　建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）（国土交通省住宅局建築指導課監修）

・　施設整備・管理のための天然ガス対策ガイドブック（平成１９年３月）

営繕部監修）

・　建築工事安全施工技術指針・同解説（平成27年1月改定）（国土交通省大臣官房官庁

・ 公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（令和７年版）（以下、「改修標準仕様書」という。）

・ 公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和７年版）（以下、「標準仕様書」という。）

・ 建築物解体工事共通仕様書（令和４年版）　

・　建築物解体工事共通仕様書（令和４年版）（国土交通省大臣官房官庁営繕部）

・　営繕工事写真撮影要領（令和５年）（国土交通省大臣官房官庁営繕部）

ただし、自家用電気工作物の場合は[1.3.3(1)～(3)]の他、次によるものとする。

・　大地震時の非構造部材の変形追従性能を確認する場合の層間変形角

・1/200  ・1/150　・1/120　・図示（　　　　　　　　　　　　　　　）

　確認箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　）

　　　　　　　※　前金払は、工事着手日の10日前までは請求できない

 7　条件明示項目

　　　　　　　※　契約締結日から工事着手日の前日までの間は、建設業法第26条

　　　　　　　　　に基づく主任技術者又は監理技術者の設置を要しない

　　　　　　　※　工事着手日までの間は、工事の施工（現場事務所等の設置、

　　　　　　　　　資機材等の発注及び工場製作等を含む）を行ってはならない

　　　　　　　※　契約締結日から工事着手日の前日までの間は、建設工事請負契約書

第11条に基づく現場代理人の設置を要しない

　　　　　　　　　工事着手日通知書を発注者に届け出なければならない

　　　　　　　※　受注者は、工事着手日を明らかにするため、契約締結後7日以内に

　 ［1.3.5］

フレックス工期契約制度

　　　　　　　留意事項（千葉県建設工事フレックス工期契約制度実施要領第5条）

・　適用する　工事着手期限（令和　年　月　日）　工期の終期日（令和　年　月　日）

部分使用箇所　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　　敷地内　　　・　　敷地外 （　　　　　　　　　・　 無償　　　・　 有償）

・　有り　　　　　・　無し

部分使用

・　適用しない

現場施工可能期間

・ 　年 　月 　日～ 　年 　月 　日 （期間中も行事等により、短期の施工不能日あり）

・   年 　月 　日～ 　年 　月 　日 

資材置場及び駐車場所

 　年 　月 　日までに下記部分について、部分使用するので協力すること。

 [1.4.1] 8　環境への配慮

（１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有する

とは次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当

する材料を指す。

と共に、次の①から④を満たすものとする。

①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、

②　接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材

③　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシ

④　①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムア

①　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルム

②　建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた

④　建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた

③　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築

材料

材料

材料

アルデヒド発散建築材料以外の材料

材料を使用したものとする。

ルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない

い又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放

散量」の区分に応じた材料を使用する。

料を使用する。

工事の配慮事項（「資材の梱包及び容器は、可能な限り簡易であって、再生利用の

容易さ及び廃棄時の負荷低減に配慮されていること。」）に留意すること。

（２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」

ル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しな

パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、

（３）グリーン購入法に基づく環境物品等の調達の推進に関する基本方針における公共

 [1.4.2]

（１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質

及び性能を有するものとする。

ただし、製造業者等名が記載されているものは、証明となる資料等の提出を省略する

ことができる。

（４）本工事に使用する材料のうち、（５）に指定する材料の製造業者等は、次の①から

⑥すべての事項を満たすものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質

及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。

①　品質及び性能に関する試験データを整備していること。 

②　生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。 

③　安定的な供給が可能であること。 

④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。 

⑤　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。 

⑥　販売、保守等の営業体制を整えていること。 

 9　材料の品質等

（５）製造業者等に関する資料の提出を求める材料 

（２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同

等品を使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

（３）標準仕様書及び改修標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、

材料製造所の指定する工法とする。

に提出する。

証明のためのガイドライン」（林野庁平成18年2月15日）に準拠した証明書を監督職員

本方針の判断の基準に従い、あらかじめ、「木材・木材製品の合法性、持続可能性の

（６）製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、グリーン購入法の基

慮する。

（７）環境配慮物品調達方針に基づき、環境に配慮した物品を優先的に購入するように配

使用するよう配慮する。

※　本工事において使用する材料が県内において生産されるものについては、優先して

防水改修工事

外壁改修工事

建具改修工事

・　ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業

・　ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

・　塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業

・　ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

・　合成ゴム系ｼｰﾄ防水工事作業

・　ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業

・　ＦＲＰ防水工事作業

・　ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業

・　左官作業 ・　内外装板金作業

・　改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

・　左官作業　　・　タイル張り作業　　・　建築塗装作業

・　ビル用サッシ工事作業　　・　ガラス工事作業

内装改修工事 ・　自動ドア施工作業

・　ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業 ・　ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上げ作業

・　ボード仕上げ工事作業 ・　鋼製下地工事作業

塗装改修工事

・　塗装作業 ・　大工工事作業 ・　タイル張り作業

・　建築塗装作業

耐震改修工事 ・　鉄筋組立作業　　・ 型枠工事作業　　・ とび作業

ブロック工事

ＡＬＣ工事 ・　ＡＬＣパネル工事作業

石工事 ・　石張り作業

植栽工事 ・　造園工事作業

技能検定の職種 適用工事種別

［1.6.2］

・　コンクリートブロック工事作業

11　技能士

10　材料の試験 ［1.4.5］

※　コンクリートの圧縮試験及び鉄筋の引張り試験については、（公財）千葉県建設技術

センター等の試験機関で実施すること。

ただし、即日回答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者に確認の上、

回答期限を設けるなど、何らかの回答を「その日のうち」にすることとする。

２）受注者は、工事施工中において、問題が発生した場合及び計画工程と実施工程を

１）受注者は、施工計画に基づいて適正な計画工程を作成し、工事の先々を予見しな

がら施工すること。

比較照査し、差異が生じる恐れがある場合は、原因を究明すると共に速やかに文

書にて監督職員へ報告すること。

のうち(２４時間以内)」に回答するよう対応することである。

※　本工事は、ワンデーレスポンス対象工事である。

「ワンデーレスポンス」とは、受注者からの質問、協議への回答は基本的に「その日

12　ワンデーレスポンス

化学物質の濃度測定

［1.6.9］

測定対象物質は、次による。

・　学校施設　ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、パラジクロロベンゼン、

　　　　　　　エチルベンゼン、スチレン

・　庁舎、住宅等　ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、

　　　　　　　　　スチレン

※　施工完了時及び部分使用引渡しに先立ち、室内空気中の揮発性有機化合物の濃度を測

定し、監督職員に報告すること。

13　室内空気中の

測定はパッシブ型採取機器により行う。

その他、濃度測定方法等については、監督職員の指示による。

測定時間　　　　※　24時間　　・ 

　(「官庁営繕部におけるホルムアルデヒド等の室内空気中の化学物質の抑制に関する

 　措置について」（平成24年4月5日　国営整第4号）参照)

着工前の測定　　・　行う　　　　・　行わない

測定対象室　　　・仕上表による　・　図示　　　・  内装改修する部屋各階１室  

測定箇所数　　　・仕上表による　・　図示

［1.7.2］

（中間検査実施区分を規定）の定めに関わらず中間検査の指定対象工事として、中間

検査を実施する。

(1) 調査対象工事の中間検査の実施は、「中間検査実施細則」に関わらず原則として

２ヶ月に１回、隔月ごと、及び主要工種を考慮して施工上の変化点等で行うが、

実施時期は監督職員が指定する。

(2) 中間検査は、通知日までに完了した出来形部分の出来形確認及び技術的確認等を

行うが、給付の対象とはしない。

・　本工事が低入札価格調査制度調査対象工事（以下、「調査対象工事」という）に該当

した場合は、千葉県建設工事検査要綱（検査の区分を規定）及び中間検査実施細則

14　中間検査

中間検査の範囲　（　当該年度の出来高分　）

・　中間検査を実施する　（回数：　2　回以上）

実施時期：監督職員の指定する時期

15　完成図等

はならない。

（１）本工事は、電子納品の対象工事である。

電子納品とは、調査・設計・工事などの各業務段階の最終成果を電子データで納品す

ることをいう。

（３）「要領」に基づき提出する電子媒体の原本性を証明するため、監督職員と相互に

設計ＣＡＤデータを貸与する場合の著作者は(　四街道市　)であり、

貸与するＣＡＤデータを当該工事の施工図または完成図の作成以外の目的に使用して

すること。

（４）本工事では、設計図ＣＡＤデータを貸与(・ する　　・ しない)。

内容を確認し、ＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒのラベルに直接署名または捺印した上で提出

16　電子納品

国土交通省大臣官房官庁営繕部」(以下、「要領」という。)に示されたファイルフォ

ーマットに基づいて作成されたものをいう。

（２）ここでいう電子データとは、「営繕工事電子納品要領（令和元年10月23日改定）

（５）「要領」に基づいて作成した電子データを電子媒体に記録して３部作成する。

「要領」に記載のない資料及び「紙」により提出する資料の扱い、または電子データ

により提出する資料のデータ形式等については、事前に監督職員と十分協議のうえで

決定すること。

とする。

17　デジタル工事写真の

る）とすることができる。対象工事では、以下の（１）から（４）の全てを実施すること

諾を得たうえでデジタル工事写真の小黒板情報電子化対象工事（以降「対象工事」と称す

本工事でデジタル工事写真の小黒板情報電子化を行う場合は、工事契約後、監督職員の承

図るものである。

確認を行うことにより、現場撮影の省力化、写真整理の効率化、工事写真の改ざん防止を

像の撮影と同時に工事写真における小黒板の記載情報の電子的記入及び工事写真の信憑性

デジタル工事写真の小黒板情報電子化は、受発注者双方の業務効率化を目的に、被写体画

小黒板情報電子化

（１）対象機器の導入

（２）デジタル工事写真における小黒板情報の電子的記入

（３）小黒板情報の電子的記入の取扱い

（４）小黒板情報の電子的記入を行った写真の納品

※　施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

建築改修工事特記仕様書（構造）第5章による。

あと施工アンカー工事19　埋設配管・配線

18　施工図等の取扱い

及び鉄筋調査

・　探査機（電磁波レーダー法又は電磁波誘導法）による探査

※　既存資料調査

コア抜き、はつり工事等

撮影枚数　　　枚　　

る資料を監督職員に提出する。

より離れる。また、作業者以外の立入禁止措置を講ずる。

(5) 躯体の墨出しは、表裏でズレがないように措置を講ずる。

(4) 付近にフィルム、磁気ディスク等放射線の影響を受けるものの有無を確認する。

(3) 露出時間は、コンクリートの厚さ等により、適宜調整する。

(2) 放射線照射量は最小限のものとし、照射中は人体に影響のない程度まで照射機

(1) 作業主任者は、エックス線作業主任者の資格を有するものとし、資格を証明す

配管・配線等の位置の墨出しを行う。

めるところによるほか、次による。

労働安全衛生法、「電離放射線障害防止規制」（昭和47年労働省令第41号）等に定

・　放射線透過試験

範囲　　※図示　　　・

コンクリート厚さ　　　　cm

フィルムサイズ

※　設備機器の位置、取合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

22　安全対策

21　設計ＧＬ

20　設備工事との

※　発注者で組織する安全対策委員会が行う審査、検討、安全点検等に協力すること。

目的とする「工事関係者連絡会議」を設置すること。

※　受注者相互の緊密な連絡調整を図り、協力して工事を安全かつ円滑に実施することを

取り合い

※　図示　　　・　設計ＧＬ＝現状ＧＬ

施工範囲は別記－２ （工事区分表） による。

　受注者は、デジタル工事写真の小黒板の導入に必要な機器・ソフトウェア（以降、

　「使用機器」と称する）については、営繕工事写真撮影要領３.(3)撮影方法」に示す

　項目の電子的記入ができること、かつ信憑性確認（改ざん検知機能）を有するものを

　使用することとする。なお、信憑性確認（改ざん検知機能）は、「電子政府における

　調達のために参照すべき暗号のリスト（CRYPTREC暗号リスト）（URL「https://www.c

　ryptrec.go.jp/list.html」）に記載している技術を使用していること。また、受注

　者は監督職員に対し、工事着手前に、本工事での使用機器について提示するものとす

　る。なお、使用機器の事例として、URL「http://www.cals.jacic.or.jp/CIM/sharing

　/index.html」記載の「デジタル工事写真の小黒板情報電子化対応ソフトウェア」を

　参照されたい。ただし、この使用機器の事例からの選定に限定するものではない。

　受注者は、同条（１）の使用機器を用いてデジタル工事写真を撮影する場合は、被写

　体と小黒板情報を電子画像として同時に記録してもよい。小黒板情報の電子的記入を

　行う項目は、営繕工事写真撮影要領３．(3)撮影方法による。

　ただし、対象工事において、高温多湿、粉じん等の現場条件の影響により、対象機器

　の使用が困難な工種については、使用機器の利用を限定するものではない。

　本工事の工事写真の取扱いは、営繕工事写真撮影要領に準ずるが、同条（２）に示す

　小黒板情報の電子的記入については、営繕工事写真撮影要領４．で規定されている写

　真編集には該当しない。

　受注者は、同条（２）に示す小黒板情報の電子的記入を行った写真（以下、「小黒板

　情報電子化写真」と称する）を、工事完成時に監督職員へ納品するものとする。なお

　納品時に、受注者はURL(http://www.cals.jacic.or.jp/CIM/sharing/index.html)の

　チェックシステム（信憑性チェックツール）又はチェックシステム（信憑性チェック

　ツール）を搭載した写真管理ソフトウェアや工事写真ビューアソフトを用いて、小黒

　板情報電子化写真の信憑性確認を行い、その結果を併せて監督職員へ提出するものと

　する。なお、提出された信憑性確認の結果を、監督職員が確認することがある。

　　　　　　　※　工事実績情報システムへの登録に際しては、主任（監理）技術者

　　　　　　　　　及び現場代理人の従事期間は、工事着手日をもって登録するものと

　　　　　　　　　する。（工事契約日から工事着手日の前日までを除くこととする。）

無収縮グラウト材、乾式保護材、既製調合モルタル、既製調合目地材、錠前類、ク

ローザ類、自動扉機構、自閉式上吊り引戸機構、防水剤、現場発泡断熱材、フリーア

クセスフロア、移動間仕切、トイレブース、煙突用成形ライニング材、天井点検口、

床点検口、グレーチング、屋上緑化システム、ポリマーセメントモルタル、床型枠用

鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、ルーフドレン、吸水調整材、重量シ

製ふた

ャッター、軽量シャッター、オーバーヘッドドア、可動間仕切、トップライト、鋳鉄

千葉県四街道市大日３９６

文化センターホール棟 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 地下1階、地上3階 4,958.64 6,218.534

[1.8.1～3][表1.8.1]

工事完成時の完成図書等は以下のものとする。

※　完成図書

・　完成写真

　　関する資料

 ・　キャビネ版

 ・　

※　完成図面
 ・ 3 部

 ・   部

 ・ 1 部

 ・   部

 ・   部

 ・   部

 ・ A4 版

 ・ A4 版

 ・ 2 箇所

 ・   箇所
 撮影箇所

 サイズ

仕様 部数提出図書

※　完成写真の撮影者は、監督員が承諾した撮影者とする。

 ・　図面（A3版）見開き製本

 ※ 1 部

 ※ 1 部

※　保全に

 ※ 3 部

 　　本工事中に作成した工事関係書類等をまとめたもの

※　電子成果品

 　　ー
 ※ 1 部

 ・　図面（A1版）折りたたみ製本

 　　電子納品による

文化センター会館棟 地下1階、地上3階 1,193.074 3,685.228鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造

ホール棟舞台関係諸室

N.S特記仕様書１

Ａ-００３

　　(別記3による)

AutoCAD SHX Text
１　　一　般　共　通　事　項



工 事 名

図　　名
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縮尺

設計

Ｎｏ． 管理建築士

号

一級建築士登録番号 号

従事する建築士

従事する建築士

一級建築士登録番号 号
認

承

図

検

一級建築士登録番号

文化センター大規模改修工事

Ｒ０８.０２

TEL 028(622)8928本　　　社 栃木県宇都宮市大曽１丁目５番８号

代表取締役　　三柴　富男 一級建築士登録番号 ８９４７９号

株式会社フケタ設計

文化センター大規模改修工事 ０６０４７

甲斐 雅人
２７３２４４

櫛田 和美

２００６６７

　　　・　

［2.2.1］

材料、撤去材料等の運搬方法

・　層間ネットによる養生　　※　行う　・ 行わない

・　ネット養生シート（※　防炎Ⅰ類　　・ 防炎Ⅱ類　　・　　　　　　　）

・ Ａ種　※ Ｂ種　・ Ｃ種　・ Ｄ種　・ Ｅ種

・ その他　（ダストシュート）

　　　　Ｃ種　利用可能なエレベーター（　　　　　　　　　　　）

　　　　Ｄ種　利用可能な階段　　　　（　　　　　　　　　　　）

※　定置する足場及び作業構台の類は、別契約の関係受注者に無償で使用させる。

※　棚足場については、計算により安全性を確認すること。

「手すり先行工法による足場の組み立て等に関する基準」における２の(2)手すり据置

方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うとともに、「働きやすい安心感のある

足場に関する基準」に適合する構造とすること。

・　内部足場　　種別　※　脚立、足場板等　　・　

[表2.2.1］

・　外部足場　　・設置する　　・設置しない

※　足場を設ける場合は､改修標準仕様書2.2.1（2）によるほか、設置等においては、

 2　足場その他

［2.3.1］

・　既存ブラインド、カーテン等

　　　　　　　　　養生方法　　・ ビニールシート等　　・ 

　　　　　　　　　保管場所等　・ 指定場所に保管、再取付け　・ 撤去、処分

 3　養生

ブ養生したもの。

・ 乾式保護材 　

　窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として、板状に押出成形しオートクレー

　金属複合板：金属板と樹脂を積層一体化したもの。 

  防水層の種別 

屋根露出防水 　

種別工法 施工箇所 仕上塗料 備考

・ M3D

・ P0D

・ M4C

・C-1

※C-2

・C-3

・C-4

・D-1

※D-2

・D-3

   ・

・D-4

脱気装置 

・設ける ・設けない 

種類・使用量

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様

・　

種類・使用量

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける ・設けない 

・ P0DI

・ M3DI

・ M4DI

※DI-2

・DI-1 脱気装置 

・設ける ・設けない ※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける ・設けない 

（種類）　JIS A 9521に基づく発泡プラスチック

　　・JIS A 9521に基づく硬質ウレタンフォーム断熱材2種1号又は2号（透湿係数を除く）

（厚さ）　・25mm　　　・　50mm

高日射反射率防水の適用 Ｇ　　※適用する　　・適用しない

じまい位置　※ 図示　　・ 

屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張り

脱気装置の種類及び設置数量 　

  ※ アスファルトルーフィング類製造所の指定による　・種類ｽﾃﾝﾚｽ製、数量70～80㎡/個

押え金物の材質及び形状

　※アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度　　・

P0DI、M3DI、M4DI、P1DIにおける断熱材 Ｇ　[9.2.1～3]

  防水層の種別 シート防水

 6　改質アスファルト [3.4.2、3]

・AS-T1

・AS-T2

・AS-T3

・AS-T4

・AS-J1

・AS-J2

・AS-J3

・MA4S

・M3AS

・AS-T3

      ・

工法 種別 施工箇所 仕上塗料 備考

種類・使用量

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様

・　

種類・使用量

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様

・　

種類・使用量

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様

脱気装置 

・設ける ・設けない 

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける ・設けない 

脱気装置 

・設ける ・設けない 

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける ・設けない 

脱気装置 

・設ける ・設けない 

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける ・設けない 

・設ける ・設けない 

防湿層

脱気装置の種類及び設置数量 　

押え金物

  ※ 改質アスファルト製造所の仕様による

  ※ 改質アスファルトシート製造所の指定による　・種類　　　　、数量　　個/㎡   

 7　合成高分子系

ルーフィングシート

防水

[3.5.2～4][表3.5.1～3]

  防水層の種別 

      ・

      ・

      ・

      ・

      ・

      ・

      ・

      ・

備考

種類・使用量

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様

・S-F1

・S-F1

・S-F2

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ下地

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ下地

・　

・　

脱気装置 

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける ・設けない 

・設ける ・設けない 

脱気装置 

・設ける ・設けない 

・　

・S-F2

・S-M1

・S-M2

・S-M3

・S-M1

・S-M2

・S-M3

工法 種別 施工箇所 仕上塗料

・設ける ・設けない 

脱気装置 

種類・使用量

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様

・　

種類・使用量

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様

・　

・SI-F1

・SI-F2

・SI-M1

・SI-M2

・S3SI 

・P0SI 

・S4SI 

・M4SI 

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ下地

・　

・P0S

・S4S

・S3S

・M4S

種類・使用量

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類の製造所の仕様

・　

脱気装置 

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける ・設けない 

・設ける ・設けない 

　　　　　・　

（種類）　JIS A 9521に基づく発泡プラスチック断熱材 [3.5.2(3)(エ)(a)

（厚さ）　・25mm　　　・50mm 

SI-F1、SI-F2、SI-M1、SI-M2における断熱材 Ｇ　

・S-M2で立上り面で接着工法とする場合

　・立上り面のシート厚（※1.5mm　　・　　　　　　　）

・SI-M1及びSI-M2における防湿用フィルム（・設置する　　・設置しない）

      ・

      ・

立上り部の保護

モルタル塗り厚さ

・床塗り工法

下地モルタル塗り

塗り厚さ

平場のモルタル塗り

工法

種別

保　護　層

・　　　　　mm ※7mm以下

・
・S-C1

ルーフィングシートの種類及び厚さ 

種類　　・　高耐候性塩ビシート

厚さ　　※改修標準仕様書表3.5.1から表3.5.3による

　　　　・　　　　1.5　mm

・　硬質ウレタンボード　50㎜

絶縁用シートの材質　

※発泡ポリエチレンシート　 

固定金具の材質及び寸法形状

　※厚さ0.4mm以上の防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板及びそれらの片面又は両面に

　　樹脂を積層加工した鋼板

　・　

・種類　　　　　　　　　　　、設置数量　　個/㎡  

脱気装置の種類及び設置数量　　

※ルーフィングシート製造所の指定による

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け 

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法 

[3.6.2、3] 8　塗膜防水
工法 種別 施工箇所 仕上塗料 備考

脱気装置

・設ける　・設けない  

改修用ドレン

・設ける　・設けない  

・X-2

※X-1

・

脱気装置

・設ける　・設けない    ・　

※X-2

種類・使用量

・　

種類・使用量

・P0X

・L4X

高日射反射率防水の適用 Ｇ　　※適用する　　・適用しない

・　

・　

ウレタンゴム系塗膜防水 X-1（絶縁工法）の脱気装置の種類及び設置数量

　　種類　　　　　※主材料の製造所の仕様

　　設置数量　　　　　　　　個

工法 種別

      ・・

・P2Y ※Y-2

・P1Y

・

※Y-2

保護層各工程数及び各工程の使用量

・　

・　

※主材料の製造所の仕様

※主材料の製造所の仕様

※主材料の製造所の仕様

※主材料の製造所の仕様

・設ける　・設けない 

・設ける　・設けない 

　・ シーリング再充填工法 　

　・ シーリング充填工法　 

シーリング改修工法の種類　　

 9　シーリング

・　

 ・ ２次分析(ＰＣＢ含有分析)

 ・ １次分析(ＰＣＢ含有分析の要否判定)

シーリング材工業会）による

　　１）除去方法　「標準施工要領書」（日本シーリング工業協同組合連合会／日本

　　　　　　　　　採取時期、使用部位、ＰＣＢが含有していること等を明記の上、施設

　　ＰＣＢの含有について分析を行うこと。なお、分析結果は監督職員に報告すること。

ＰＣＢ含有シーリング調査

　　工事に先立ち、工事範囲のシーリング材を各部位毎に採取し、シーリング材種につい

　　ての判定を行うこと。なお、判定結果は速やかに監督職員に報告し、ＰＣＢ含有分析

　　が必要な場合は監督職員と協議すること。

　　１）採取箇所　計　　　　箇所

　　２）採取方法　分析機関の指定する方法により採取する。

　　３）分析方法　ＧＣ－ＥＣＤ法による(ＪＩＳ　Ｋ０１１４)

シーリングにＰＣＢが含有していた場合の措置

　　　　　　　　　管理者へ引き渡す。

・　ｱｽﾌｧﾙﾄ防水　　10年

・　合成高分子ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ防水　・ 10年　・ 15年

・　塗膜防水　　 ・ 5年　（X-1工法は、10年）　　　

※　受注者は、防水施工業者及び材料メーカーと連名で年限保証する。

10　保証年限

　　２）処理方法　関係法令により適切に処理すること。また、密封できる容器に保管し、

[3.1.4][3.7.2、3、7、8]

・　既存家具、既存設備等　養生方法　※ ビニールシート等　　　・　

・　既存部分　　　　　　　養生方法　※ ビニールシート・合板　・　

備品、机、ロッカー等の移動　　・ 行わない  ・ 行う（図示）

［2.3.2][表2.3.1］

仕上材（厚さ mm）下　地種　別

・ Ａ種

・ Ｂ種

塗　装

※ 有り

充填材

 4  仮設間仕切

１）養生の方法等

２）既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等

　　を与えた場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処理を行う。

１）仮設間仕切り及び仮設扉の設置場所　・図示　　　・　

２）仮設間仕切りの種別と材質

・ 木

・ 軽量鉄骨

※ Ｃ種  　単管    防炎シート

　 種類（・　　　　　　　　　　　）

・ せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（※ 9.5　・ 　　）

・ 合板（ ※ 9.0　・　   　　　　）

　 材種（　　　　　　　　　　　　）

 1　施工数量調査

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・ 図示　・ 

調査報告書　提出部数　・ ２部　・ 

[1.5.2、3]

[3.1.3]

※ 改修標準仕様書3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ)による。

 2　降雨等に対する

養生方法（とい共）

 3　既存防水の処理

既存保護層の撤去　・ 行う（範囲　・ 図示　・ 　　　　　　　　　） 

既存防水層の撤去　・ 行う（範囲　・ 図示　・ 　　　　　　　　　） 

　　　　　　　　　・ 行わない

[3.2.3、4、6]

　　　　　　　　　・ 行わない

露出防水層表面の仕上げ塗装除去 　・ 行う（・M4AS　・M4ASI　・M4C　・M4DI　・L4X） 

　撤去した既存防水材のアスベスト含有を確認し、廃棄物処理及び清掃に関する法律に基 

　づき適正に処理すること。

 4　既存防水層の

下地補修 既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　　・ 図示　・ 

P0S工法及びP0SI工法（機械式固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立

[3.2.6]

　　　　　　　　　　　　　　　 　・ 行わない

・ P2A

・ P1B

・ P2AI

・ P1BI

・ T1BI

・ A-1

※ A-2

・ A-3 

・ B-1

工法 種別

[3.3.2～5]屋根保護防水 　

防水層の種別 

 5　アスファルト防水

厚さ0.15mm以上 

・ 

※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ 

70g/㎡程度 

・乾式保護材 

・ｺﾝｸﾘｰﾄ押え 

・れんが押え 

絶縁用シート

※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 

施工箇所 立上り部の保護 

　※JIS R1250　

　・　なし

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ 

平場の保護コンクリートの厚さ

　こて仕上げ　　※水下　80mm以上　・　

　床タイル張り　※水下　60mm以上　・　

P2AI及びP1BIにおける断熱材 Ｇ　[9.2.1～3]

（種類）　※JIS A 9521による押出法ポリスチレンフォーム断熱材３種bA(スキン層付き)

（厚さ）　・25mm　　・50mm　　・　

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

　用途による区分　　　　　・　

　材料構成による区分　　　※Ｒ種

　厚さ　　　　　　　　　　※1.5mm以上　　・　

  ※ 改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による　・ 

・　既存建物内の一部を利用する　　・ 構内に設置する　　・ 設けない

［2.4.1］ 5  監督職員事務所

充填材　※グラスウール　32ｋ（厚：50mm以上）

・ 無し

充填材　※グラスウール　32ｋ（厚：50mm以上）

充填材
３）仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等

材質

・ あり

・ なし

・ 有り※ 木扉

・ 鋼扉 ・ 

※ 合板張り程度

仕上材（厚さ mm）

※ 無し

塗　装

・ 片面

設　置　場　所

※ 図示　・　　か所

監督職員事務所の規模

・　１０㎡程度　・　２０㎡程度　　・６０㎡程度　　　・　ユニットハウス程度

Ｇ

机、椅子、書棚、ゴム長靴、保護帽子、消火器、打合せテーブル、検査用機器等、

・　下記のものを常備する

・　Ｗ＝　８．０ｍ　　　Ｈ＝　　　　ｍ　　　　　　　　　　　３箇所

・　亜鉛鉄板　Ｈ＝１．８ｍ　　Ｌ＝　　　ｍ

※　成型鋼板　Ｈ＝３．０ｍ　　Ｌ＝　　　ｍ

構内既存の施設　　※ 利用できない　　

・ 利用できる（ ※ 有償　・ 無償）

　　　　　　　　　※ 有償、無償に関係なく子メーターを設置する

構内既存の施設　　※ 利用できない　　・ 利用できる（ ※ 有償　・ 無償）

・　砕石敷き　（厚さ　　　mm　幅　　　　　mm）　　Ｌ＝　　　ｍ

　　　（砕石は、再生クラッシャラン   を使用）

備品等

・　鋼板敷　（厚さ　２２ mm　　幅　１．５ｍ　　長さ　６ｍ ）　図示

調査範囲　　　　・ 図示　　   　・ 防水改修範囲

調査方法　　　  ・ 図示  　     ・ 目視

上り部等の処理　※ 改修標準仕様書3.2.6(4)(ｳ)(g)①～③による　・ 

（品質・性能及び試験方法） 　建築材料等品質性能表による。

・Ｐ１Ｅ

・Ｐ２Ｅ

施工箇所 備考種別工法

・Ｅ－１ 保護層　　・設ける

　　　　　・設けない

屋内防水 　

・Ｅ－２

[3.3.10]

・Ｅ－１の工程３を行う部位　（※貯水槽、浴槽等常時水に接する部位　・　　　　　　）

屋根排水溝　※図示　・　

高日射反射率防水の適用 Ｇ　　※適用する　　・適用しない

屋内防水

防水層の種別

屋内防水で平場を保護コンクリート仕上げとする場合

　目地の種類　（・　　　　　　　　※押し目地）

　厚さ　　　　　・　

　目地割り　　（・　　　　　　　　※２㎡程度　最大目地間隔 3m 程度）

プレキャストコンクリート部材の入隅部の増張り（種別 S-F1、SI-F1の場合）

・行う（・図示　　　・　　　　　　　　）　・行わない

接着工法の目地処理
・プレキャストコンクリート下地　（・　　　　　　　　）

［2.1.3］

・　防音パネル　　　・防音シート

　　防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲

 1　騒音・粉じん等の

　　　　　　　　対策

 6　監督職員事務所の

 7　工事用水

 8　工事用電力

 9　シートゲート

10　仮囲い

11　仮設道路

※　本工事の完成引渡しまで工事目的物及び工事材料を火災保険、建設工事保険その他の

保険に付すること。

※　「建設業退職金共済制度」に基づき「建設業退職金共済証紙購入状況報告書」を工事

契約締結後、１か月以内に提出すること。

違法運行の防止

※　工事の施工にあたっては、次の事項を厳守すること。

３　過積載車両、さし枠装着車、不表示車等から土砂等の引渡しを受けるなど、

過積載を助長するすることのないようにすること。

23　保険等

24　過積載による

※　受注者は、環境保全対策関係法令に従い工事現場地域の保全と円滑な工事施工を図る

こと。

※　受注者は、千葉県が運用を開始している環境マネジメントシステムの構成要素をなす

「公共事業における環境影響の低減」を推進し、達成するため施工計画書“環境対策”

内に、独立した項目として「環境に配慮した工事実施計画」について記載するものと

する。

※　建設機械は、排ガス対策車及び低騒音型を使用すること。

・　大気汚染対策　　・　騒音、振動対策　　・　水質汚濁対策　　

・　地盤沈下対策　　・　防塵対策　　・　一般廃棄物対策　　・　交通障害対策

・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※　特定粉じん排出等作業（法定外建築物・作業を含む）は、「建築物の解体等に係る

石綿飛散防止対策マニュアル」に基づき施工する。

※　本工事で使用する軽油については、ＪＩＳ規格軽油を使用すること。

※　受注者は、県税事務所がその他の機関と合同で行う建設機械及び本工事に係る車両等

を対象とする燃料の抜取調査に対しては、監督員の指示により協力しなければならな

い。

※　受注者は、工事の施工にあたっては、次の事項を遵守すること。

１　不法・違反無線局（不法パーソナル無線）を設置したトラック、ダンプカー等を

工事現場に立ち入らせないこと。

受注者は、工事施工において、自ら立案した創意工夫や技術力に関する項目、又は地域社

会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完了までに所定の様式によ

り提出することができる。

労務費調査

※　本工事の施工にあたっては、適正な賃金台帳を作成し、その台帳に基づく調査票等の

作成及び事業所の訪問調査・指導に協力すること。

また、本工事の一部について下請契約を締結する場合も下請業者は同様の義務を負う

旨、下請契約に定めること。

（労務費調査関係：請負代金額1,000万円以上で、国から選定された工事）

　　義務の緩和

　　※　適用する　　　　　　・適用しない

「現場代理人の工事現場への常駐義務緩和に関する事務取扱要領（平成28年5月改正）」

25　施設点検

26　環境対策

27　工事現場管理

28　創意工夫等

29　公共事業

30　現場代理人の常駐

１　積載重量制限を超過して土砂を積み込まず、また、積み込ませないこと。

等を土砂運搬に使用している場合は、早急に不正状況を解消する措置を講じるこ

４　取引関係のあるダンプカー事業者が過積載を行い、又はさし枠装着車、不表示車

と。

２　さし枠装着車、不表示車等に土砂を積み込まず、また、積み込ませないこと。

「環境に配慮した工事実施計画」には次の内容を記載すること。

に基づく現場代理人の常駐義務の緩和措置

※ B-2

・ B-3 

・ AI-1

※ AI-2

・ AI-3 

・ BI-1

※ BI-2

・ BI-3 

・ 

・P0AS

・AS-T4

・AS-J1 ・　

・P0ASI

・M4ASI

・M3ASI

（種類）　JIS A 9521に基づく発泡プラスチック

　　　　　・　

（厚さ）　・25mm　　　・　

高日射反射率防水の適用 Ｇ　　※適用する　　・適用しない

M3ASI、M4ASI、P0ASIにおける断熱材 Ｇ　[9.2.1～3]

改質アスファルトシートの種類及び厚さ 

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

　※ 改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による　・ 

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ 

  ※ 改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による　・ 

　※ 改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による　・ 

・AS-J3

種類・使用量

・　

・ASI-T1

・ASI-J1

　　エッジング材張り　　　・ 適用する　・ 適用しない 

　　ボンドブレーカー張り　・ 適用する　・ 適用しない 　　　

　・ ブリッジ工法 

　・ 拡幅シーリング再充填工法　 

　下表以外は、改修標準仕様書表3.7.1による。

シーリング材の種類、施工箇所、目地寸法

シーリング材の種類（記号） 施工箇所 目地寸法

・図示　　・　

・図示　　・　

・図示　　・　

・図示　　・　

・図示　　・　

シーリング材の接着性試験

　　※簡易接着性試験　　・引張接着性試験

・　

種類・使用量

・　

施行箇所

施工箇所

施設点検に立ち会い協力するものとする。

※　本工事完成（「工事目的物の引渡し」を行った日）後、１年目に施設点検（不具合の

有無を確認し、その処理について協議）を行うので、発注者から依頼があり次第、

白板、ＷⅰＦⅰ、カラー複合機、更衣ロッカー、掛時計、図面架

MS-2 ｺﾝｸﾘｰﾄ（打継ぎ目地）

MS-2 ｺﾝｸﾘｰﾄ（誘発目地）

MS-2 金属取り合い部

12　交通誘導員 配置人数　 960　人

配置期間   工事期間中

配置場所　 搬入口等

ホール棟各所屋根

N.S特記仕様書２

Ａ-００４

エントランスホール・ポーチ

会館棟屋上

配置人数は想定であり安全が担保される場合は受注者にてその配置を見直しても良い。

なお、配置人数の調整は協議により決定する。

AutoCAD SHX Text
２　仮設工事

AutoCAD SHX Text
２　仮設工事

AutoCAD SHX Text
３　防水改修工事
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Ｒ０８.０２

TEL 028(622)8928本　　　社 栃木県宇都宮市大曽１丁目５番８号
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文化センター大規模改修工事 ０６０４７
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櫛田 和美

２００６６７

コンクリート又はモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

形状寸法(mm)

 　 打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　※ ポリウレタン系　　・ 

　　伸縮調整目地その他の目地　　　※ 変成シリコーン系　・ 

　シーリング材の種類

・ 可とう形改修塗材ＣＥ  ・ 

 ・ ・ 可とう形改修塗材ＲＥ

  用仕上塗材

上塗材

溶媒　※ 水系　・ 溶剤系　・ 弱溶剤系

樹脂　※ アクリル系　・　

外観　※ つやあり　・ つやなし

・ メタリック

耐候性　※ 耐候形３種　・

・ 平たん状　・ さざ波状　・ ゆず肌状 ・ ・ 可とう形改修塗材Ｅ・可とう形改修

上塗材

外観　※ つやあり　・ つやなし

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ ・ 複層塗材ＲＥ

・ 防水形複層塗材Ｅ

・ 防水形複層塗材ＲＥ

・ 防水形複層塗材ＣＥ

・ 防水形複層塗材ＲＳ

・ 着色骨材砂壁状（・ 吹付け　・ こて塗り）

・ 凹凸状（・ 吹付け　・ こて塗り）

・ 凹凸状　・ ひき起こし　・ かき落とし 

・ 砂壁状じゅらく 

・ 京壁状じゅらく 

・ 吹放し　・ 凸部処理　・ 平たん状 

耐候性　※ 耐候形３種　・

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 　

上塗材　　・ 適用する　・ 適用しない ・ 外装厚塗材Ｅ

・ 外装厚塗材Ｓｉ

・ 外装厚塗材Ｃ・厚付け仕上塗材

・ ゆず肌状（・ 吹付け　・ ローラー塗り）

新規仕上塗材の種類 

・ ポリマーセメントモルタル

※ 下地調整塗材　Ｃ-１（カチオン系）

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

材料
防火

仕上げの形状及び工法等

・ 平たん状

・ さざ波状

・ 砂壁状　　

呼び名

・ 外装薄塗材Ｅ

・ 外装薄塗材Ｓｉ

・ 複層塗材ＣＥ

・ 複層塗材Ｅ

・ 複層塗材Ｓｉ

・ 外装薄塗材Ｓ

種　　類

・複層仕上塗材

・薄付け仕上塗材

・ 可とう形複層塗材ＣＥ

・ 可とう形外装薄塗材Ｅ

・ 防水形外装薄塗材Ｅ

・ 可とう形外装薄塗材Ｓｉ

4-4

 1　所要量の確認

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　・ 行う　・ 行わない 

見本焼き　・ 行う　・ 行わない 

処理範囲

・ サンダー工法

工　法

・ 塗膜はく離剤併用手工具

下地面の補修

　　　 ・

・ 水洗い工法

加圧力 ※30MPa程度以上

(既存塗膜の除去範囲は処理面積の30%とする）

(既存塗膜の除去範囲は既存塗膜の劣化部とする）

 ・ 高圧水洗工法

※ 図示

・ 10MP

　　 改修工法

　　 改修工法

　　 改修工法

・ ひび割部

・ 浮き部

・ 欠損部

[4.6.3]

 ［4.6.2]［表4.6.1]

[4.6.3]

・ ゆず肌状　・ 凸部処理　・ 凹凸状

・ メタリック

 2　試験

未満の旧塗膜は、サンダー工法で除去する。

・　0.7N/m㎡　（複層仕上げ塗材）

付着力　・　0.5N/m㎡　（薄付け仕上げ塗材）

※　旧塗膜面の引張試験（簡易式建研式 付着力試験機による- -外壁面1カ所/300㎡）を行い

・　既存塗膜劣化部分の除去

 4　下地調整塗材

 5　仕上塗材仕上げ

及び下地処理

 3　既存塗膜等の除去

溶媒　※ 水系　・ 溶剤系　・ 弱溶剤系

工程ごとの所要量の確認　※改修標準仕様書表4.6.1による　・　

・有機系接着剤による陶磁器質タイル（セラミックタイル）張り 　

・ 目地ひび割れ部改修工法

・ 伸縮調整目地改修工法

[4.1.4][4.5.16]

　 伸縮調整目地の位置及び寸法　・図示　・　

目地改修工法5

 ［4.2.2]

寸法等

 6　タイルの形状、

施工箇所

再生材の適用 Ｇ

吸水率による区分

うわぐすり

役物

色

耐凍害性

耐滑り性

備考

・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ

　・　

・有　　・無

・有　　・無

・標準　・特注

・有　　・無

　・　

・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ

　・　

・有　　・無

・有　　・無

・標準　・特注

・有　　・無

　・　

・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ

　・　

・有　　・無

・有　　・無

・標準　・特注

・有　　・無

　・　

・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ

　・　

・有　　・無

・有　　・無

・標準　・特注

・有　　・無

　・　

・ 図示

※ 既存仕上げ面全体

・ 図示

※ 既存仕上げ面全体

※ 図示　内外部吹付タイル面の塗膜除去

・ ひび割れ　鉄筋爆裂部の劣化部の斫り

[4.1.5][4.2.2][4.6.5][表4.2.4]

  ※規制対象外（1-8 環境への配慮（2）による）　・ 

樹脂　※ アクリル系　　・ フッ素

[4.1.5][4.7.2][表4.7.1]

種別　・ Ａ種　・ Ｂ種

 6　マスチック塗材塗り

　抜取り個数　※ 長さ500mごと及びその端数につき1個　・ 　　

（品質・性能及び試験方法） 　建築材料等品質性能表による。

5.0 N/mm2以上15 ％以下5.0 N/mm2以上0.5 N/mm2以上3 ％ 3 以上

粘調係数  0.50～1.00

保水係数  0.35～0.55

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、

混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

[4.2.2]

（収縮）(cm/s)

 引張接着性 曲げ性能 吸水性 耐久性

（劣化曲げ強さ）（材齢28日） （72時間）（材齢28日）

長さ変化率広がり速度

 [4.2.2]

スラリー

4-1

・ 手動式エポキシ樹脂

・ 機械式エポキシ樹脂

※ 自動式低圧エポキシ

注入工法

樹脂注入工法

注入工法

ひび割れ幅(mm)工法の種類

40

70

・ 外壁タイル張り全面　・ 図示の範囲

   撤去範囲　※ 下地モルタルまで　・ 張付けモルタルまで　・ タイルのみ

改修箇所　※ 既存タイル張り面

          ・ 既存タイル撤去面（・ コンクリート面　・ モルタル面）

・ Ｕカットシール材充填工法

　・シーリング材 　　

                             （既存タイル張り撤去面）

　　充填材料　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系　・ 　　　

・ タイル部分張替え工法

　　接着剤の種類 　

4-3  1　既存タイル張りの

撤去

 2　ひび割れ部改修

工法

 3　欠損部改修工法

　抜取り部の補修方法　・ 図示　・ 

　　ポリマーセメントモルタルの充填　・ 行う 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ 行わない

　・ 可とう性エポキシ樹脂 

　　・ ポリマーセメントモルタル 　

アンカーピン

注入口付アンカーピン

 4　浮き部改修工法

※ 25

※ 20

(本/㎡)

指定部

※ 16

※ 16

※ 16

※ 20

工法の種類

・アンカーピンニング部分

・アンカーピンニング全面

・注入口付アンカーピンニング全面

・注入口付アンカーピンニング全面

・注入口付アンカーピンニング部分

 ポリマーセメントスラリー注入工法

・アンカーピンニング全面

 ポリマーセメントスラリー注入工法

 エポキシ樹脂注入工法

 エポキシ樹脂注入工法

 エポキシ樹脂注入工法

 エポキシ樹脂注入工法

※ 13

※ 9

・

※ 9

・

※ 9

・

・

・

・

・

・

・

一般部

※ 16

※ 13

・

・

・

※ 20※ 12

※ 9

・

※ 9

・

・

※ 16

※ 16

・

・

・

(箇所/㎡)

一般部

※ 12

・

指定部

※ 20

・

・

・

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数 注入口の箇所数

※ 25

※ 25

・注入口付アンカーピンニング

　エポキシ樹脂注入タイル固定工法

・ ・ ※　 25

　接着剤の種類 　

・ 

・ タイル部分張替え工法

　・ ポリマーセメントモルタル 　

・タイル部分張り替え工法

・タイル張り替え工法

・ 樹脂注入工法 

 [4.1.4][4.2.2][4.5.5、6]

注入口間隔(mm)

0.2以上～0.5 未満　低

0.5以上～1.0 以下　中

0.2以上～0.3 未満　低

0.3以上～0.5 未満　低

0.5以上～1.0 以下　中

 [4.1.4][4.2.2][4.5.7、8]

[4.1.4][4.2.2][4.5.9～15]

・  50～100　・　

・ 100～200　・　

・ 150～250　・　

・　　　・　

・　　　・　

・　　　・　

・130　 ・　※ 200～300　・ 

[3.8.2、3]11　とい

注入量（ml/m）

130

といの材種   ・ 配管用鋼管 　・ 硬質ポリ塩化ビニル管　・ 

13 折板葺

笠木の固定金具の工法等 

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法 

下地補修の工法　※図示　・ 

板材折曲げ形の笠木の取付方法　※図示　・ 

既存笠木等の撤去　・ 行う（範囲　・ 図示　・ 　　　　　　　　　） 

　　　　　　　　　・ 行わない

たてどい受金物の取付け　※図示　・　

ルーフドレンの取付け 　※水はけがよく、床面より下げ、周囲の隙間にモルタルを充填 　

既存のといその他の撤去及び降雨等に対する養生方法　※図示　・ 

鋼管製といの防露巻き　※改修標準仕様書表3.8.4による　・ 

足金物の材種、形状、取付け間隔　　　　　※表 3.8.2による

多雪地域の場合のといの取付け間隔　　　　※0.5mm 以下

ロックウール保温筒及びビーズ法ポリエチレンフォーム保温筒のホルムアルデヒド放散量 

　※ 規制対象外（1-8 環境への配慮 (2) による）　・ 

　　　　　　　　　　　 ・
　    ・ 板材折曲げ形（・オープン形式　・シール形式） 

[3.9.2、3]12　アルミニウム製笠木

種類　・ オープン形式（・ 押出250形　・ 押出300形　・ 押出350形　） 　　

          着色　・標準色（・アンバー　・ブロンズ　・ブラック系　・ステンカラー） 

          　　　・特注色（　　　　　　　　　　） 

表面処理　種別（　　　）種　

 1　施工数量調査  [1.5.2、3]

 [4.2.2]

樹脂

ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無

及び錆汁の流出の有無を調査する。

モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表面に表示し、また欠損

部の形状寸法等を調査する。

調査報告書の部数　・ ２部　・ 

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・ 図示　・ 

塗り仕上げについては、コンクリート又はモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に

表示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

 2　可とう性エポキシ

調査内容

調査範囲　・ 外壁改修範囲　・ 図示の範囲

調査時期　・ 外壁仕上げ等除去前　　・ 外壁仕上げ等除去後

樹脂
 3　パテ状エポキシ  [4.2.2]

 [4.2.2]

モルタル
 4　エポキシ樹脂

 [4.2.2]

モルタル

 5　ポリマーセメント

（品質・性能） 　建築材料等品質性能表による。

6　ポリマーセメント

4-1

・

・ 樹脂注入工法
注入口間隔(mm)ひび割れ幅(mm) 注入量（ml/m）工法の種類

※ 自動式低圧エポキシ

   樹脂注入工法

・ 手動式エポキシ樹脂

   注入工法

・ 機械式エポキシ樹脂

   注入工法

40

70

・

・

・

 1　ひび割れ部改修

工法

・

0.5以上～1.0 以下　中

0.2以上～0.5 未満　低

0.2以上～0.3 未満　低

0.3以上～0.5 未満　低

0.5以上～1.0 以下　中

・ 100～200　・ 

・ 150～250　・ 

・  50～100　・ ・

・

・

・

・

130

・ 130※ 200～300  ・ 

130・

　[4.1.4][4.2.2][4.3.4、5]

※エポキシ樹脂　低：低粘度形　中：中粘度形 　

注入状況の確認方法　・コア抜取りを行う　・コア抜取りを行わない

  抜取り部の補修方法　※ 図示　・ 

　抜取り個数　※長さ500mごと及びその端数につき1個　・ 　　

    充填材料　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系　・ 　　

・ Ｕカットシール材充填工法 　

  ・ シーリング材 　　　

　既製目地材　・使用する（形状　　　　　　） 　

※ 20

※ 16

※ 16

※ 16

※ 20

工法の種類

・アンカーピンニング部分

・アンカーピンニング全面

・注入口付アンカーピンニング全面

・注入口付アンカーピンニング全面

・注入口付アンカーピンニング部分

 ポリマーセメントスラリー注入工法

・アンカーピンニング全面

 ポリマーセメントスラリー注入工法

 エポキシ樹脂注入工法

 エポキシ樹脂注入工法

 エポキシ樹脂注入工法

 エポキシ樹脂注入工法

※ 13

※ 9

・

※ 9

・

※ 9

・

・

・

・

・

・

※ 13

・ ・

※ 20※ 12

※ 9

・

※ 9

・

・

※ 16

※ 16

・

・

・

※ 12

・

※ 20

・

・

※ 25

注入量

※ 25

・

※ 50

・

※ 50

・

注入口付アンカーピン

・

アンカーピン

(ml/箇所)

※ ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工をしたもの

・充填工法

・モルタル塗替え工法

  [4.1.4][4.2.2][4.4.10～15]

※ 25

・

※ ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6mm程度　　・　

　仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の処置　※ 図示　・ 

　  ポリマーセメントモルタルの充填　・ 行う 　・ 行わない

 [4.1.4][4.2.2][4.3.7]

・ シール工法

・ パテ状エポキシ樹脂

・ 可とう性エポキシ樹脂

  ・可とう性エポキシ樹脂 

※ 充填工法

・ エポキシ樹脂モルタル

・ ポリマーセメントモルタル

　　・ 

・ 樹脂注入工法

※ 自動式低圧エポキシ

   樹脂注入工法

・ 手動式エポキシ樹脂

   注入工法

・ 機械式エポキシ樹脂

   注入工法

130

40

130

70 ・

・

工法の種類 ひび割れ幅(mm) 注入口間隔(mm) 注入量（ml/m）

  抜取り部の補修方法　※図示　・ 

・ Ｕカットシール材充填工法 　

    充填材料　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系　・ 　　

  ・ シーリング材 　　　

・ 行う（※ 全面　・ 図示の範囲）

・ 

0.2以上～0.5 未満　低

0.5以上～1.0 以下　中

0.2以上～0.3 未満　低

0.3以上～0.5 未満　低

0.5以上～1.0 以下　中 ・ 150～250　・ 

・ 100～200　・ 

・ 50～100　 ・ ・

・

・

・

・

・

・

※200～300  ・ 

・ 

[4.1.4][4.2.2][4.4.2][4.4.5、6]

※エポキシ樹脂 　低：低粘度形　中：中粘度形 　

　　　　　　　　　　　・ コアの抜取りを行わない

注入状況の確認方法　　・コアの抜取りを行う　

　抜取り個数　　　　　※長さ500mごと及びその端数につき1個　・ 　　

　  ポリマーセメントモルタルの充填　・ 行う 　・ 行わない

  ・ 可とう性エポキシ樹脂 

・ シール工法

　・ エポキシ樹脂モルタル　・ ポリマーセメントモルタル 

・ モルタル塗替え工法 　

・ 充填工法 　

[4.1.4][4.2.2][4.4.3][4.4.8、9]

・ パテ状エポキシ樹脂　

・ 可とう性エポキシ樹脂　

　・現場調合材料

　　　セメント種類　※普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、シリカセメントＡ

　　　　　　　　　　種又はフライアッシュセメントＡ種

　　　　　　　　　　・高炉セメントＢ種 Ｇ

　　　　　　　　　　・フライアッシュセメントＢ種 Ｇ

　　　　　　　　　　普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210 に示された規定の

　　　　　　　　　　他、水和熱が７日目で 352J/g以下で 402J/g以下のものとする

　・既調合材料

 3　欠損部改修工法

 4　浮き部改修工法

モルタル塗替え工法 

充填工法  　

　・ エポキシ樹脂モルタル　・ ポリマーセメントモルタル

　・現場調合材料

　　　セメント種類　※普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、シリカセメントＡ

　　　　　　　　　　種又はフライアッシュセメントＡ種

　　　　　　　　　　・高炉セメントＢ種 Ｇ

　　　　　　　　　　・フライアッシュセメントＢ種 Ｇ

　　　　　　　　　　普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R 5210 に示された規定の

　　　　　　　　　　他、水和熱が７日目で 352J/g以下で 402J/g以下のものとする

　・既調合材料

  仕上げ厚又は全塗厚が25mmを超える場合の措置　※ 図示　・ 

　既製目地材　・ 使用する（形状　　　　　　）

・ ・　

※エポキシ樹脂 　低：低粘度形　中：中粘度形 　

　　　　　　　　　　　・ コアの抜取りを行わない

注入状況の確認方法　　※コアの抜取りを行う　

注入量
(ml/箇所)

※ 25

・

・

※ 25

・

・

※ 50

※ 50

　・ 

　　※ ステンレス鋼(SUS304)呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工をしたもの

　　※ ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径6mm程度

　　・ JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系 　

・ タイル張替え工法

　　接着剤の種類 　

　　・ JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系 　

　　タイル張りの工法 　　

・セメントモルタルによるタイル（セラミックタイル）張り 

　　　外装タイル　・ 密着張り　・ 改良圧着張り　・ 改良積上げ張り 　

　　　外装ユニットタイル　・ マスク張り　・ モザイクタイル張り 　 

　　伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置

　　※ 改修標準仕様書表4.5.1による　・ 図示

　　タイル張り下地等の下地モルタル及び下地調整材塗りの接着力試験　

　　・ 行う  　  ・ 行わない

　・ JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系 　

・ タイル張替え工法

　接着剤の種類 　

　・ JIS A 5557に基づく一液反応硬化形変成シリコーン樹脂系 　

　・ 行う         ・ 行わない

　　外装ユニットタイル　・ マスク張り　・ モザイクタイル張り 　 

　タイル張りの工法 　　

・ セメントモルタルによる陶磁器質タイル（セラミックタイル）張り 

　　外装タイル　　　　　・ 密着張り　　・ 改良圧着張り　　　・ 改良積上げ張り 　

　タイル張り下地等の均しモルタル及び下地調整材塗りの接着力試験　 　　

 2　欠損部改修工法

 2　ひび割れ部改修

　　工法

の撤去

 1　既存モルタル塗り4-2本体幅：（　　　）mm　板厚：（※2.0mm　・　　mm） 

　JIS A 6024 による。

　JIS A 6024 による。

　JIS A 6024 による。

・有機系接着剤によるタイル（セラミックタイル）張り 　

　シーリング材の種類

 　 打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地　※ ポリウレタン系　　・ 

　　伸縮調整目地その他の目地　　　※ 変成シリコーン系　・ 

　下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理　　・　

　シーリング　　改修特記仕様書第３章　防水改修工事による

　伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地の位置

　　※改修標準仕様書表4.5.1による　・ 図示

　下地モルタル塗りを行うコンクリート素地面処理　　　・　

 7　既調合モルタル

　・ 貼付けモルタル　　（・現場調合材料　　・既調合材料　）

　　・貼付けモルタル　　（・現場調合材料　　・既調合材料　）

種別

・ ろく屋根用（・ 縦型　・ 横型） 

・ バルコニー用 

・ バルコニー中継用 

ルーフドレンの種別その他

施工箇所

とい受金物の材種、形状、取付け間隔　　　※表 3.8.2による　　・　

屋根防水改修時改修用ドレン

・ 100mm 以上　　・　50mm 以上

・ 100mm 以上　　・　50mm 以上

※ 25

(本/㎡)

指定部

・

一般部

※ 16

・

(箇所/㎡)

一般部 指定部

・

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの本数 注入口の箇所数 充填量

※ 25

(ml/箇所)

 ・ 水性自然石調多彩模様塗料（フッ素クリア）（グラニクイーン同等品）

(13.2.2、3)

施工箇所 形式

・重ね形

・はぜ締め形

・かん合形

・

による区分

山高､山ﾋﾟｯﾁ

山高　山ﾋﾟｯﾁ

耐力によ

る区分

(　　)種

材料によ

る区分

※鋼板製

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ
合金板製

耐火

性能

・30分

・無し

軒先

面戸板

・有り

・無し

厚さ

(mm)

材料　板及びコイルの種類（　　　　　　　　　　　　　）

　　　塗膜の耐久性、めっき付着量等の種類及び記号（　　　　　　　　　）

断熱材　・有り（種別：　　　　　　　　　厚さ(mm)：　　　　防火性能：　　時間）

　　　　・無し

工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

※ 200～300  ・ 

130・※200～300  ・ 

・ 水性自然石調塗料多彩模様

　 ケレン工法

N.S特記仕様書３

Ａ-００５

AutoCAD SHX Text
コンクリート打放し仕上げ外壁

AutoCAD SHX Text
外壁改修工事　塗り仕上げ外壁等改修

AutoCAD SHX Text
外壁改修工事　コンクリート打放し仕上げ外壁

AutoCAD SHX Text
外壁改修工事　タイル張り仕上げ外壁

AutoCAD SHX Text
４　外壁改修工事

AutoCAD SHX Text
外壁改修工事

AutoCAD SHX Text
外壁改修工事　モルタル塗り仕上げ外壁



　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

撤去工法 適用箇所かぶせ工法建具の種類

・ アルミニウム製建具 ・ ・

・ 外部・ 鋼製建具 ・ ・

・ 内部 ・ ・

・ ・・ 鋼製軽量建具

・ ・・ ステンレス製建具

1

2

改修工法

・ 建具表による　・ 

・ 建具表による　・ ・ 樹脂製建具 － ・

・ 建具表による　・ 

・ 建具表による　・ 

・ 建具表による　・ 

・ 建具表による　・ 

5  [5.1.3]

[5.1.4]

  新規建具周囲の補修工法及び範囲　※ 図示　・ 

新規に建具を設ける場合 

防火戸

4-5  ［4.1.5][4.2.2][4.8.2][表4.2.6]1

　仕上の形状　　　　　　　　　・　

　外壁用仕上塗材の耐候性　　　※JIS A 6909 の耐候形Ｉ種相当

　　　　　　　　　　　　　　　・　

　吹付け工法の模様材の種類　　・所要量　　　(kg/㎡)　　・　

　下地挙動緩衝材の適用　　　　・適用する　　　　　　　 ・適用しない

　外壁用仕上塗料の種類　　　　・所要量　　　(kg/㎡)　　・　

コンクリートのひび割

れ部改修工法

 ［4.1.4][4.2.2][4.3.4、5]

　4-1-1 ひび割れ部改修工法による

2

3

4

5

6

7

8

9

コンクリート面の欠損

部改修工法

モルタル面のひび割

れ部改修工法

モルタル面の欠損部

改修工法

浮き部改修工法

既存塗膜等の除去、

下地処理及び下地調整

下地調整材

仕上塗材仕上げ

　4-2-1 ひび割れ部改修工法による

　4-2-2 欠損部改修工法による

　4-2-3 浮き部改修工法による

　4-4-1 既存塗膜等の除去及び下地処理による

　4-1-2 下地調整材による

　4-4-3 仕上塗材仕上げによる

 ［4.1.5][4.2.2][4.6.5][表4.2.4]

 ［4.6.3]

 ［4.6.3]

 ［4.1.4][4.2.2][4.4.10～15]

 ［4.1.4][4.2.2][4.4.9]

 ［4.1.4][4.2.2][4.4.5、6]

 ［4.1.4][4.2.2][4.3.7]

　4-1-2 欠損部改修工法による

14-6 外断熱改修工事 Ｇ

　種類　　　　　　　・オープン形式（・押出 250 形　・押出 300 形　・押出 350 形）

　　　　　　　　　　・板材折曲げ形（オープン形式　 ・シール形式）

　本体幅　　　　　　（　　　　　）mm

　板厚　　　　　　　（※ 2.0mm　　　・　　　　 mm　）

　表面処理　種別　　・　

　　　　　　　　　　・特注色（　　　　　　　）

　既存笠木等の撤去　・行う（範囲　　・図示　　・　　　　　　　）　　・行わない

　板材折曲げ形の笠木の取付工法　　　※図示　　・　

　下地補修の工法　　※図示　　　　　・　

　笠木の固定金具の工法等

既存外壁の処置

　既存外壁仕上材の撤去　　　　　　　・あり　　　　 ・なし

　下地面の清掃　　　　　　　　　　　・行う　　　　 ・行わない

　欠損部の改修方法　　　　　　　　　・改修特記仕様書第４章　外壁改修工事による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　

工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

　不陸等の下地調整　　　　　　　　　・　

　断熱材の施工　　　　　　　　　　　・　

　通気層の有無　　　　　　　　　　　・あり（　　　　mm）　　・なし

　外装材の施工　　　　　　　　　　　・　

　外装材の外壁への取付け　　　　　　・　

　　　　　　着色　　・標準色（・アンバー　・ブロンズ　・ブラック系　・ステンカラー）

　　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

　壁部分の開口の開け方　　　　　　※ 図示　・ 　

・適用する　適用箇所（・建具表による　・　    　　　） 　・適用しない 

ヒューズ装置、熱感知器又は煙感知器との連動

見本の製作等

建具見本の程度　　・工事に使用するものとして、あらかじめ製作する

                  ・納まり等がわかる程度のもの

防犯建物部品

アルミニウム製建具

3

4

5

建具見本の製作　　・行う（建具符号：   　　 　　） 　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　・行わない

特殊な建具の仮組　・行う（建具符号：　    　　　） 　　　　　　

　　　　　　　　　・行わない

・ 適用しない 

 [5.1.5]

 [5.1.7]

　[5.2.2～5][表 5.2.2]

　・連動させる　（※ 建具表による　 　・　　　　　　）　 ・連動しない

・ 適用する（　　　　　    　）　適用箇所（※建具表による　・　    　　　）

  外部に面する建具の種別　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

　　　（・建具表による　　・図示　）

表面処理 

網戸等

種類 材種 線径 網目

・防虫網 ※0.25mm以上 ※16～18メッシュ ※合成樹脂製 

・ガラス繊維入り合成樹脂製 ・ ・ 

・ステンレス(SUS316)製 

1.5mm・防鳥網 ステンレス(SUS304)線材 網目寸法15mm

　[5.2.3]

  外部に面する建具

  屋内の建具

結露水の処理方法　　※ 図示　　　・ 

水切り板、ぜん板　　※ 図示　　　・ 

　・防音ドア,防音サッシとする場合　　　遮音性の等級（・ 図示　　　　　  　　）

　・断熱ドア,断熱サッシ Ｇ とする場合　断熱性の等級（・　　　　　　  　）

　・耐震ドアとする場合　　　　　　　　 面内変形追随性の等級（・　　  　）

6 樹脂製建具 　[5.2.2][5.3.2～5]

　・防音ドア,防音サッシとする場合

　・断熱ドア,断熱サッシ Ｇ とする場合

鋼製建具7 　[5.2.2][5.4.2～4][表 5.4.2]

  　　　　　　　　　　　　　　　　　（建具符号：・建具表による　・外部に面する建具） 

性能等級（建具符号、枠の見込み寸法：建具表による）

  簡易気密型ドア　　　　　　　・適用する

  外部に面する建具の耐風圧性　・S-4　　　・S-5　　　・S-6

 [5.2.2][5.5.2～4]8 鋼製軽量建具

性能等級（建具符号：建具表による）

        　　  　　　　　　　　　　　　 ・適用しない 

  簡易気密型ドアセット　　　　　　　 　・適用する

材料　鋼板　・亜鉛めっき鋼板　 ・ビニル被膜鋼板　 ・カラー鋼板　・ステンレス鋼板 

　　　鋼板の厚さ（mm）　　　 　※改修標準仕様書表5.5.1による

　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　 使用箇所（　　　　　　　　　　 　）

　　　召合せ、縦小口包み板の材質　　　  ・建具表による　　・　　

9 ステンレス製建具

  　　　　　　　　　　　　　　　　　 （建具符号：・建具表による　・　　　　　） 

 [5.2.2][5.4.2][5.6.2～5]

性能等級（建具符号、枠の見込み寸法：建具表による）

  外部に面する建具の耐風圧性　　　 ・S-4　　　・S-5　　　・S-6

ステンレス鋼板の曲げ加工　※普通曲げ　・角出し曲げ 

表面仕上げ　　　　　　　　・ＨＬ　　　・鏡面仕上げ　　　 　・ 

  　　　　　　　                  　   （建具符号：・建具表による　・　　　　　） 

木製建具

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量 

10

・フラッシュ戸 

　表面材の合板の種類 

     合板の種類 　　　　　　　　規格等

・普通合板

         備考

表面の樹種

  生地、透明塗料塗り 

  不透明塗料塗り 

Ｇ

・天然木 化粧合板 Ｇ

化粧加工の方法 

（・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装） 

表面性能（　　　　    　）タイプ 

・特殊加工 化粧合板 Ｇ

・かまち戸 

  見込み寸法　※36mm　・建具表による　・ 

  かまち樹種（　　　）　鏡板樹種（　　　） 　　

・ふすま 

  張りの種別（・Ⅰ型　・Ⅱ型） 　　

  見込み寸法　※19.5mm　・建具表による　・ 

表面板の厚さ　※表16.7.6による　・ 　　

・戸ぶすま 　

・紙張り障子 　

  上張り（押入等の裏側以外）  ・鳥の子　・新鳥の子又はビニル紙程度    　

  縁仕上  ・塗り縁　・生地縁（素地）　　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

　※規制対象外（1-8 環境への配慮 (2) による）　　・ 

建具材の加工、組立時の含水率　　※Ｂ種　　　　　 ・ 

  （※ﾗﾜﾝ合板程度　・　　　 　）

  （※しな合板程度 ・　 　　　） 

板面の品質（　　　　　　　　　）

防虫処理　 　・行う

接着の程度（ ・1類　　・2類　 ） 

樹種名（　　　　　　　　　　　） 

接着の程度（ ・1類　　・2類　 ） 

防虫処理　　 ・行う

接着の程度（ ・1類　　・2類　 ） 

防虫処理　　 ・行う

  見込み寸法　※30mm　　・建具表による　・ 

  見込み寸法　※30mm　　・建具表による　・ 

枠、くつずりの材料　  　・建具表による　・ 

(16.7.2～4)

　[5.10.2、3]重量シャッター15

シャッターの種類 耐風圧強度 (           ) N/m

・ 屋内用防火シャッター

・ 屋内用防煙シャッター

・ 外壁用防火シャッター 耐風圧強度 (           ) N/m

2

2

・ 管理用シャッター

屋内用防火シャッター若しくは防煙シャッターの危害防止機構

　　・設けない

ガラス

[5.12.2、3]

    セクション材料 

      による区分 

※スチールタイプ 

・アルミニウムタイプ 

・ファイバーグラスタイプ 

区分 (Pa) 

耐風圧

     の材質 

  ガイドレール 

オーバーヘッドドア

※溶融亜鉛 

　めっき鋼板 

・ステンレス
　鋼板 

※バランス式 

・電動式 

開閉方式    収納形式

  による区分 

・スタンダード形 

・ローヘッド形 

・ハイリフト形 

・バーチカル形 

による区分 

・チェーン式 

・75 (750Pa)

・50 (500Pa)

・100(1000Pa)

・125(1250Pa)

スラットの材質 

　・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板） 

  ・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板） 

     めっき付着量（※AZ90　・　　　　　） 

     めっき付着量（※Z06又はF06　・　　　　　） 　

スラットの形状　・インターロッキング形　・オーバーラッピング形 

[5.11.2～4]軽量シャッター

開閉方式の種類　※手動式　・上部電動式（手動併用） 

耐風圧強度　　　・（　  　）N/㎡ 

スラット及びシャッターケース用鋼板

  鋼板の種類　　　・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板）

　めっきの付着量　※Z12又はF12　・ 

                  ・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板） 　

管理用シャッターのシャッターケース　　・ 設ける　・ 設けない　　

18

17

16

性能値等（建具符号、枠の見込み寸法：　※建具表による）

　耐風圧性等級、気密性等級、水密性等級

　　種別　　　　　　・ BB-1　　　・ BB-2　  （標準仕様書　表 5.2.2）

    着色　　　　　　・ 標準色　　・ 特注色

　　種別　　　　　　・ BC-1　　　・ BC-2　  （標準仕様書　表 5.2.2）

    着色　　　　　　・ 標準色　　・ 特注色

種別（建具符号、枠の見込み寸法：建具表による）

  　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

      遮音性の等級　　・Ｔ－Ａ種　　　・Ｔ－Ｂ種

　　　断熱性の等級　　・Ｈ－Ａ種　　　・Ｈ－Ｂ種　　　・Ｈ－Ｃ種

ガラス　　　　　　　　※複層ガラス　　・　

水切り板、ぜん板　　　※図示　　　　　・  

表面色　　　　　　　　※標準色　　　　・特注色 

        　　  　　　　　　　　・適用しない 

　・防音ドア,防音サッシとする場合　　　遮音性の等級（・ 図示　　　　　　　　 　）

　・断熱ドア,断熱サッシ Ｇ とする場合　断熱性の等級（・　　　　　　　 　　）

　・耐震ドアとする場合　　　　　　　　 面内変形追随性の等級（・　　　　 　）

大型建具

　※適用しない（表 5.4.2 による）

　・適用する　（建具符号、枠の見込み寸法：建具表による）

　・防音ドア,防音サッシとする場合　　　遮音性の等級（・　図示　　　　　　）

　・断熱ドア,断熱サッシ Ｇ とする場合　断熱性の等級（・　　　　　　　　　）

　・耐震ドア　　　　　　　　　　　　　 面内変形追随性の等級（・　　　　　）

　・防音ドア,防音サッシとする場合　　　　　　遮音性の等級（・　　　　　　　　）

　・断熱ドアセット,断熱サッシ Ｇ とする場合　断熱性の等級（・　　　　　　　　）

　・耐震ドアセット　　　　　　　　　　　　　 面内変形追随性の等級（・　　　　）

鋼板　　　　　　　　　　　※SUS304、SUS430J1L又はSUS443J1　・ 

　　・改修標準仕様書表 5.8.3 によらない場合は下記による

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

引き戸用検出装置

　放射無線周波数電磁界耐性、耐電圧、防錆、防滴、電源

　　※改修標準仕様書表 5.8.3 による

　　・改修標準仕様書表 5.8.3 によらない場合は下記による

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　引き戸検出装置の種類（表 5.8.4）　・建具表による

　戸の開閉方式　　　　　　　　　　　・図示

　凍結防止装置　　　　　　　　　　　・適用する（建具表）　　・適用しない

開閉方式の種類　　　　　※ 上部電動式（手動併用） ・ 上部手動式　

二重チェーン、急降下制動装置、急降下停止装置を設けた電動シャッターの設置箇所

　　　　　　　　　　　　・図示　　　　　　　　　　・　　

障害物感知装置を設けた電動シャッターの設置箇所　　　・図示　　　・　

　　・設ける　　（設置場所　　・図示　　・　　　　）

　　「防火区画に用いる防火設置等の構造方法を定める件｣（昭和48年12月28日建設省

　　　告示第2563号）に定める基準に適合するもの

　　　※障害物感知装置（自動閉鎖型）　　・稼働座板式

障害物感知装置を設けた電動シャッターの設置箇所　　　・図示　　　・　

障害物感知装置を設けた電動シャッターの設置箇所　　　・図示　　　・　

・熱線反射ガラス

　材料板ガラスによる種類及び厚さによる種類　　※建具表による　　　・図示

　日射熱遮へい性　　　　　　　・１類　　　・２種　　　・３種

　耐久性（日射熱遮蔽性が２種の場合）　・Ａ種　　　　・Ｂ種

　映像調整　　　　　　　　　　　　　　・行わない　　・行う

・倍強度ガラス

  材料板ガラスによる種類及び厚さによる種類　　※建具表による　　　・図示

　材料板ガラスによる種類及び厚さの組合せ並びに複層ガラスの厚さ

　　※建具表による　　　・図示

　遮熱性　　　・Ｔ１　　・Ｔ２　　・Ｔ３　　・Ｔ４　　・Ｔ５　　・Ｔ６

　日射取得性、日射遮蔽性　　　　　・Ｇ　　　・Ｓ

・複層ガラス　ガラス改修工事[9.4.2、3]にも適用

　乾燥気体の種類　　　　　　　　　・空気　　・アルゴン

・熱線吸収板ガラス

板ガラスによる種類、厚さによる種類、性能による種類

　※建具表による　　　　・図示

　性能　　　　　　　　　・１種　　　・２種

・強化ガラス

形状による種類、材料板ガラスの種類による名称、特性による種類

破片の状態及びショットバック衝撃特性による種類

落球衝撃はく離特性及びショットバック衝撃特性による種類

形状　　　　・平面合わせガラス　　　　　・曲面合わせガラス

　・Ⅰ類　　・Ⅱ－１類　　・Ⅱ－２類　　・Ⅲ類

　※建具表による　　　　　・図示

　・Ⅰ類　　　　　　　　　・Ⅲ類

・合わせガラス

材料板ガラスの種類、厚さの組合せ、合わせガラスの合計の厚さ、特性による種類

　※建具表による　　　　　・図示

適用は以下によるほか、ガラスの種類、厚さの組合せは建具表及び図面による。

材料板ガラスの品種、厚さの呼びによる種類　※建具表による　　　・図示

型板ガラスによる種類　　　　　　　　　　　※建具表による　　　・図示

網入板ガラス、線入り板ガラス、線の形状、板の表面の状態、厚さの呼びによる種類

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※建具表による　　　・図示

[3.7][5.13.2～4][表5.13.1][9.4.2,3]

外壁用塗膜防水材塗り

その他の鍵　　※各室３本１組　・ 

[5.7.4] 

マスターキー　・製作する　　　・製作しない 　・既存のマスターキーに合わせる 

　　　　　形式　　・30組用　　・60組用　　・120組用
鍵箱　　　　　・無　　　　　　・有  　市販品

鍵12

 [5.7.2、3]建具用金物11

樹脂製建具に使用する丁番　※改修標準仕様書表5.7.3による　・ 

金物の種類及び見え掛り部の材質等

　※改修標準仕様書表5.7.3による

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付け位置

　・建具表による　　　・枚数（　　　　　）　大きさ（　　　　　）

　・建具表による　　　・図示 

（性能及び試験方法）　建築材料等品質性能表による

【シリンダ箱錠及びシリンダ本締り錠】 

・錠前類

（性能及び試験方法）　建築材料等品質性能表による

【レバーハンドル】

・クローザ類

（品質・性能及び試験方法）　建築材料等品質性能表による

金属製建具に使用する丁番

　※改修標準仕様書表5.7.2による

　・建具表による　　　・枚数（　　　　　）　大きさ（　　　　　）

　※改修標準仕様書表5.7.1及び適用は建具表によるによる　　・　

木製建具に使用する戸車及びレール

　※標準仕様書表16.8.5による　　　・建具表による

（品質）

　デッドボルトの出寸法は 17mm 以上とする。鍵付きのものはマスターキー、グランド

　マスターキー、コンストラクションキーなどのキーシステムが構築できるものとする。

     性能

自動ドア開閉装置13

引き戸用駆動装置（表 5.6.1、表 5.6.2）

自動ドア

　[5.8.2、3]

   凍結防止    センサーの種類

・SSLD-1 

・SSLD-2 

・DSLD-1 

・DSLD-2 

・行う 

（適用箇所は 

・行わない 

　建具表による） ・適用しない 

・マットスイッチ

・ペダルスイッチ

・タッチスイッチ 

・押しボタンスイッチ

・光線（反射）センサー

・熱線センサー

・音波センサー

・光電センサー

・電波センサー

・多機能トイレスイッチ 

※耐電圧、温度上

昇、耐久性(ｻｲｸﾙ)

は改修標準仕様書

表 5.8.1による

    防錆

・適用する 

多機能トイレ出入口引き戸用駆動装置（表 5.8.2）

　開閉方法　　※片開き　　　・　

　耐電圧、温度上昇、耐久性（サイクル）、防錆、電源

　　※改修標準仕様書表 5.8.2 による

　　・改修標準仕様書表 5.8.2 によらない場合は下記による

（品質・性能及び試験方法）　建築材料等品質性能表による

　[5.9.3]自閉式上吊り引戸装置14

性能　　　　

　　※ 改修標準仕様書表 5.9.1 による

　（試験方法）建築材料等品質性能表による

　手動開き力、手動閉じ力、閉じ速度の調整、制動区間、開閉繰り返し、耐衝撃性

　　・ 改修標準仕様書表 5.9.1 によらない場合は下記による

　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　断熱材の種類　　　　　　　　・　

断熱材

　断熱材の厚さ(mm) 　　　 　　・　

　施工箇所　　　　　　　　　　・図示

　　　　　　　　　　　　　　　・　　

 ［9.3,2～4]

笠木　　[3.9.2、3]

種　類 防火性能 備考

・ JIS 規格による　・　

種類の記号 適用箇所（主要な部分） 規格

外装材

　種類等

鋼材　　[8.2.8]

  簡易気密型ドアセット　　　　　　 ・適用する

        　　  　　　　　　　　　　 ・適用しない 

工 事 名

図　　名

図面Ｎｏ．

縮尺

設計

Ｎｏ． 管理建築士

号

一級建築士登録番号 号

従事する建築士

従事する建築士

一級建築士登録番号 号
認

承

図

検

一級建築士登録番号

文化センター大規模改修工事

Ｒ０８.０２

TEL 028(622)8928本　　　社 栃木県宇都宮市大曽１丁目５番８号

代表取締役　　三柴　富男 一級建築士登録番号 ８９４７９号

株式会社フケタ設計

文化センター大規模改修工事 ０６０４７

甲斐 雅人
２７３２４４

櫛田 和美

２００６６７

N.S特記仕様書４

Ａ-００６

AutoCAD SHX Text
建具改修工事

AutoCAD SHX Text
外壁改修工事　外断熱改修工事

AutoCAD SHX Text
外壁改修工事　外壁用塗膜防水材塗り



2

合成樹脂塗床

       種別 

・厚膜型塗床材 

・厚膜型塗床材

[6.10.2、3]

（弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床）

[6.8.2]

ビニル幅木

ゴム床タイル　

ビニル床タイル15

6

1 改修範囲

下地補修

既存床の撤去及び2

下地補修

既存壁の撤去及び3

4 木下地等の

表面仕上げ

ガラスブロック19

ガラス用フィルム20

Ｇ5  製材

 寸法       等級
(mm)

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材

   樹種  施工箇所 　  含水率

※10％以下

・A種・B種・

※10％以下

・A種・B種・

形状

・　
※1等

※1等
・　

※10％以下

・A種・B種・・　
※1等

　　間伐材等の適用　　　・する　　・しない　（施工場所：　　　　）

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり構造用集成柱

 寸法
施工箇所 (mm)

化粧薄板：

芯材：

樹　種       含水率

※15％以下

・

見付け材面の品質
化粧薄板
の厚さ(mm)

（※A種・B種） 

含水率

 造作材の場合 

（　　　　） 

・「製材の日本農林規格」以外の製材

  施工箇所    樹種 (mm)
 寸法

防虫処理の適用
材面の
品質

・適用する

・適用しない
・

※A種

・B種

（※A種・B種） 

 造作材の場合 

（　　　　） 
・適用する

・適用しない
・

※A種

・B種

　　間伐材等の適用　　　・する　　・しない　（施工場所：　　　　）

Ｇ6  造作用集成材 [6.5.2]

ホルムアルデヒド放散量  　※規制対象外（1-8 環境への配慮 (2) による

　　　　　　　　　　　　　・　

    施工箇所   樹種 　(mm)
　寸法

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

※１等　　・２等

※１等　　・２等

見付け材面の品質見付け材面数

　　間伐材等の適用　　　・する　　・しない　（施工場所：　　　　）

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

    施工箇所 　(mm)
　寸法 化粧薄板

の厚さ(mm)
 見付け材面の品質 見付け材

　面数

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

樹　種

　　間伐材等の適用　　　・する　　・しない　（施工場所：　　　　）

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱

 見付け材面の品質

　　間伐材等の適用　　　・する　　・しない　（施工場所：　　　　）

　(mm)
　寸法 化粧薄板

の厚さ(mm)

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

樹　種施工箇所

・２等

・２等

※１等

※１等

  樹種

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

   施工箇所 　(mm)
　寸法

　　　含水率 見付け材面の品質

※15％以下　・　

※15％以下　・　

　　間伐材等の適用　　　・する　　・しない　（施工場所：　　　　）

　　間伐材等の適用　　　・する　　・しない　（施工場所：　　　　）

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

の厚さ(mm)
化粧薄板 寸法

施工箇所 (mm)      含水率

※15％以下

・

見付け材面の品質

化粧薄板：

樹　種

芯材：

　　間伐材等の適用　　　・する　　・しない　（施工場所：　　　　）

[6.5.2]7  造作用単板積層材

Ｇ ホルムアルデヒド放散量  　※規制対象外（1-8 環境への配慮 (2) による

　　　　　　　　　　　　　・　

　　　　　表面の化粧加工

・有り（加工 ・天然木加工・塗装加工）

　厚さ
　(mm)    施工箇所

・無し（等級：　　　　　　）

・有り（加工 ・天然木加工・塗装加工）

・無し（等級：　　　　　　）

防虫処理の適用

・

・適用する

・適用しない

・

・適用する

・適用しない

「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

    施工箇所 　(mm)
　厚さ 防虫処理

の適用

※14%以下

 含水率

・有り（加工・天然木加工・塗装加工）

　　間伐材等の適用　　　・する　　・しない　（施工場所：　　　　）

色柄　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

厚さ(mm)  ・3.0　 ・4.5　 ・6.0　　・9.0 

寸法(mm)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）   

[6.9.2、3] [表6.9.1]

・ タフテッドカーペット

  　　パイル形状 　　 工法   備考

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ 

        帯電性

・適用する 

ﾊﾟｲﾙ長さ（mm）

・ﾙｰﾌﾊﾟｲﾙ ・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ 工法  

・ｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟ併用

・

・6.0、8.0、11.0

・ 

・全面接着工法 

（・　　　　　）

・適用しない 

・タイルカーペット

パイル形状

※ 6.5

・ 第二種

※ 500×500※ 第一種

備　考種別 寸法施工箇所 総厚さ（mm）

※ループパイル
・・

・ 第一種 ※ 6.5※ 500×500・カットパイル

・ 第二種 ・・

・ 第二種

・ 第一種 ※ 6.5

・・

※ 500×500・カット・ループ併用

・ニードルパンチカーペット 

  厚さ（mm）（　　） 

　          ・適用しない 

  備考（　　　　　　） 

  帯電性　  ・適用する（性能：※人体帯電圧3kv 以下　・       　） 　　　　

　　　　　　　　　　　　　　階段部分　※模様流し　・市松敷き　・ 

見切り、押え金物　・ 適用する（材質、形状等　※図示　・　　　　　）

 　　　　　　　　 ・ 適用しない 

タイルカーペットの敷き方　　平　　場　※市松敷き　・模様流し　・　　  　　

下敷き材(グリッパー工法の場合)　

 ※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm 　・ 

・厚膜型塗床材 

・ｱｸﾘﾙ樹脂塗床 

・薄膜型塗床材 

 （JIS K 5970） 

（ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床）

　（ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床）

塗料のホルムルデヒド放散量　※規制対象外（1-8 環境への配慮(2)による） 

※平滑仕上げ　 

・厚膜流し展べ工法 

・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法 

・薄膜流し展べ工法 ・平滑仕上げ 

・防滑仕上げ 

※平滑仕上げ　 

※ 製造所の指定に

よる

 表面仕上げ       

 溶剤          　 

 ※ 平滑　 ・防滑 

 ※ 水性 ・　

・つや消し仕上げ 

・防滑仕上げ

工法 仕上げの種類 施工箇所 

　　　　　　　　　　　　　　・　 

[6.11.2～6]
  単層フローリング

フローリング張り Ｇ

　・フローリングボード

　　工法　　　　　　・釘止め工法　　　（・根太張り　　・直張り）

保存
処理

材面の
品質

　　　表面の化粧加工

8  ＣＬＴ（直交集成板）

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理
                適用部位

・Ｋ２ ・Ｋ３ ・Ｋ４

・Ｋ２ ・Ｋ３ ・Ｋ４

　　保存処理性能区分

[6.5.5]

　・図示　　・　

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着剤の種別

　※規制対象外（1-8 環境への配慮 (2) による）　　・　
接着剤は可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）が添付されていないものとする。

施工箇所 (mm)
厚さ

・構造用合板

※12

・

  等級
表板の
樹種名 　品質

※１類

の程度
 接着

※C-D以上

・特類 ・

 板面の 有効断面

Ｇ

以上※2級

・1級

係数比
強度等級

(       )

防虫処理の適用

・適用する

・適用しない

・適用する

9  床張り用合板等 Ｇ

施工箇所 (mm)
厚さ

・普通合板

※5.5

Ｇ

※1類

・2類

接着の程度 板面の品質

針葉樹 ※C-D以上・　

単板の樹種名

広葉樹 ※2等以上・1等

・適用しない

・適用する

防虫処理の適用

　　間伐材等の適用　　　・する　　・しない　（施工場所：　　　　）

ホルムアルデヒドの放散量　※規制対象外（1-8 環境への配慮(2)による）

　　　　　　　　　　　　　・　

11  防腐・防蟻処理

10  接着剤

　　　　適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

・防腐、防蟻処理を省略できる樹種による製材 　　

12  軽量鉄骨天井下地

13  軽量鉄骨壁下地

14  ビニル床シート

特殊機能床

種類　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

カーペット敷き Ｇ
・ 織じゅうたん

　下敷き材　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm　・　

　品質　　　織り方及びパイルの形状（　　　　　　　　　　）

　色柄　　　・パイル糸の種類　　　（　　　　　　　　　　）

　種別　　　・Ａ種　　　・Ｂ種　　　・Ｃ種

　帯電性　　・適用する　　　　　　　・適用しない

　織じゅうたんの接合方式　　　　　　※ヒートボンド工法　　・　

（防塵塗料塗り）

　　樹種　　　　　　※なら　　　　　　　・　

　　厚さ、大きさ　　※標準仕様書 表 6.11.1 による　　 ・　

　　仕上塗装　　　　・塗装品　　　　　　・無塗装品

　　間伐材等の適用　・適用する　　　　　・適用しない

　・フローリングブロック１等

　　工法　　　　　　※接着工法

　　樹種　　　　　　※なら　　　　　　　・　

　　厚さ、大きさ　　※標準仕様書 表 6.11.1 による　　 ・　

　　仕上塗装　　　　・塗装品　　　　　　・無塗装品

　　間伐材の適用等　・適用する　　　　　・適用しない

　　　　　　　　　　・接着工法

20

21

※小節以上

 [6.1.3]

※ 既存のまま　・ 図示

※ 壁面より両側 600mm 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・ 図示

※ 壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・ 図示

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲

                            ・ 機械的除去工法　・ 目荒し工法合成樹脂塗床材の除去工法　

ビニル床シート等の除去　　　※ 仕上げ材のみ（接着剤とも）

 [6.2.2]

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

[6.3.2]

エポキシ樹脂モルタルは、4章外壁改修工事による。

　[5.13.5]

※無し

・有り 

 防火

 性能

アルミニウム製

鋼製及び鋼製軽量

ガラスの留め材及び溝の大きさ

ステンレス製

         ガラス留め材

・ガスケット 　

・シーリング材 

・シーリング材 

  ・グレイジングチャンネル形 

  ・ 　

  ・ 　

・シーリング材 

  ・ 　

      建具の種類 　　 ガラス溝の大きさ(mm)

 平積み

※8～15 

・ 

      目地幅(mm)

  曲面積み

外側 ※15以下 

　　 ・  

内側 ※6以上 

　　 ・  

・15～25

・125×125

・160×160

・200×200

・320×320

・320×160

80

・95 

・125 

95

95

・95 

・125 

  伸縮調整 
  目地(mm) 

・図示  

・ 

  に10～25 

・250×125 80

  表面
  形状

※6m以下ごと

ｸﾘｱ

・

乳白

  色調

・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

曲面積みの曲率半径は、ガラスブロックの幅寸法の10倍以上とする。

      寸法　※径5.5mm　・ 　　　

      形状　※はしご形状複筋及び単筋　・ 

化粧目地モルタルの色（　　　　　　　　　　） 

金属製化粧カバー　材質　・ステンレス製　・アルミニウム製 

　　　　　　　　　寸法　・図示　・ 　

　　　　　　　　  形状　・図示　・ 
工法 

  建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.5　・1.3）倍の風圧力に対応した工法 　

目地部の力骨の補強方法

呼び寸法 厚さ

(mm) (mm)

　既存金属製建具のガラス取替え　　・ 取替える　　・ 既存のまま

　　取替え範囲　　・ 全て　　・ 外部全て　　・ 外部FIX全て　　・ 図示部分

　既存金属製建具のガラス留め材のみの取替え　　・ 取替える　　・ 既存のまま

　　取替え範囲　　・ 全て　　・ 外部全て　　・ 外部FIX全て　　・ 図示部分

ガラス等の取替え

・正方形

・長方形

※建具の製造所の仕様による 

※建具の製造所の仕様による 

・　 

※建具の製造所の仕様による 

・　

・　

　※ガラスブロック製造所の仕様による　　 ・図示

壁用金属枠及び補強材の材質、形状　　　※図示　　・　　 　　　　　　　　　　

力骨　材質　※ステンレス鋼(SUS304)　　・ 　　　

既存天井の撤去に伴う取合い部の壁面の改修

　・ 下地モルタルとも（・ 図示の範囲　・除去範囲全て）

改修後の床の清掃範囲　　　　※ 改修箇所の室内　・　

既存コンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモルタル及び

  ※改修標準仕様書4.4.9によるモルタル塗り （塗り厚25mmを超える場合の処置　※図示）

  ・図示 

[6.5.1]

適用箇所表面仕上げの種別

 ・Ｃ種

 ・Ｂ種

 ・Ａ種

・「製材の日本農林規格」による下地用針葉樹製材

 寸法
(mm)

   樹種       等級  施工箇所

[6.5.2]

※2級　・　

※2級　・　

      等級 寸法
(mm)

   樹種  施工箇所

・「製材の日本農林規格」による造作用針葉樹製材

※上小節

・

・
見え掛り面

見え掛り面
以外

※A種・B種・

・

・

※A種・B種・

※A種・B種・

※A種・B種・

形状

形状

含水率

含水率

※A種・B種・

・

・　

　　間伐材等の適用　　　・する　　・しない　（施工場所：　　　　）

　　間伐材等の適用　　　・する　　・しない　（施工場所：　　　　）

 ・Ｈ－Ａ種

 ・Ｈ－Ｂ種

 ・Ｈ－Ｃ種

材面の
品質

保存
処理

保存
処理

材面の
品質

・無し（　　　　　　　　）

※14%以下・有り（加工・天然木加工・塗装加工）

・無し（　　　　　　　　）

　　間伐材等の適用　　　・する　　・しない　（施工場所：　　　　）

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

[6.5.2]

施工箇所
厚さ 幅 長さ

寸法(mm)曲げ強度
種　別

・B種構成 ・使用環境B

・A種構成 ・使用環境A

接着性能

(使用環境)（強度等級）
品名 樹　　種

Ｇ ・直交集成板

[6.5.2]

・使用環境C

　　間伐材等の適用　　　・する　　・しない　（施工場所：　　　　）

17

18

19

接着剤のホルムアルデヒド放散量

       施工箇所

・構造用パネル

・１級　　・２級　　・３級　　・４級

・１級　　・２級　　・３級　　・４級

等級
厚さ
(mm)

  　　 施工箇所 (mm)
厚さ

※P又はM※13タイプ

　曲げ強さ

※15

・ ・ ・

 による区分  による区分  による区分
     表裏面の状態
     による区分

・パーティクルボード

　難燃性

Ｇ

　耐水性

  　　 施工箇所 (mm)
厚さ 　曲げ強さ

・ ・

 による区分  による区分  による区分
     表裏面の状態
     による区分

　難燃性　接着剤

・　 ・　

　　間伐材等の適用　　　・する　　・しない　（施工場所：　　　　）

・ＭＤＦ（ミディアムデンシティーファイバーボード）Ｇ

　　間伐材等の適用　　　・する　　・しない　（施工場所：　　　　）

・適用しない

16

接着の程度単板の樹種名(mm)
厚さ施工箇所

・特類

・「合板の日本農林規格による」化粧ばり構造用合板 Ｇ

・1類 ・適用する（　　）

防虫処理の適用

・適用しない

・適用する（　　）

・適用しない・特類

・1類

　　間伐材等の適用　　　・する　　・しない　（施工場所：　　　　）

施工箇所

※1類

・2類

接着の程度

※1類

・2類

化粧加工方法

・オーバーレイ

・プリント

・塗装

・　

単板の樹種名

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板 Ｇ

厚さ
(mm)

・適用する（　　）

防虫処理の適用

・適用しない

※1類

・2類

接着の程度
(mm)
厚さ施工箇所

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板 Ｇ

単板の樹種名
化粧板に使用する

・適用する（　　）

防虫処理の適用

・適用しない

※1類

・2類

・適用する（　　）

・適用しない

　　間伐材等の適用　　　・する　　・しない　（施工場所：　　　　）

　　間伐材等の適用　　　・する　　・しない　（施工場所：　　　　）

[6.5.3、4] [6.8.2] [6.9.3] [6.11.4、5]

スタッド、ランナーの種類　

Ｇ

[6.7.3、4] [表6.7.1]

スタッドの高さが5mを超える場合　　　　　※図示　　　　　　　　　　　　・ 

　※改修標準仕様書表6.7.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類 　 ・　

・吊りボルトの間隔が900mmを超える場合 

  補強方法　※図示　・  

・天井のふところが1.5m以上3.0m以下の場合 

  補強方法　※改修標準仕様書6.6.4(8)(ｱ)(ｲ)による　・

・天井のふところが3.0mを超える場合 

　補強方法　※図示　・ 

・天井下地材における耐震性を考慮した補強 

　補強箇所　※図示　・ 　

　補強方法　※図示　・ 

あと施工アンカーの引抜き試験　・行う　改修特記仕様書6.6.4 (1)(ｳ)による

既存の埋込みインサート　　　　・使用する　・使用しない 

      周辺部の端からの間隔　・図示　・ 

      野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　・図示　・ 

      野縁の間隔　・図示　・  

・屋外の軒天井、ピロティ天井等

野縁等の種類

[6.6.2～4]

　屋外（※ 25 形　・ 19 形）　屋内（※ 19 形　・ 25 形）

工法 

　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

     適用部位

※改修標準仕様書6.5.5(1)(b)②ア～エによる　・

・　

※改修標準仕様書6.5.5(1)(b)②ア～エによる

・　

　適用部位（　　　　　　　　　　　　　　） 

処理の方法 薬剤の種類

・薬剤の接着材への混入による防腐、防蟻処理 　　

・Ｋ２ ・Ｋ３ ・Ｋ４

　　　　　　　　　　　　　　　・行わない 

出入口及びこれに準じる開口部の補強　　　※標準仕様書 6.7.4(5) による　・　

厚さ(mm)

※ 2.0

備考

・

・

・無地

・ﾏｰﾌﾞﾙ柄 

色　柄種類の記号

・柄物

　目地を処理する場合の工法　　　・ 熱溶接工法　　　・　　　　

※ＦＳ（複層ビニル床シート)

[6.8.2、3]

[6.8.2]

高さ(mm)  ※60

厚さ(mm)　※1.5以上　・ 

材質　　　・軟質　　・硬質 

[6.8.2]Ｇ

JIS記号 色柄

・ 無地

・ 柄物

寸法

・300×300 

・450×450 

・ＦＴ(複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・ＴＴ(単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・ＦＯＡ(置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・ＦＯＢ(薄型置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

・500×500

備考厚さ(mm)

※ 2.0

・ 2.5

・ 3.0

・ 5.0

・　

※ＫＴ(ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ)

[6.8.2]

・帯電防止床シート

・帯電防止床タイル

・耐動荷重性床シート

・防滑性床シート

・防滑性床タイル

厚さ、寸法、形状

　　　 図示　　 （mm）

        ×　　　（mm）

　　　　　　　　（mm）

　　　　　　　　（mm）

　　　　×　　　（mm）

性　能 種　類

　視覚障害者用床タイル　　突起の形状、寸法及びその配列は JIS T 9521 による

・視覚障害者用床タイル

              　　　・75　　　・100

　　　 図示　　 （mm）

　　　 図示 

　　　 図示 

　　　 図示 

舞台床 ラワン合板
・防汚・消臭・抗菌

衝撃吸収

原着仕様

重歩行

Ｇ・日射調整フィルム

品質　JIS A 5759による

・ガラス飛散防止フィルム　　 （・SC-A ・SC-B ・SC-C)

・あり

名称

※施工箇所は建具表による

その他性能等

・

※ 内張り

張り面記　号

・なし

・

※ 内張り

日射調整Ｇ

・GS-A･B

・SC-A  ・SC-B  ・SC-C

・防汚・消臭・抗菌

工 事 名

図　　名

図面Ｎｏ．

縮尺

設計

Ｎｏ． 管理建築士

号

一級建築士登録番号 号

従事する建築士

従事する建築士

一級建築士登録番号 号
認

承

図

検

一級建築士登録番号

文化センター大規模改修工事

Ｒ０８.０２

TEL 028(622)8928本　　　社 栃木県宇都宮市大曽１丁目５番８号

代表取締役　　三柴　富男 一級建築士登録番号 ８９４７９号

株式会社フケタ設計

文化センター大規模改修工事 ０６０４７

甲斐 雅人
２７３２４４

櫛田 和美

２００６６７

N.S特記仕様書５

Ａ-００７

目隠し

AutoCAD SHX Text
内装改修工事

AutoCAD SHX Text
機械加工

AutoCAD SHX Text
手加工



・硬質木毛セメント板

・普通木毛セメント板

・普通木片セメント板

・硬質木片セメント板

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・中質木毛セメント板 Ｇ

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　

・ 12　  ・ 15　  ・ 18　  ・ 21　 ・　

・ 30　　・ 

複合フローリング Ｇ

・天然木化粧複合フローリング

　　工法　　　　　　　・釘止め工法（・根太張り　　・直張り）

　　　　　　　　　　　・接着工法

　　樹種　　　　　　　※なら　　　　・　

　　種別（表 19.5.2） ・Ａ種　　　　・Ｂ種　　　　・Ｃ種

　　仕上塗装　　　　　・塗装品　　　・無塗装品

　　間伐材等の適用　　・適用する　　・適用しない

　　フローリング及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量

　　　※ 規制対象外（1-8 環境への配慮(2)による）

　　　・ 

　                  ※ウレタン樹脂ワニス塗り 　

　                  ・オイルステインの上、ﾜｯｸｽ塗り

　                  ・生地のままﾜｯｸｽ塗り

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、

発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

種別　・A種　・B種　・C種　・D種（畳床：・KT-Ⅰ・KT-Ⅱ・KT-Ⅲ・KT-K・KT-N　） 

下地の種類　 ・標準仕様書　表12.6.1による床組 　　　　　　

             ・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン    ） 　　　　　　

畳敷き

　接着工法の場合の裏面緩衝材　※合成樹脂発泡シート　・　

　現場塗装仕上げ　・行う（施工箇所　　　　　　　　　　　）

             　   ・行わない

せっこうボード

その他のボード張り

             ・　

適用は以下によるほか、図示による。

合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量

種　　類 厚さ(mm)、規格等

Ｇ・普通合板

　生地、透明塗料塗り 

（※ﾗﾜﾝ程度　・　　　 　　） 

  不透明塗料塗り 

板面の品質（　B-B　） 

（※しな程度 ・　 　　　　） 

木質系セメント板

厚さ(mm)、規格等種　　類

表面の樹種名

・ ハードボード（素地）Ｇ

ＤＩ・ ハードボード（化粧） ＤＥ・内装用　　　・外装用 

・ 2.5　・ 3.5　・ 5　・ 7 

Ｇ

・未研磨板（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ）ＲＮ 

・研磨板　（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ）ＲＳ 

・けい酸カルシウム板 タイプ 2（無石綿） 　　　　・ 6　　・ 8  

・ インシュレーションボード

・ 9　　・ 12　 ・ 15　 ・ 18  Ｇ

ファイバーボード Ｇ

・ミディアムデンシティ ・ 3　　・ 7　　・ 9　　・ 12      ・　

JIS K 6903 による　（※ 1.2　　・　　　）

表面性能（　　　　    　）タイプ 

・天然木化粧合板

・特殊加工化粧合板

・メラミン樹脂化粧板

Ｇ

Ｇ

・防虫処理

化粧板の樹種名（　　　　　　　　　） 

・防虫処理

・防虫処理

 A級（ ・ 天井仕上　 ・ 内装仕上　 ・ 　　）

化粧加工の方法 （・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装） 

接着の程度（・１類　・２類 ） 

厚さ(mm)（　12　） 

厚さ(mm)（　　　） 

接着の程度（・１類　・２類 ） 

厚さ(mm)（　　　） 

接着の程度（・１類　・２類 ） 

合板、化粧板

パーティクルボード

・ 無研磨板     　　・ 研磨板ＶＮ ＶＳ

パーティクルボード Ｇ

・単板張り

パーティクルボード ・ 塗装 ＤＣ

ＤＶ ＤＯ・ 単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ     ・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・化粧

Ｇ

・ 10　 ・ 12　 ・ 15　 ・ 18      ・　

・ 10（難燃）・ 12（難燃）・  

吸音材料

厚さ(mm)、規格等種　　類

厚さ(mm)、規格等種　　類

厚さ(mm)、規格等種　　類

繊維強化セメント板

繊維板

せっこうボード等の下地　　※図示による。

遮音シール材　　　　　　　・適用する（・シーリング材　・ジョイントコンパウンド）

　　　　　　　　　　　　　・適用しない 

合板類の張付け　　　　　　※B種 ・A種　

せっこうボードの目地工法　・仕上げ表による　・　

・ロックウール化粧吸音板

・ 25　　・ ・ロックウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ1号

・ 25(ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包）　　・ ・グラスウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ号32K

・ フラットタイプ

・ 凹凸タイプ

・せっこうボード ・9.5（準不燃）　・12.5（不燃）

・シージングせっこうボード

・不燃積層せっこうボード ・9.5 (不燃) ・化粧無（下地張り用） 

　　　　　 ・化粧有（トラバーチン模様） 

・12.5（※不燃　・準不燃）

・9.5

・強化せっこうボード

・せっこうラスボード

・12.5 （不燃）幅 440mm 程度・化粧せっこうボード（木目）

・ 9.5（準不燃）・化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・12.5（不燃）　・15（不燃）

模様（・ 柾目　・ 板目） 専用下地材有り

              （ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

　（・12(不燃) ・15（不燃）・19（不燃）・   ）

　（・9（不燃）・12（不燃）・　　　　　　　 ）

厚さ(mm)、規格等種　　類

・化粧ケイカル板

　※ 規制対象外（1-8 環境への配慮(2)による）　　・　

・各階案内板

・庁舎案内板 

・とびら番号 

・ピクトグラフ 

・室名札

9

取付箇所　（　　　　　　　　　　　　）

(20.2.9)鏡

案内用図記号はJIS Z 8210による。 

・

（・両面　・片面） 
・衝突防止表示 

10 　(20.2.10)表示

寸法（mm）    ・ 図示        ・　　

厚さ（mm）    ※ 5           ・　　

・図示

・

・図示

・

・図示

・

・

・図示

・図示

・

・
・図示

・図示・アクリル板

・

・アクリル板

・・

・アクリル板 ・図示

・・

・・

・図示・アクリル板

・図示・アクリル板

・・

・・図示 
・ステンレス製 ・30φ

・

・

・

・

・

・
・市販品

・5

・5

・5

・5

・5

備考取付高さ(mm）厚さ(mm)材質 寸法・形状(mm)区分

・図示

・

カーテン13

カーテンレール14

・片引き・シングル ・フランスひだ ・手引き ・図示

・片引き・シングル ・フランスひだ ・手引き ・図示

　取付

　箇所

備考ひだの種類開閉操作形式

・ダブル ・引分け ・ひも引き ・箱ひだ、つまひだ ・

・電動
　片ひだ 
・プレーンひだ、

・ダブル ・引分け ・ひも引き ・箱ひだ、つまひだ ・

・電動 ・プレーンひだ、 
　片ひだ 

きれ地の種別、

品質、特殊加工等

使用される繊維のうち、ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した

　(20.2.14)

ブラインドボックス

及びカーテンボックス

15

・ 既存再使用する（養生方法：　　　　　　　　　　　　　）　・新設する

　(20.2.14)

溝型×深さ（mm）　・100×150　・120×80　・120×150　・150×80　・図示 

　　　  ・アルミニウム製　押出し型材（市販品） 　　　　　　

・ 既存再使用する　　・新設する

材質　　・集成材（仕上げ：　　　　　） 　

暗幕カーテンの両端、上部及び召合せの重なり　※300mm以上　・ 

形式　　　　　　　　・シングル　　　　・ダブル

                    ・片引き　　　　　・引分け 

仕上げ　　　　　　　※アルマイト　　　・ 

形状　　　　　　　　※角形　　　　　　・ 

強さによる区分　　　※10-90　　　　   ・ 

製品を使用する場合は 　 とするＧ

Ｇ

・

・

・ ｽｸﾘｰﾝ付引分

・ ｽｸﾘｰﾝ付引分

8

・

ほうろう

(20.2.8)

・ 黒板

　 ボード

・ ホワイト

※ 焼付け
　ホワイトボード

黒板及び

(20.2.6)階段滑り止め6

手すり7

材種 備考

・集成材 

・ステンレスパイプ 

・鋼製パイプ 

・ビニル製ハンドレール 

取付箇所

視覚障害者用床タイル

ブロックパターンは JIS T 9251 による

5 (11.2.2)(19.2.2)

屋内

・磁器質タイル ・せっ器質タイル 

・レジンコンクリート製 ・コンクリート製 

・レジンコンクリート製 ・コンクリート製 

・7.0 ・

・塩化ビニル製 ・せっ器質タイル 

・塩化ビニル製 

・ 

・ 

・ 

・ 

寸法(mm) 厚さ(mm)施工箇所 種類

・35 ・45 ・ 

直径(mm)表面仕上げ

・クリアラッカー ・ 

・ＨＬ　・

・ＥＰ－Ｇ ・ＳＯＰ ・ 

・

屋外

・300×300・　

・300×300・　

・300×300・　

・300×300・　

・300×300・　

Ｇ

[9.5.2～4]

フェノールフォーム断熱材又は保温剤、接着剤のホルムアルデヒドの放散量

　※規制対象外（1-8 環境への配慮(2)による）　　・　

・断熱材打込み工法

・断熱材現場発泡工法

　　施工場所　　　・　

　　厚さ(mm)　　　・25　　　　・30　　　　　・　

　　施工場所　　　・図示　　　・　

・現場発泡断熱材

タイル張り

[6.16.2～4]

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　・行う　・行わない 

  混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

（品質・性能及び試験方法）　建築材料等品質性能表による

  モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、

見本焼き　・行う　・行わない 

　内装タイル以外のユニットタイル　　・マスク張り　　・モザイクタイル張り

・既製調合目地材

（品質・性能及び試験方法）　建築材料等品質性能表による

[6.16.2～4]

伸縮調整目地の位置　床タイル　　　（※縦、横とも4m以内ごと　・図示　・　　　　）

　　　　　　　　　　床タイル以外　（・図示　・　　　　　　　　　　　　　　　　）

　タイルの形状、寸法等 

形状寸法(mm)

再生材の適用 Ｇ

うわぐすり

役物

 吸水率による区分

色

耐凍害性

耐滑り性

施工箇所

　・　

・Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲ

・有　・無

・有　・無

・標準　・特注

・有　・無

　・　

　・　

・Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲ

・有　・無

・有　・無

・標準　・特注

・有　・無

　・　

　・　

・Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲ

・有　・無

・有　・無

・標準　・特注

・有　・無

　・　

　・　

・Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲ

・有　・無

・有　・無

・標準　・特注

・有　・無

　・　

備考

既製目地材　・設ける　施工箇所（　　　　　）　形状（※図示　・　　　　　） 　

　　　　　　・設けない 

・防水剤 

　　　　　　・設けない 

外壁タイル張り下地の下地モルタルの接着力試験

　　　　　　・適用する　　　・適用しない

モルタル塗り

壁紙張り

壁紙の種類
施工箇所

紙 その他

ﾁｯｸ

ﾌﾟﾗｽ繊維
防火種別

無機質

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

[6.14.2、3]

モルタル・プラスター面の下地調整　※RB種 　・ 

コンクリート・ＡＬＣ面の下地調整　※RB種 　・ 

せっこうボード面の下地調整　　　　※RB種 　・ 

 ・不燃 ・準不燃 ・難燃

備　考

 ・不燃 ・準不燃 ・難燃

 ・不燃 ・準不燃 ・難燃

 ・不燃 ・準不燃 ・難燃

ホルムアルデヒド放散量　※規制対象外（1-8 環境への配慮(2)による）　・ 

（品質・性能及び試験方法）　建築材料等品質性能表による

（品質・性能及び試験方法）　建築材料等品質性能表による

・断熱材後張り工法

　　断熱材　　　　JIS A 9521 に基づく発泡プラスチック断熱材

　　種類　　　　　・　

　　厚さ(mm)　　　・　

　　－

・ビニル製 

・ステンレス製 

・あり※接着工法  

・埋込み工法・

・約35　 

材　種 幅(mm) 取付け工法 端部フラットエンド

・なし

誘導標識、非常用進入口等の表示は消防法に適合する市販品とする 

(mm)

・ ・

・図示・図示

寸法
備考取付箇所材種

クロススラット　消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工 

アルミスラット　焼付け塗装仕上げ 

色、書体、印刷等の種別、取付け形式等は図示による。

12

11

・

・図示

・

・図示

ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金製

・

※鋼製

の材種

ﾎﾞｯｸｽ・ﾚｰﾙｽﾗｯﾄ幅

・

(mm)

・ 80

・ 100

※ 25

・手動

・　－・電動

　－・電動

・手動

操作方法

・横型

スラットの材種

   合金製・コード式

　(20.2.13)

　(20.2.12)

・ クロススラット
・ アルミスラット

・

種　類

・縦型

形　式

・１本操作ｺｰﾄﾞ式

※２本操作ｺｰﾄﾞ式

・操作棒式

※ギヤ式　

ブラインド

※ アルミニウム

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合は   とするＧ

寸法・　
取付箇所

Ｇ

・スプリング式 

・電動式 

操作方式

巻取りパイプ、ウェイトバー、操作コード又は操作チェーンその他の材料は
製造所の仕様による。

材料による区分　　　※ アルミニウム及びアルミニウム合金の押し出し成型材

・ 既存再使用する　・新設する

　　　　　　　　　　・ ステンレス製

        ・鋼製（仕上げ：　　　　　　　　　　　）

材種 外枠

・ ・目地タイプ 

内枠

・額縁タイプ 

・目地タイプ 

・額縁タイプ 　アルミニウム製※

天井点検口16

形式

・屋内外用 

・屋内用 

寸法

・一般形・450×450 

・600×600  

・ ・気密形

（品質・性能及び試験方法）　建築材料等品質性能表による
床点検口

・鋼製 

材種

・ステンレス製 

・アルミニウム製

17
寸法 形式

・一般形

・密閉形 

備考

・屋内外用 

・屋内用 

・鍵付き

・600×600  

・450×450 

・図示

（品質・性能及び試験方法）　建築材料等品質性能表による

密閉形とは、ボルト、ナット等メカニカル構造にパッキンを装着したものとする。

及び合板張り

　　断熱材　　　　JIS A 9521 に基づく発泡プラスチック断熱材

　　種類　　　　　・　

　　厚さ(mm)　　　・　

　　断熱材の種類　・Ａ種１　　・Ａ種１Ｈ

　　・断熱材にせっこうボード等を貼り付けたパネル

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　）

[6.15.3、5、6]

床目地　　　・設ける（工法※押し目地　・　　　　　　）

　　　　　　　（目地割り　　※２㎡程度（最大目地間隔３ｍ程度）　　・　

　　　　　　　（種類　　　　※押し目地　　・　　　　　　　　）

壁面の仕上げ厚又は全塗り厚が25mmを超える場合の下地処理

・　

セメントモルタルに

よるタイル張り

モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

壁タイル張りの工法

　外装タイル　　　・密着張り　　・改良積上げ張り　　・改良圧着張り

　　　　　・ＭＣＲ工法　　・目荒し工法（高圧水洗処理）　　・　

パネル表面仕上げの壁紙張りの品質、性能　標準仕様書19章による 　

遮音性能は、JIS A 6512に準拠し、中心周波数500Hzの音についての透過損失とする 　

ハンガーレールの取付け下地の補強 　

  ・図示 

  ※取付け全重量の５倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び変形量となる

    ように補強する。 　　

操作方法 

移動間仕切 (20.2.4)

遮音性

・壁紙張り 

・焼付塗装 

・ 図示

パネル表面総厚さ
(mm)

材質

・ 36未満

・ 36以上

操作方法
圧縮装置の 

・手動式 

・電動式 

・部分電動式 

・鋼板

・

3

(db/500HZ)

表面仕上材

仕上げ

・プッシュ式

・ハンドル式 

・ 

構造形式

・平行方向 移動式 

・二方向 移動式 

スロープ及びボーダー　・製造所の仕様による　・図示 

配線用取り出しパネル 　

                                              　・　　 　  配線取り出し開口　・パネル1枚につき、40mm×80mm　程度の開口1箇所以上 

                    ・図示 

空調用吹き出し（吸い込み）パネル　・なし　・あり（形式、施工箇所：図示） 

表面仕上材の品質、性能は、標準仕様書19章による。 

構成材の材質　・アルミニウム製　・鋼製　・超高強度軽量コンクリート製 

  フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　・20～30パーセント ・ 　 　

（性能及び試験方法）　建築材料等品質性能表による

(db/

可動間仕切 (20.2.3)

構造形式
スタッド

構成基材の種類

仕上げ
パネル表面

パネル

総厚さ
(mm)

材質 厚さ
(mm)

・ 0

・ 12

・ 20

・ 28

・ 36

表面仕上材

・0.6

・0.8

・鋼板

・図示

500HZ)

防火
性能

・不燃

2

・スタッド式(内蔵）

・スタッド式(露出）

・パネル式

・スタッドパネル式

・ﾒﾗﾐﾝ樹脂

　焼付又は

  ｱｸﾘﾙ樹脂焼

・壁紙張り  

遮音性

パネル内に取付ける建具 ・あり（※図示　・　　　） ・なし 

ドアクローザー、丁番、錠前、上げ落としは標準仕様書16章8節の建具用金物に対応する

材質とする。

表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19章による 

　※規制対象外（1-8 環境への配慮(2)による）　　　・　

パネル材のホルムアルデヒド放散量

フリーアクセスフロア (20.2.2)1

施工箇所 構　法

・1.0Ｇ ・帯電防止床ﾀｲﾙ

・0.6Ｇ ・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

・1.0Ｇ ・帯電防止床ﾀｲﾙ

・0.6Ｇ ・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

・1.0Ｇ ・帯電防止床ﾀｲﾙ

・0.6Ｇ ・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

所定荷重高さ
備考

(mm) (N)

・3000

・5000

・図示

・3000

・5000

・

・3000

・5000

・

　耐震

　性能

寸法

(mm)

・500×500

・600×600

・500×500

・

・500×500

・

・置敷式

・支柱

　調整式

・置敷式

・支柱

　調整式

・置敷式

・支柱

　調整式

表面仕上材

寸法精度 

　※標準仕様書20.2.2(2)(ｵ)(a)～(c)による　・ 

　・パネルの長さ（　　　）　・パネルの平面形状（角度）（　　　）　・高さ（　　　）

　・　

セルフレベリング材

塗り

[6.17.2、3]

種類及び品質　　・せっこう系　・セメント系 

標準塗厚(mm)　　・ 

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

見本焼き　・行う　・行わない 

試験張り　・行う　・行わない 

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　※ 規制対象外（1-8 環境への配慮(2)による）

　タイルの形状、寸法等 

形状寸法(mm)

再生材の適用 Ｇ

うわぐすり

役物

 吸水率による区分

色

耐凍害性

耐滑り性

施工箇所

　・　

・Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲ

・有　・無

・有　・無

・標準　・特注

・有　・無

　・　

　・　

・Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲ

・有　・無

・有　・無

・標準　・特注

・有　・無

　・　

　・　

・Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲ

・有　・無

・有　・無

・標準　・特注

・有　・無

　・　

　・　

・Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲ

・有　・無

・有　・無

・標準　・特注

・有　・無

　・　

備考

伸縮調整目地の位置　床タイル　　　（※縦、横とも4m以内ごと　・図示　・　　　　）

　　　　　　　　　　床タイル以外　（・図示　・　　　　　　　　　　　　　　　　）

有機系接着剤による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ 

モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

　　　　　・ＭＣＲ工法　　・目荒し工法（高圧水洗処理）　　・　

目地のシーリング材
　打継ぎ目地　　　　　※ポリウレタン系シーリング　　　・　

　ひび割れ誘発目地　　※ポリウレタン系シーリング　　　・　

　伸縮調整目地　　　　※変性シリコーン系シーリング　　・　

　その他の目地　　　　※変性シリコーン系シーリング　　・　

トイレブース4 (20.2.5)

ドアエッジ
表面材の種類

脚部

・ メラミン樹脂系化粧板 

・ ポリエステル樹脂系化粧板  

※幅木タイプ  

・ 

・ アルミニウム製 

・ ステンレス製 

・ 表面材と同材 

形状 材質形状

・ 標準 

・ Ｒ

（品質・性能及び試験方法）　建築材料等品質性能表による

（品質・性能及び試験方法）　建築材料等品質性能表による

パネル材のホルムアルデヒド放散量　※規制対象外（1-8 環境への配慮(2)による）

　　　　　　　　　　　　　　　　　・　

・ 製造所の仕様

ランナー　※標準仕様書20.2.4(3)(ｶ)による　　・　

・黄銅製押出型材

・ステンレス製

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ製押出型材

・ひも型

・ﾀｲﾔ型

・ゴム

・合成樹脂

材料 材質

滑り止め材

白

・ 黒

※ 緑 

色　彩寸法(mm) 形　式

・平面

・曲面　

・平面

・曲面　

・鋼製黒板

種　類

・ほうろう黒板

区別

　非常用進入口　　・適用する　　・適用しない

ロールスクリーン Ｇ

・ガラス繊維製

・合成・天然繊維製

・木製 ・コード式 

          　種別（標準仕様書　表 14.2.1）　・BC-2種　　・BC-2種 

          　色合い　・標準色（　　　　　） ・特注色(　　　　　)

6-2

22

23

24

25

26

27

28

29

・既調合モルタル

断熱・防露改修工事

[6.12.2]

Ｇ

[6.13.2、3]

・繊維混入せっこうボード ・ 6　　・ 6　（有孔ボード）  

・耐擦り傷性不燃化粧板 ・ 3

・図示

・ｽﾃﾝﾚｽ ・ｽﾃﾝﾚｽ

・ 6

会館棟

事務室

ｴﾝﾄﾗﾝｽ
ﾎｰﾙ

市民広場

・40

工 事 名

図　　名

図面Ｎｏ．

縮尺

設計

Ｎｏ． 管理建築士

号

一級建築士登録番号 号

従事する建築士

従事する建築士

一級建築士登録番号 号
認

承

図

検

一級建築士登録番号

文化センター大規模改修工事

Ｒ０８.０２

TEL 028(622)8928本　　　社 栃木県宇都宮市大曽１丁目５番８号

代表取締役　　三柴　富男 一級建築士登録番号 ８９４７９号

株式会社フケタ設計

文化センター大規模改修工事 ０６０４７

甲斐 雅人
２７３２４４

櫛田 和美

２００６６７

N.S特記仕様書６

Ａ-００８

AutoCAD SHX Text
ユニット及びその他の工事



2

2

　処分　　　　　  ・　

　有害物質の取扱については、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づき適正に

処理すること。

石綿含有分析1[7.1.3] [9.1.1]1 材料
屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 調査 施工調査

87

※石綿含有建材の事前調査 

防火材料　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 

2 下地調整

塗替えＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲 

　※塗替え面積の30％　・図示　・ 

下地調整 

下地面の種類 下地調整の種別   ひび割れ部
    の補修塗替え 新規

※ＲＢ種　・　 ・木部 ・Ａ種 ・Ｂ種　

※ＲＢ種　・　鉄鋼面

※ＲＢ種　・　亜鉛めっき面

※ＲＢ種　・　亜鉛めっき面（鋼製建具）

・行うモルタル、プラスター面 ※ＲＢ種　・　
・行わない

・行う※ＲＢ種　・　コンクリート面(DP以外)、

・行わないＡＬＣパネル面

・ＲＡ種 ・ＲＢ種　 ・行う
押出成形セメント板面

・ＲＣ種 ・行わない

・行う
・ＲＢ種 ・ＲＣ種　コンクリート面(DP)

・行わない

せっこうボード面及び ※ＲＢ種　・　   -

その他ボード面

[7.3.2、3]3 錆止め塗料塗り

錆止め塗料塗りの種別

　　　塗料 　　　　工程　　　　　　　　　　塗装面

塗替え Ａ種 ※Ｃ種　・　

EP-G以外 Ａ種 ※Ａ種　・　新規鉄鋼面見え掛り 

Ａ種 ※Ｂ種　・　鉄鋼面 新規見え隠れ 

塗替え ※Ｃ種　・　

EP-G ※Ａ種　・　新規鉄鋼面見え掛り 

※Ｂ種　・　新規見え隠れ 

塗替え EP-G以外 ※Ｃ種　・　

亜鉛めっき面 ※Ａ種　・　新規鉄鋼面見え掛り 

EP-G 塗替え Ｃ種 ※Ｃ種　・　

Ｃ種 ※Ａ種　・　新規鉄鋼面見え掛り 

[7.4.2～7.14.2]4 塗装

　　　　　　工程　　　　塗装の種類 　　　　　 塗装面
　 塗替え 　　　新規

・合成樹脂調合ペイント 木部屋外 ※B種　・ ※A種　・　

  塗り(SOP) 木部屋内 ※B種　・ ※B種　・　

※B種　・ ※B種　・A種鉄鋼面 

    ※1種　・2種 ※A種　・ ※B種　・　亜鉛めっき鋼面(鋼製建具） 

※B種　・ ※B種　・　亜鉛めっき鋼面(鋼製建具以外）  

・クリヤラッカー塗り(CL) ※B種　・A種 ※B種　・A種

・フタル酸樹脂エナメル塗り(FE)      －      　－ 

・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD) ※B種　・A種 ※B種　・A種

・耐候性塗料塗り(DP) ・ A種鉄鋼面 上塗り等級（ １ ）級 

A種亜鉛めっき鋼面 ・
       上塗り等級（　　）級 

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面 ・

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、ﾌﾟﾗｽﾀｰ面、せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

面、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面）の塗替えの場合のしみ止め 　

Ｇ・高日射反射塗料塗り 

  下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）　・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種 

工程 塗料その他 塗付け量
（kg/㎡)等級規格番号 規格名称 種類

塗料製造所の仕様による屋根用高日射 ・１級

反射率塗料 ２種 ・２級塗料塗り

・３級

5 鉛含有塗膜の処理 　除去処理対象物・　

　除去対象範囲　・図示　　・　　

  除去方法　　　※湿式工法

  　　　　　　　（・リムーバー（剥離剤）　・ウォーターブラスト　・加圧水圧方式）

  　　　　　　　・　　　　　　　　　・　

　処分　　　　　・埋立処分（特別管理産業廃棄物最終処分場）

　　　　　　　　・　

　鉛系顔料を含有した錆止めペイントが塗装されている場合は鉛中毒予防規則に則り、

鉛作業主任者を選任し、その管理のもとで作業すること。

　現場での保管については、特別管理産業廃棄物の処理に関する業務を適切に行わせる

ため、特別管理産業廃棄物管理責任者を選任して適切に管理すること。

　運搬及び処分先については、特別管理産業廃棄物収集運搬業者、特別管理産業廃棄物

処分業者へ委託すること。

6 有害物質の処理 除去処理対象物質　・ＰＣＢ　・六価クロム　　・ 

　除去対象物　 　 ・　　　

　除去対象範囲　　・図示　　・　　

  除去方法　　　  ・　

・分析による石綿含有建材の調査

止水板18

・ジョイント金物

エキスパンション19

くつふきマット

流し台ユニット21

20

鋼製書架及び物品棚

屋内掲示板

洗面カウンター

22

23

24

収納家具

防煙垂れ壁25

26

形　状　　　・ 差込式　　・ 据置式　　・ 壁張り式

施工箇所　　・ 図示　　　・ 　

外部は防水型とする

備考受け枠

・ステンレス鋼（SUS304） 

・硬質アルミニウム合金  

・・ステンレス鋼（SUS304)製 

・硬質アルミニウム合金製

・塩化ビニル又はゴム製 

材種

・

形状　　　　※図示　　　・ 

品質・性能　JIS A 4420による 

・600 

・900 

・1200     -     -

・1段式　・ 

ステンレス製 

市販品 

・700 

・600 市販品 

天板ステンレス製

バックガード有り

市販品 

天板ステンレス製

トラップ付き  

市販品 

備考寸法(mm)

・流し台 

・コンロ台 

・つり戸棚 

・水切り 

・1200

・1050 ・400

・650 

・600 

・550 

・670

・620

・850 

・800 

ＨＤＷ

・1200 

・1800 

・2100 

・600 

・650 

・600 

・550 

・ 鋼製物品棚

・ 鋼製書架

種　類 規格等 による種類JIS

・ １種　・ ２種　・ ３種　

・ ４種　・ ５種　・ ６種 ・ 　

枠の材質　　※ アルミニウム製

材　　　種　　・ エポキシ樹脂　　・ 人工大理石　

奥行き(mm)　　・ 約 450　　・ 約 600

表面の材質　※ 塩ビ発泡シート張り　　・  

ユニット分類

JIS S 1039 の規格による

合板類、MDF 及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量

材質、形状、寸法    ※ 図示　　・

※規制対象外 ・　　　

・固定式

・可動式

※ 網入り磨板ガラス

・ 線入り磨板ガラス

　（巻取り型）

・垂直降下式

・回転降下式

降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

鋼板製又はアルミ製

※ 不燃布

（不燃認定品）

材　　質

種　　類

・

※ 6.8

材　　質

厚さ(mm)

アルミ製枠付き

・

※ 500

高さ(mm)

備　　考

備　　考

　・ 可動式（天井収納型）

※ 500

・ 800

※ 500

・

・ 800

・

表面仕上げ

　※ 天井材張り

　・

ガイドレール

　※ 固定式（壁埋込型）

高さ(mm)

材種 耐火性能 備考
躯体間クリア

ランス（mm）

・ステンレス製 

・アルミニウム製 ・50

・100

・150

・ 

・有り

（　　　　）

・無し

  ※規制対象外（1-8 環境への配慮(2)による）　・  

　　　　　・仕上表による

　[7.2.1～7]

※Ａ種　・Ｂ種

※Ａ種　・Ｂ種

※Ｂ種　・Ａ種

※Ｂ種　・Ａ種

※Ｂ種　・Ａ種

  塗料の種類

ｺﾝｸﾘｰﾄ面等・つや有合成樹脂エマル ※B種　・ ※B種　・A種

  ションペイント塗り 屋内の木部 ※B種　・ ※A種　・　
  (EP-G) ※B種　・ ※B種　・A種屋内の鉄鋼面 

※B種　・A種※B種　・ 屋内の亜鉛めっき鋼面 

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) ※B種　・ ※B種　・　

※B種　・A種・合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T) ※B種　・ 

※B種　・A種・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) ※B種　・A種 

・クリアラッカー塗り(CL) 

・木材保護塗料塗り(WP) ※B種　・A種 ※B種　・A種

JIS K 5675

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め 　

  ※改修標準仕様書表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・ 

　・　

　・　

2

　測定時期、場所及び測定点

測定時期測定名称 測定場所 測定点適用

  ・ 処理作業室内処理作業前測定 1

測定 2  ・

処理作業室内処理作業中測定 3  ・

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口  ・ 測定 4

集じん･排気装置の排出口測定 5  ・

（処理作業室外の場合）

石綿粉じん濃度測定

測定 6  ・

処理作業後 処理作業室内測定 7  ・

  ・

  ・ 処理作業後 ｼｰﾄ 処理作業室内
撤去後1週間以降 調査対象室外部の付近  ・

・計　１　点

・計　１　点

・計　１　点

・計　１　点

・計　１　点

・計　１　点

・計　１　点

・計　　　点

・計　　　点

測定方法

石綿含有建材の3

処理

　　除去工法

  　除去した石綿含有吹付け材等の処分

　　除去した石綿含有吹付材け材等の飛散防止措置

　　除去対象範囲　　・図示　　　　　　　　　　　  ・　

　　　　・埋立処分(管理型最終処分場)　　　

　　除去対象範囲　　・図示　　　　・　

・石綿含有保温材等の除去 　　　

　　除去した石綿含有保温材等の処分

　　　　・埋立処分(管理型最終処分場)

　　　　・中間処理(溶融施設又は無害化処理施設) 

ＰＣＢ含有シーリング

材の処分   処理を行う石綿含有成形板の仕様等

種　類 採取する部位・箇所数 備考

  ・ＰＣＢ含有シーリング分析調査

  ・  (第一次判定)

  ・ＰＣＢ含有シーリング分析調査

  ・  (第二次判定)

部位　　・図示　　・　

箇所数　　　　箇所

箇所数　　　　箇所

部位　　・図示　　・　

Ｇ屋上緑化改修工事 [9.6.2、3]

植栽基盤及び材料

　　　　　　　　　　　　・適用する　・適用しない屋上緑化軽量システム

芝及び地被類の樹種並びに種類等                    　　　　　　　※図示　　　　・　

見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　　　　※図示　　・　

（品質・性能及び試験方法）　　建築材料等品質性能表による

工法 　

  建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

かん水装置　・設置する（種類　・　　　　・　　　　）

既存保護層の撤去　　・行う　　・行わない 

5

　詳細は現場説明書による

　工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等により石綿を含有している吹き付

　け材、成形板、建築材料等の使用の有無について調査する。 　

　　調査範囲（・　撤去範囲　　・図示　　　　　　　） 　

　　貸与資料（　アスベスト調査報告書　　　　　　　） 

[9.7.2～9]

既存舗装の撤去及び再利用　　※図示　　　・　　

路床 

　路床の材料 

　　　　　　　　　　　　材料　　 種別 厚さ(mm）

・盛土 ・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種  ・Ｄ種　　　　　 ・図示

Ｇ ・・建設汚泥から再生した処理土

Ｇ・凍上抑制層 ・再生クラッシャラン　　　・クラッシャラン ・図示

・・切込み砂利 

・フィルター層 ・図示

・

7 透水性アスファルト

舗装改修工事

路床安定処理　　・適用する　　　　　・適用しない

　　・路床安定処理添加材料

　　　　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・高炉セメントＢ種 Ｇ

　　　　　　　　・フライアッシュセメントＢ種

　　　　　　　　・生石灰（・特号　・1号）　 　・消石灰（・特号　・1号）

添加量　　　　　　　kg/ｍ  （目標CBR　・３以上　・　　　　）3

　　　　　　　　・　

　　　　　　　　・　

　目標ＣＢＲを満足する添加量の確認方法

　　　　　　　　・　　　・安定処理土のＣＢＲ試験　　・　

試験 　　

  砂の粒度試験　　　　　　　　　　・行う　・行わない 　　

  路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　・行う（　　箇所）   　   ・行わない 　　

  現場ＣＢＲ試験　　　　　　　　　・行う（　　箇所）        ・行わない 

  路床締固め度の試験　　　　　　　・行う（　　箇所）     　 ・行わない 

  六価クロム溶出試験　　　　　　　・行う（現場説明書による）・行わない 

砕　石

再生材

路盤 

  路盤の構成及び厚さ　　・図示　・ 

  路盤材料

　　　　　　　　　種　　別

・クラッシャラン

・粒度調整砕石

Ｇ・クラッシャラン

Ｇ・粒度調整砕石

Ｇ・クラッシャラン鉄鋼スラグ

Ｇ・粒度調整鉄鋼スラグ

Ｇ・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

　舗装の構成　　　　　　　　　　　　　　　・図示　　・　

　開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　　・行わない

既存錆止め塗料の鉛含有量調査　　・行う（　　　１　箇所）　　・行わない

・Ａ種－１

・Ｂ種－１

・Ｃ種－１

  ※改修標準仕様書表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする

(隔離ｼｰﾄ養生中)

処理作業室外

・施工区画周辺

・敷地境界

出口吹き出風速 1m/s

の位置

調査対象室外部の付近

（各施工箇所ごと）

測定 8

測定 9

　　　　※改修標準仕様書9.1.3（2）(ｱ)による　　　 ・　

　　　　※湿潤化　　・固形化 　　　

　　除去工法　　　　・手ばらし　　・手ばらし以外（破砕して除去）

　　除去した石綿含有保温材等の飛散防止　　　※湿潤化　　　・固形化

　　　　・中間処理(溶融施設又は無害化処理施設)

リフラクトリーセラ

ミックファイバーの

処理

除去処理対象物　　　・　

　　除去対象範囲　　・図示　　　・　

　　除去方法　　　　・図示　　　・　

　　処分　　　　　　・埋立処分(安定最終処分場)　　・　

4

新植した芝及び地被類の枯れ保証の期間　　※引き渡しの日から１年　　・　

・　

・　

・砂

・砂

　舗装の平たん性　　※著しい不陸がないもの　　　　　・　

　試験

　路床安定処理の方法　・添加材料による安定処理　　　・　

仕上材間クリ

アランス(mm)

変位追従性能

（mm）

・ 図示 Ｘ：±

Ｙ：±

Ｚ：±

    分析対象  アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、

　　　　　　　クロシドライト、トレモライト

サンプル数　　１箇所あたり３サンプル

採取箇所　　・　図示　　・

[9.1.1]

6

・　　　箇所

・　　　箇所

・　　　箇所

・　　　箇所

・　　　箇所

・　　　箇所

・　　　箇所

・　　　箇所

・　　　箇所

・　　　箇所

・　　　箇所

・　　　箇所

定性分析方法 定量分析方法

JIS A 1481-3 JIS A 1481-4
材　料　名

・ 

・ 

・ 

　　分析方法

・JIS A 1481-1 ※JIS A 1481-2

測定方法

粉じん相対濃度計(デジタル粉じん計)、パーティクルカウンター、

を迅速に測定できる機器を用いた測定

維状粒子自動測定器(リアルタイムファイバーモニター)等の粉じん

・自動測定器による測定

測定名称

[9.1.3～5]

・石綿含有吹付け材の除去 　

  ・　測定 4

  ・  測定 5

・JIS K 3850-1 に基づいた測定

  ・　測定 4

  ・  測定 5

測定名称
メンブレンフィルタ

直径（mm）

試料の吸引

流量(l/min)

試料の吸引

時間(min)

25 5 30

47

47

10

10

120

240

  ・  

  ・  測定

  ・  

  ・  測定

  ・  

  ・  測定

  ・  

・石綿含有成形板（石綿含有けい酸カルシウム板第１種）の除去 　　　

・石綿含有建築用仕上塗材又は石綿含有成形板（下地調整材）の除去

除去対象範囲　　　　・図示　　　　　・　

着工前の試験施工　　・行う　　　　　・行わない

除去工法

・集じん装置付きディスクグラインダーケレン工法

・集じん装置併用手工具ケレン工法

・集じん装置付き高圧水洗工法（15MPa以下、30～50MPa程度）

・集じん装置付き超高圧水洗工法（100MPa以上）

・剥離剤併用超音波ケレン工法

・剥離剤併用手工具ケレン工法

・剥離剤併用高圧水洗工法（30～50MPa程度）

・剥離剤併用超高圧水洗工法（100MPa以上）

・超音波ケレン工法（HEPAフィルター付き掃除機併用）

　　除去対象範囲　　・図示　　　　・　

  　養生方法　　　　・ビニールシート等による養生を行う　　・　

　　　　・埋立処分(安定型最終処分場)　　　

  　除去した石綿含有けい酸カルシウム板第１種の処分

　　　　・中間処理(溶融施設又は無害化処理施設) 

　　　　・埋立処分(安定型最終処分場)　　　

　　　　・中間処理(溶融施設又は無害化処理施設) 

  　　・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

　　　　※埋立処分(管理型最終処分場)　　　

　　　・石綿含有せっこうボード　　　

  　除去した石綿含有成形板の処分

　　除去対象範囲　　・図示　　　　・　

・石綿含有成形板（石綿含有けい酸カルシウム板第１種以外）の除去 　　　

（１）施工区画や立入禁止範囲を明確に定め、石綿くずや石綿を含有する飛沫の

　　　使用しない。

　※ 密封処置　　　※ 湿潤化　　　・セメント固化

　・中間処理（溶融施設または無害化処理施設）

　・埋め立て処分（管理型最終処分場）

　・埋め立て処分（安定型最終処分場）

　除去した石綿含有建築用仕上塗材等の処分

　除去した石綿含有建築用仕上塗材等の飛散防止

石綿含有建材除去後の仕上げ工事　　・図示 　　　

（２）剥離剤を使用する工法では、ジクロロメタン等の有害性の高い化学物質を

（３）水を使って除去する工事の場合には、未処理の廃水が流出・地下浸透しない

　　　飛散等を防止するために、作業区画の床面、壁面及び必要に応じて天井面に

　　　プラスチックシート（ビニルシート）等による養生を行うこと。

　　　作業場所の隔離は、湿潤状態に保ちながら作業を行う。

　　　ようすべて回収すること。回収した廃水は、凝集沈殿後に上澄み水をろ過

　　　処理する等により、適切に処理した上で放流すること。

・Ａ種 ・Ｂ種　

・Ａ種 

・Ａ種 ・Ｂ種　

・Ａ種 ・Ｂ種　

・Ａ種 ・Ｂ種　

・Ａ種 ・Ｂ種　

・Ｃ種

・Ｃ種

※B種　・A種※B種　・A種 

・湿式集じん装置付きディスクグラインダーケレン工法

工 事 名

図　　名

図面Ｎｏ．

縮尺

設計

Ｎｏ． 管理建築士

号

一級建築士登録番号 号

従事する建築士

従事する建築士

一級建築士登録番号 号
認

承

図

検

一級建築士登録番号

文化センター大規模改修工事
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TEL 028(622)8928本　　　社 栃木県宇都宮市大曽１丁目５番８号

代表取締役　　三柴　富男 一級建築士登録番号 ８９４７９号
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2 建設廃棄物

　とする。

　運搬に先立ち受け入れ条件等を確認し、監督職員に報告するものとする。

　提出書類(提出時期)

　（工事着手前）

建設副産物処理実施書

　　提出書類内容

③処理業者の許可証（写）（処分業・収集運搬業・許可車両番号）

建設副産物処理計画書

　（廃棄物処理後）

1 共通事項

清掃に関する法律」、「資源の有効な利用の促進に関する法律」、「建設工事に係る

再資源化等に努めること。

建設副産物　(建設発生土及び建設廃棄物)　の処理については、「廃棄物の処理及び

提出書類一覧

1.アスコン塊は　千葉市稲毛区六方町２０５、片道運搬距離　4.0kmの

2.コンクリート塊は　四街道市長岡２７２－１、片道運搬距離　3.5kmの

3.建設発生木材は　四街道市長岡２７２－１、片道運搬距離　3.5kmの

4.伐採木は　四街道市長岡２７２－１、片道運搬距離　3.5kmの

7.廃石膏ﾎﾞｰﾄﾞ類は　四街道市長岡２７２－１、片道運搬距離　3.5kmの

6.金属くず類は　四街道市長岡２７２－１、片道運搬距離　3.5kmの

5.廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類は　四街道市長岡２７２－１、片道運搬距離　3.5kmの

8.混合廃棄物は　四街道市長岡２７２－１、片道運搬距離　3.5kmの

9.ｱｽﾍﾞｽﾄ含有材（非飛散性)は　宮城県仙台市青葉区芋沢青野木201

　(※ 中間処理場　・ 最終処分場)前田道路千葉合材工場に運搬し、処理するものとする。

10.ｱｽﾍﾞｽﾄ含有材(飛散性)は　宮城県仙台市青葉区芋沢青野木201

　(※ 中間処理場　・ 最終処分場) 四街道ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ　に運搬し、処理するものとする。

　(※ 中間処理場　・ 最終処分場) 仙台環境開発㈱ に運搬し、処理するものとする。

本工事により発生する

資材の再資源化等に関する法律」及び関連する「指針」、「基準」等に基づき実施し、

①建設廃棄物処理委託契約書（写） （注1）

②廃棄物処理フロー（注2）

④建設副産物処理申請書　様式－１（注3）

⑤再生資源利用計画書（再生資材搬入工事用）（注5）

　工事発注後、事情により上記の指定処理により難い場合は、監督職員と協議するもの

　　　　　　　　　（建設九団体副産物対策協議会作成様式等）

足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」につい

て」（厚生労働省　基発第0424001号平成21年4月24日）の「手すり先行工

法等に関するガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足場に関

する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、

足場の組立て、解体又は変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組

立て等に関する基準」の２の(2)手すり据置き方式又は(3)手摺り先行専用

足場方式により行うこと。

幅木(つま先板)

の金属製とし、両側（外部及び

幅木(つま先板)は高さ150mm以上

枠組み本足場

仮設足場（参考）

（高さ150mm以上の金属製とし、両側に設置する。）

最上段については、手すり先行専用足場型といえども

躯体側）に設置する。

丈夫な手すりとする

手すりの安全帯取り付け強度を確認すること

鋼製布板

二段手すり

二段手すり

最下段

中間段

中間段

最上段

建枠

鋼製布板

ブレース

8
5
0
以
上

ＧＬ

二段手すり及び幅木（つま先板）を設置すること。

枠組み本足場

根がらみ

H=850以上で中さんを有する

注）墜落防止のため、内側(躯体側)

に上さんを設置すること。

（高さ850㎜以上）

　　　建設発生土（　　　　ｍ3）は、片道運搬距離　　　　kmに搬出するものとする。

　　　建設発生土（　　　　ｍ3）は、　　　　市　　　　町地先に搬出するものとする。

　　　　ウ　搬出時期　　　　：　平成　　年　　月～平成　　年　　月

　　　　イ　土質及び処分量　：　第　　　種建設発生土　　　　　ｍ3

　　　　ア　搬出先（相手先工事名、工事場所等）

　　　指定地に搬出するものとする。

　・　公共工事以外から搬入される土砂等の管理

　・　埋立て或いは、工事間利用等をする建設発生土の管理

（３）指定（Ｂ）の場合

（２）指定（Ａ）（その他）の場合

　　　　　　　　　　　　　　市　　　　　　町地先

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工事

（１）指定（Ａ）（工事間利用）の場合

　　　発生する建設発生土のうち、下記に示す発生土については、工事間利用を図り

処理するものとする。

路盤廃材（　　　ｍ3）は、　　　　市　　　　町地内、片道　　　　kmに運搬し、

4 路盤廃材

（注2）発生する建設廃棄物の種類毎に、中間処理施設での処理方法（再資源化方法等）、

（注1）収集運搬又は処分について許可業者と各々建設廃棄物処理委託契約を締結し、

「建設廃棄物処理委託契約書」を監督職員に提示すること

　　最終処分先等ヘの流れを図化する。（委託契約書と整合すること）

（注3）｢建設副産物の処理基準及び再生資材の利用基準｣により、様式－1は監督員の確認

　　を受け、1部提出すること。様式－2は1部提出するとともに、実際に要した処理費等

(受入伝票、写真等)を証明する資料を監督職員に提出し確認を受けること

（注4）「電子ﾏﾆﾌｪｽﾄ方式」の場合は、廃棄物処理法に基づき指定された団体が発行する

　　当該工事の電子マニフェスト情報を収録した磁気媒体の提出または、建設廃棄物の

　　引渡し時、運搬終了時及び処分終了時に登録した情報をパソコンにより印刷したも

（注7）「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」(建設ﾘｻｲｸﾙ法)による。

（対象工事）80㎡以上の解体、500㎡以上の新・増築、1億円以上の修繕・模様替え等の工事

⑥再生資源利用促進計画書（建設副産物搬出工事用）（注5）

  （「紙ﾏﾆﾌｪｽﾄ方式」の場合）（注4）

②建設副産物処理調書　様式－２（注3）

③再生資源利用実施書（建設資材搬入工事用）（注6）

④再生資源利用促進実施書（建設副産物搬出工事用）（注6）

⑤建設副産物情報交換システム工事登録証（注6）

⑥再資源化等報告書（対象工事のみ）（注7）

①建設廃棄物ﾏﾆﾌｪｽﾄ（ D･E票（写））

　　の(受渡確認伝票)を提出すること。

無にかかわらず、「千葉県建設ﾘｻｲｸﾙ推進計画2016ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」に基づき、「建設副産

物情報交換ｼｽﾃﾑ（COBRIS）」を用いて登録・作成し､施工計画書に含め各１部提出す

ること。

（注5）100万円以上の全ての工事について建設資材利用、建設副産物の発生・搬出の有

（注6）100万円以上の全ての工事について建設資材利用、建設副産物の発生・搬出の有

無にかかわらず、「千葉県建設ﾘｻｲｸﾙ推進計画2016ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」に基づき、「建設副産

物情報交換ｼｽﾃﾑ（COBRIS）」を用いて登録・作成し、「建設副産物情報交換ｼｽﾃﾑ工

事登録証明書」と合わせて各1部提出するとともに、これらの記録を工事完成後1年

間保存しておくこと。

「働きやすい安心感のある足場」手すり先行専用足場型概念図

1.　埋め戻し及び盛り土

　　　　種別　・　A種　　・　B種　　・　C種　　・　D種

1 土工事10

2. 建設発生土の処理

　　　(別記ー1)に従い適正に処理すること。

　　※　構内敷きならし　　　・　構外搬出適正処理（別記ー１による）

　　千葉県条例に基づく「建設発生土管理基準」及び「建設副産物処理基準」

材　　料

　種 別　　　・　A種　　　・　B種　　・　C種　　・　防水

　厚 さ(mm)  ・　100 　　 ・　120　　・　150　　・　190 

　種 　別　　※　縦筋　D10　　400　間隔

　　　　　　 ※　横筋　D10　　400　間隔

　    　　　 ※　角筋　D13

2 コンクリート

　ブロック工事

施　工

　※　外壁面に取りつく金属製建具の既存ガラスクリーニング(両面)は本工事とする。

4 既存建具金物調整

5 ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品

3 ガラスクリーニング

　・　破損及び滅失金物は、交換又は取付、その他の金物は調整する。

調整建具箇所

　　　・　金属製建具　（　・　内外共　　・　外部　　・　　　　　　　）

　　　・　木製建具

・　施工にあたって、防災上必要な措置を講じること。

　　監督職員と協議するものとする｡

・ なし　　・ あり（・自然換気口　・ガス抜き管　・強制換気装置　・ガス検知器

　　　　　　　　　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　））

6 上ガス対策

・　コンクリート二次製品はエコセメント使用品を原則とし、これによりがたい場合は、

　なお、上記数量については参考数量とし

その他特記事項

　①発注者に引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　②特定管理廃棄物

　・　無　・　有　品目名（　　　　　）－処理方法（　　　　　　　　　）

　③現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　）

なお、この基準は次のものに適用する｡

「千葉県土砂等の埋立て等による土壌の汚染及び災害の発生の防止に関する条例」に

基づく、建設発生土管理基準に従い適正に処理を行なうものとする。

3 建設発生土

446 30

11.がれき類は　四街道市長岡２７２－１、片道運搬距離　3.5kmの

　(※ 中間処理場　・ 最終処分場)　四街道ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ　に運搬し、処理するものとする。

12.ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶器くずは　四街道市長岡２７２－１

　(※ 中間処理場　・ 最終処分場) 四街道ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ　に運搬し、処理するものとする。

　片道運搬距離　3.5kmの

　(※ 中間処理場　・ 最終処分場) 四街道ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ　に運搬し、処理するものとする。

　(※ 中間処理場　・ 最終処分場) 四街道ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ　に運搬し、処理するものとする。

　(※ 中間処理場　・ 最終処分場) 四街道ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ　に運搬し、処理するものとする。

　(※ 中間処理場　・ 最終処分場) 四街道ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ　に運搬し、処理するものとする。

　(※ 中間処理場　・ 最終処分場) 四街道ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ　に運搬し、処理するものとする。

　(※ 中間処理場　・ 最終処分場) 仙台環境開発㈱ に運搬し、処理するものとする。

工 事 名

図　　名

図面Ｎｏ．

縮尺

設計

Ｎｏ． 管理建築士

号

一級建築士登録番号 号

従事する建築士

従事する建築士

一級建築士登録番号 号
認

承

図

検

一級建築士登録番号

文化センター大規模改修工事

Ｒ０８.０２

TEL 028(622)8928本　　　社 栃木県宇都宮市大曽１丁目５番８号

代表取締役　　三柴　富男 一級建築士登録番号 ８９４７９号

株式会社フケタ設計

文化センター大規模改修工事 ０６０４７

甲斐 雅人
２７３２４４

櫛田 和美

２００６６７
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　(※ 中間処理場　・ 最終処分場) 四街道ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ　に運搬し、処理するものとする。

　片道運搬距離400kmの

　片道運搬距離400kmの

　　四街道市と他自治体との調整が図られ、建設発生土の受入れ要請があった場合は、

　　協議の上、 A種 の一部或いは全てを C種 及び D種 とすること。

工事中も図書館機能は維持する。

1.図書館のインフラについて

図書館に係る事項

2.図書館の運営スケジュールについて

定例イベント

休 　館 　日

インフラ(電気・空調・給排水等)の先行切り回しが必須となる。

棚 卸 期 間

図書館には図書館棟に加え、会館棟の一部も含まれる。

停電・断水は開館時間外・休館日・棚卸期間外に計画すること。

開 館 時 間

毎月　第2土曜日午前中、第3火曜日午前中

毎月　第2月曜日、第4月曜日

毎年　2月最終週から3月初週の1週間前後の期間

平日　9:00～19:00、　土日祝　9:00～17:00

乳幼児向け定例イベント開催時は騒音や振動の生じる作業は行わないこと。

図書館機能に関わる作業を行う場合は、事前協議による日程調整を要する。

3.図書館の駐車場について

・利用者用

・管理者用

会館棟の一部に図書館用車庫がある。

工事期間中は東側前面道路を横断した先の駐車場を利用する計画としている。

バス(移動図書館)の出入庫に支障のない仮設計画とすること。

夏季や冬季の空調に支障が無いよう十分留意すること。

別途工事との調整

別途工事として歴史民俗資料施設の整備工事を発注予定である。

受注者と連携を図り、工程の調整を図ること。

ホール(舞台関係設備) 工期内に舞台運営事業者による機器操作リハーサルを完了するよう工程調整を行うこと。

期間は3ヶ月から4ヶ月程度を想定している。の仮使用について

について

工事エリアにおける 利用者用駐車場は工事のバックヤードとして利用して良いが、

雨水貯留槽が埋設されているため、重量には十分留意すること。

工事概要について 説明資料を紙面で作成の上、周辺住民に配布し、周知を図ること。

資料を配布する範囲は別途協議とする。

留意点について

・歴史民俗資料施設

・文化センター備品の移動

別途委託として文化センター備品の移動業務を発注予定である。

受注者と連携を図り、工程の調整を図ること。

共 通 事 項

建 築 工 事

場内発生土について 浄化槽埋戻しに使用する等、場内敷き均しで対応すること。

埋戻し土について 建設発生土の公共工事間利用を想定している。

受入れ時期等の詳細については、相手方(搬出先)の予定による。

合致しなければ購入土とする。

4.受水槽の清掃・検査について

1年以内ごとに1回、清掃および検査を実施すること。

（水道法第34条の2及び水道法施行規則第55条、第56条）

図書館棟で使用する「仮設受水槽」「会館棟屋上の高架水槽」について、

令和９年の冬季までに図書館棟の空調改修が完了するよう各種工程の調整を図ること。

完了までは、会館棟のコントロール室に技術者が常駐することとなる点に留意すること。

地域経済の活性化と地元の雇用の創出に資するため、

積極的に地元企業を協力業者として採用すること。

AutoCAD SHX Text
別　　記   １      「建設副産物の処理」

AutoCAD SHX Text
別　　記   ２

AutoCAD SHX Text
その他

AutoCAD SHX Text
別　　記   ３      施工条件明示



　　

○特記事項は、
この建築材料等品質性能表は、特記仕様書記載の材料の品質、性能、試験方法を詳細に示したものである。

・ 印の付いたものを適用する。

章 項目 品質　　性能　　試験方法
（品質・性能） 

〈錠前類〉【シリンダ箱錠及びシリンダ本締り錠】  

　　1）錠及びその付属品は、全体の形状が正しく、傷、鋳巣などがない。

　　4）シリンダーはピンタンブラー又はロータリーディスクとし、タンブラーの本数は6本以上としている。

　　　ｲ）握り玉の場合は、60mm以上としている。

　　　ﾛ）レバーハンドルの場合は、50mm以上としている。

　　5）バックセット

　　8）錠には、取付け用ねじ類及び必要な部品が付属している。

（１）外観及び機能

性能試験項目

 Grade2

戸の閉鎖位置 -

      -       -

      -       -

（中心吊り込み両自

  由のみに適用）

（品質・性能）

② ヒンジクローザ   ① ドアクローザ  ③ フロアヒンジ 

番手

１

２

３

４

５

閉じﾓｰﾒﾝﾄ（N・m） 効率 （％） 閉じﾓｰﾒﾝﾄ（N・m） 効率 （％） 閉じﾓｰﾒﾝﾄ（N・m）

5以上 30以上 5以上 30以上 5以上 30以上

10以上 30以上 10以上 30以上 10以上 30以上

15以上 35以上 15以上 35以上 15以上  35以上

25以上 40以上 25以上 40以上 25以上 40以上

35以上 45以上 35以上 45以上 35以上 45以上

45以上 45以上 45以上 45以上45以上 45以上 ６

 効率 （％） 

　　　　　　　区分

１

ストップ入力 

ストップ解除力 

60 N･m以下 100 N･m以下

8 N･m以上 3 N･m以上 

100 N･m以下

10 N･m以上

但し、ｺﾝｼｰﾙﾄﾞ型は200 N･m以下 

閉じ速度（秒）

温度依存性（℃）

測定し、－15℃以下であること。

緩衝油の流動点は、JIS K 2269(原油及び石油製品の流動点並びに石油製品曇り点試験方法）により

繰返し開閉

後の閉じﾓｰ

ﾒﾝﾄ（N･m）

Grade2 耐久試験後も上記初期値を満足 耐久試験後も上記初期値を満足

していること。 

耐久試験後も上記初期値を満足

繰返し開閉

後の効率

（％）

Grade2 耐久試験後も上記初期値を満足 耐久試験後も上記初期値を満足 耐久試験後も上記初期値を満足

していること。 していること。 

していること。 していること。 していること。 

繰返し開閉後の閉

じ速度（秒）

繰返し開閉後のバッ

耐久試験後も上記初期値を満足していること。      -

していること。 

耐久試験後も上記初期値を満足

耐久試験後も上記初期値を満足

していること。 

      -       -

      -       -繰返し開閉後のディ

レードアクション性能

耐久性の試験

回数（繰り返し

Grade2 20万回 10万回 30万回

（秒）

繰り返し開閉後の戸       -       -

閉鎖位置（mm）

耐久試験後 ±6㎜以内 

     開閉回数）

ション解除角度までの時間が10 秒

以上確保でき、また、その時間の

機能を有する機種の

み適用） 

調整が可能であること。

ディレードアクション

性能（秒） 

ディレードアクション

解除角度（60～75°）

開扉90°の位置からディレードアク

(ディレードアクション

クチェック性能(秒)

バックチェック性能

（秒） 

(バックチェック機能を

有する機種のみ適用)

ドア開扉方向に荷重60 N／㎡を

開扉50°から負荷する。 バックチェ

ック開始角度（70～85°）から更に

20°まで開く間の時間は0.8秒以

上としていること。 

      -       -

常温（5～35℃）無風状態において、開扉（70°）から全閉（0°）までの時間を5～8秒に調整できること。

（２）錠前類の性能

　　1）性能は、JIS　A1541-1(2006)「建築金物‐錠‐第１部：試験方法」による試験結果により、確認すること。

　　2）各試験における性能基準及び試験回数は、JIS A1541-2(2006) 「建築金物‐錠‐第２部：実用性能項目に対する

〈クローザ類〉

　　3）かぎ（鍵）

　　　かぎ（鍵）数は、1.5万以上とする。ただし、異なるキーウェイ形状であっても、共通のキーセクションが存在

　　  する場合は、有効かぎ（鍵）違い数とみなさないものとする。

　　  同一タンブラーの使用数は、60 ％ 以下とする。また、6 本タンブラーにおいては、キーの同一刻みは、最大2

 　   連続までとしていること。 

                                                              品質・性能

使用頻度による性能 ラッチボルトの開閉繰り返し試験

キーによるデッドボルトの施解錠繰り返し試験

キーによる施錠機構の施解錠繰り返し試験

４０万回以上

１０万回以上

１０万回以上

                                                              品質・性能       　　　　　　　　　　　  項　　目

外力に対する性能 デッドボルトの押込み強度試験

デッドボルトの側圧強度試験

デッドボルトの押込み強度（衝撃荷重）試験

デッドボルトの側圧強度（衝撃荷重）試験

ストライクの性能

１０KN以上

１０KN以上

５８．８J以上

５８．８J以上

４ＫＮ以上

３．５ＫＮ・ｃｍ

３ＫＮ・ｃｍ

２ＫＮ以上

２ＫＮ以上

ラッチボルトの側圧強度試験

レバーハンドルのねじれ強度試験

握り玉のねじれ強度試験

ハンドルの引張強度試験

ハンドルの垂直荷重強度試験

使用扉の質量に

対する性能

彫込錠はｽﾄﾗｲｸﾌﾟﾚｰﾄ（ｽﾃﾝﾚｽ鋼製で厚さ1.5mm

以上）、ﾄﾛﾖｹは（鋼製で厚さ1.6㎜以上）又は

       　　　　　　　　　　　  項　　目

(試験方法)  JIS A 1541-1（建築金物－錠－第１部：試験方法）による。

同等以上の強度

4)レバーハンドルの材質は、アルミニウム合金製及びステンレス製としている。ただし、標準型建具の場合は、

アルミニウム合金製としている。

　　グレード及び表示方法」のグレード３とし、以下により確認している。

注　ﾊﾟﾗﾚﾙ取付けは、表中の閉じﾓｰﾒﾝﾄの70％程度までとする。ｺﾝｼｰﾙﾄﾞ型は表中の閉じﾓｰﾒﾝﾄの50％程度までとする。 

Grade1を選定する場合は、図示による。 

（試験方法） 

１）性能試験は、JIS A 1510-3（建築用ドア金物の試験方法－第３部：フロアヒンジ、ドアクローザ及びヒンジクロー

    ザ）に規定する試験方法による。 

２）試験ドアの質量は、1番手は25㎏、2番手は40㎏、3番手は60㎏、4番手は80㎏、5番手は100㎏、6番手は120㎏とする。 

駆動装置・制御装置 

      間を測定する。 

（２）検出範囲 　

          注）取り付け位置などにより、上記によりがたい場合は、当該センサーに適した 方法の試験を行い確実に

              作動することを確認する。 

          ＜試験条件＞

          （１）無目付センサー又は天井付センサーの検出体及び検出範囲試験は、JIS A  1551の7.6による。 

          （２）熱線スイッチ……被検出体表面温度、33±2℃とし、周辺温度は、被検出体 表面温度より5℃±2℃

                低い値とする。 

          （３）超音波スイッチ…温度－10℃、湿度75％、風速10ｍ／secとする。 　　

          （４）試験室の状態は、JIS Z 8703「試験場所の標準状態」の常温、常湿による。 

〈自動ドア開閉装置〉

（品質・性能）

作動電圧 定格電圧に対し90％～110％の電圧で作動に異常がない 

                                     品質・性能

適用使用周囲温度（℃） -10℃～40℃ 

電動機の焼損防止措置 電動機にサーマルプロテクターを内蔵、 又は制御装置に保護回路を設置 

検出装置（本体センサー、補助センサー）

作動電圧範囲 

           項目

定格電圧90 % ～110 % で作動させた時に異常がないこと。

出力接点容量    有接点 

応答時間（秒） 

電動機にサーマルプロテクターを内蔵、 又は制御装置に保護回路を設置 

無接点

AC 100V 

DC 30V 

DC 50V 

0.3A以上（抵抗負荷） 

0.3A以上（抵抗負荷） 

0.1A以上（抵抗負荷） 

DC 50V

-

-

0.1A以上（抵抗負荷）

-

-

0.3以下 

－10℃～40℃ 

           項目

適用使用周囲温度　（℃） 

（試験方法） 

（１）応答時間 0.3ｍ／secの早さで移動している標準被試験体が検出範囲に入ってから、ON信号を出力するまでの時

      ａ．ゴムマットスイッチは、直径100㎜の鋼製円柱（質量10㎏）を不感部を除く全面に静かに置いたとき、

          確実に作動すること。 

（３）耐放射ノイズ 　

      ｂ．上部取り付け形の動体検出形は、0.15m／secの速度で、検出範囲に近づけたとき確実に作動すること。 　

  ｃ．上部取り付け形の静止体検出形は、0.05m／secの速度で、検出範囲に近づけた とき、確実に作動すること。 　　

      放射無線周波電磁界イミュニティ試験とする。（ただし、電界強度は一定とする。） 

      試験周波数　　144 MHz、430 MHz

      3m の距離で 144 MHz、430 MHzは、各 5W の影響で誤作動がないことを確認すること。

      １）ゴムマットスイッチ(防水性) 

（４）防水性、防滴性

　　　　　水深 3cm の水中に24時間放置後、乾燥した状態で、内部への浸水、誤作動がないことを確認すること。

      ２）上部取付け形スイッチ(防滴性) 

　　　　　正常な取付け状態において、その上方300～500mmの高さから,鉛直から60°までの全範囲にわたって、

　　　　　じょうろ口を用いて約10㍑/minの水量で、5分間以上散水し、乾燥した状態で、内部への浸水、誤作動

　　　　　がないことを確認すること。（JIS C 0920 の保護等級IPX3による。）

      ３）静止体検出時間

　　　　　被検出体を、静止体検出形センサーの検出範囲に、0.05m/sec で進入させ、センサーが検出信号を出力

　　　　　している状態で被検出体を静止させ、静止させてから検出信号が切れるまでの時間とする。

　　　４）絶縁抵抗

　　　　　JIS A 1551 7.8 絶縁抵抗試験による。

      ５）耐電圧

　　　　　JIS A 1551 7.10 耐電圧試験による。

　　2）操作は円滑で、必要以上のゆるみ、がたつきなどがない。

　　3）各部のバネは、弾力が適切であること。

　　7）マスターキーグランドキーコンストラクションキー等のキーシステムが構築できるものとする。

　　6）デッドボルトの出寸法は、17mm以上とする。

（品質・性能）

保水率 

接着強さ 

                             項目

単位容積質量 

長さ変化率 

曲げ強さ 

標準時  

温冷繰り返し後 

（試験方法） 

70.0％以上 

      品質・性能

0.6N/㎜　以上 

0.4N/㎜　以上

4.0N/㎜　以上 

0.2％以下 

1.8kg/㍑以上 
2

2

2

（１）試料の調製 

（２）保水率の試験方法 

      その後、直ちにリング型わく上部にガラス板を当てて上下を逆さまにし、ろ紙部分が上部になるようにして静

      置する。 60分後にろ紙へにじみ出した水分の広がりが最大と認められた方向とこれに直角な方向の長さをノギ

      スを用いて、１mmの単位まで測定する。試験は３回実施し、その平均値を用いて次式により保水率を求める。

       保水率＝50／平均値×100　　（注）　50：リング型わくの内径　mm 

（４）接着強さ（標準時）の試験方法 

      イ）適用タイルが「モザイクタイル」の場合 　　

（３）単位容積質量の試験方法

　          その後、28日間、温度20±2℃、湿度80％以上の状態で湿空養生を行い、これを試験体とする。 　　

      リング型わく（内径50mm、高さ10mm、厚さ３mm）を設置し、（１）で調製した試料を金べらで平滑に詰込む。 

      使用し、練りばちに用意した水を入れ、攪拌しながら30秒間に材料を投入し、3分間練り混ぜて試料とする。

      製造業者の定める、正味質量と標準練り上がり量より換算して、所定量の試料を練り上げるのに要する材料と練り
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      混ぜ水を計算して用意する。 練り混ぜは、JIS Ｒ5201「セメントの物理試験方法」の10.2に規定する練り混ぜ機を

　　また、試験後の部材破断の表示を次の中から選び表示する。（T：ﾀｲﾙの母材破断、TM：既成調合ﾓﾙﾀﾙとﾀｲﾙの

]　　界面破断、M：既成調合ﾓﾙﾀﾙの母材破断、MG：既成調合ﾓﾙﾀﾙと下地板の界面破断、G：下地板の母材破断）

             その後、28日間、温度20±2℃、湿度80％以上の状態で湿空養生を行い、これを試験体とする。 

          （試験方法）「モザイクタイル」の場合と同様に行う。 

       ロ）適用タイルが「小口タイル・二丁掛けタイル」の場合 

           4枚2列、計8枚を圧着する。 

           に規定する外装壁タイルで 押出又はプレス成形のⅠ類（施ゆう）「小口タイル108mm×60mm×12mm」を

           直ちに（１）で 調製した試料を厚さ7mmになるよう 塗付ける。直ちに JIS A 5209「セラミックタイル」

           に規定する普通平板N－300を下地板とし、表面をサンドペーパーを用いて軽く研磨した後、水湿しを行い

          （試験体の作製）JIS Ａ5371「プレキャスト無筋コンクリート製品」の附属書Ｂ(規定)のうち推奨仕様Ｂ-１

      の上にJIS Ｐ 3801(1995)「ろ紙（化学分析用）」に規定する5 Aろ紙（直径11㎝）をのせ、その中央部に真ちゅう製

       JIS Ａ 1171(2000)「ポリマーセメントモルタルの試験方法」に準ずる。 

         （試験体の作製）JIS Ａ 5371(2010)「プレキャスト無筋コンクリート製品」 に規定する普通平板N－300を

          下地板とし、表面をサンドペーパーを用いて軽く研磨した後、水湿しを行い直ちに（１）で調製した試料を

          厚さ5mmになるように塗付ける。直ちにJIS A 5209(2014)「セラミックタイル」に規定する外装壁モザイク

          を圧着する。 

          タイルで 押出又はプレス成形のⅠ類（施ゆう）「50角ユニットタイル（外のり寸法約300mm×300mm）」

        （試験方法）JIS Ａ6909(2014)「建築用仕上塗材」の7.10付着強さ試験に準じて行う。試験体を ダイヤモンド

          カッターを用いて、タイル周辺に沿って下地板に達するまで切り込みを入れ、エポキシ樹脂接着剤で鋼製ア

          タッチメントを接着し、引張試験機を用いて接着強さ試験を行う。なお、接着強さの測定箇所は、試験体の中

          からまんべんなく5箇所を選び抜き取る。（標準時の接着強さは全てが0.6N/㎜　以上確保する。） 

（５）接着強さ（温冷繰返し後）の試験方法 

     （試験体の作製）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイル」とも、各々（４） 接着強さ（標準時）

      の試験方法の「試験体」と同様とする。 　　

        試験の手順は、試験体を20±2℃の水中に18時間浸せきした後、直ちに－20±2℃の 恒温器中で3時間冷却し、

      次いで50±2℃の別の恒温器中で3時間加温し、この24時間 を１サイクルとする操作を10回繰返した後、試験室

      に2時間静置し、ひび割れ及び膨れ の有無を目視によって調べる。 　　

     （温冷繰返し後の接着強さ試験方法）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイル」 とも、各々温冷繰

      返し試験完了後の試験体を標準状態で2日間静置養生した後、標準時 の接着強さ試験方法と同様に行う。

 （６）長さ変化率の試験方法 

 （７）曲げ強さの試験方法 

       試験室の状態 ： 試験室は、温度20±2℃、湿度65±10％とする。 
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      塗材」の7.11温冷繰返し試験に準じて行う。 　　　

     （温冷繰返し試験）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイル」とも、各々JIS A 6909「建築用仕上

     （温冷繰り返し後の接着強さは全てが0.4N/mm　以上確保すること。）

       JIS Ａ 6203(2015)「セメント混和用ポリマーディスパージョン及び再乳化形粉末樹脂」9.9長さ変化率に準ずる。 

　　　 JIS Ａ6916(2014)「建築用下地調整塗材」に規定する 7.11曲げ強さ試験に準ずる。 　

      JIS Ｒ3202(2011)「フロート板ガラス及び磨き板ガラス」に規定するみがき板ガラス（ 縦150mm、横150mm、厚さ5mm）

〈既調合モルタル〉

〈自閉式上吊り引戸装置〉
（試験） 

    　JIS A 1516(1998)「建具の気密性試験方法」による。 

（１）耐久性（開閉繰り返し）試験

       １）同試験に用いる試験体は片引戸とし、開口内法有効高さ2,000mm、幅は最大寸法とする。 　

      ２）適用戸総質量の区分毎に試験を行う。自閉装置、制御装置は10万回以上の時点で1回のみ調整を行えるもの

（３）気密性能試験 　

（２）耐衝撃性試験

      　　とする。

      　　のとする。 

        ３）その他の制御装置についてはメーカーの耐久性能試験成績書において2万回以上の耐久性能を確認できるも

      JIS A 1518(1996)｢ドアセットの砂袋による耐衝撃性試験方法｣に準じ、重量30㎏の砂袋を用い落下高さ17cmで、

      は高さ2,000mm、幅900mmとする。適用戸総質量の区分毎に試験を行う。 

      ドアの中央部にドアが外れる方向に衝撃を与える。耐衝撃性試験に用いる試験体は片引戸、開口内法有効寸法

JIS A 5545(2011)｢サッシ用金物｣の7.1(戸車の試験)開閉繰り返しに準じる。ただし、閉については、外力によ

       らず、試験体の自閉制装置及び御装置のみにより戸を開端位置から閉端位置までの作動を確認できる試験を行う。 

防錆（塩害対策） JIS 60068-2-52 の厳しさ２による試験で異常が無いこと。

〈可とう性エポキシ樹脂〉

（品質・性能）

           項目

押出し性 

試験条件 品質・性能

60秒　 以下 

スランプ 　B法

引張接着性
1.0 MPa以上

1.0 MPa以上

10 ％ 以上

3 ㎜　以下 高温条件C　70±2℃

低温条件D　 5±1℃

引張強さ 

引張強さ 

引張特性C法

そ の 他

加熱減量B法 質量変化率

標準条件E　23±2℃

標準条件E　23±2℃

標準条件E　23±2℃

標準条件E　23±2℃

高温条件C　80±3℃ 5 ％  以下 

低温条件D　 5±1℃

低温条件D　 5±1℃

加熱劣化条件　80±3℃

加熱劣化条件　80±3℃

30 ％ 以上 

目視で認められる異物の混入がない。

（試験方法） 

イ）試験室の状態：試験室は、特に指定のない限り、標準状態とする。標準状態とはJIS K 7100(1999)「プラスチック- 

状態調整及び試験のための標準雰囲気」の5に規定する標準雰囲気2級[温度23±2℃、湿度50±10%]をいう。

ロ）押出し性は、JIS A 6024(2015)「建築補修用及び建築補強用エポキシ樹脂」の5.12の押出し試験による。

ヘ）加熱減量は、JIS A 6024の5.27 の加熱減量試験B法による。 

ホ）引張特性は、JIS A 6024の5.19 の引張特性試験C法による。 

ニ）引張接着性は、JIS A 6024の5.15 の引張接着性試験による。 

ハ）スランプは、JIS A 6024の5.10 のスランプ試験B法による。 

ト）密度は、JIS A 6024の5.29 密度による。 

破壊時伸び

破壊時伸び

〈パテ状エポキシ樹脂〉

（品質・性能）

（試験方法） 

イ）試験室の状態：試験室は、特に指定のない限り、標準状態とする。標準状態とはJIS K 7100(1999)「プラスチック- 

状態調整及び試験のための標準雰囲気」の5に規定する標準雰囲気2級[温度23±2℃、湿度50±10%]をいう。

ロ）接着強さは、JIS A 6024の5.13の接着強さ試験A法による。

ハ）曲げ強さは、JIS A 6024の5.21 の曲げ強さ試験B法による。 

ニ）圧縮強さは、JIS A 6024の5.22 の圧縮強さ試験A法による。 

ホ）硬化収縮率は、JIS A 6024の5.25 の硬化収縮率試験による。 

ヘ）初期硬化性は、JIS A 6024の5.28 の初期硬化性試験による。 

項目 試験条件 品質・性能

接着強さ A法 

圧縮強さ A法

硬化収縮率 

初期硬化性 

そ の 他  

曲げ強さ B法

標準条件B　23±2℃

 3.0 ％ 以上

標準条件B　23±2℃

標準条件B　23±2℃

標準条件B　23±2℃

標準条件F　23±2℃

 6.0 MPa以上

30.0 MPa以上

50.0 MPa以上

 2.0 MPa以上

目視で認められる異物の混入がない。

〈エポキシ樹脂モルタル〉

（品質・性能）

項目 試験条件 品質・性能

そ の 他  目視で認められる異物の混入がない。

だれ

曲げ強さ A法

圧縮強さ B法

接着強さ B法

形状に異常がなく、だれが生じないこと。標準条件C　23±2℃

標準条件D　23±2℃

接着耐久性条件

標準条件D　23±2℃

標準条件B　23±2℃ 20.0 MPa以上

10.0 MPa以上

 1.0 MPa以上

（試験方法） 

イ）試験室の状態：試験室は、特に指定のない限り、標準状態とする。標準状態とはJIS K 7100(1999)「プラスチック- 

状態調整及び試験のための標準雰囲気」の5に規定する標準雰囲気2級[温度23±2℃、湿度50±10%]をいう。

ロ）だれは、JIS A 6024の5.11のだれ試験による。

ニ）曲げ強さは、JIS A 6024の5.20 の曲げ強さ試験A法による。 

ハ）接着強さは、JIS A 6024の5.14 の接着強さ試験B法による。 

ホ）圧縮強さは、JIS A 6024の5.23 の圧縮強さ試験B法による。 

〈ポリマーセメントモルタル〉

（品質・性能）

だ　　　 れ 

           項目

下がり量（mm） 

                                                              品質・性能

表面の状態 

曲げ強さ（N/m㎡） 

圧縮強さ（N/m㎡） 

接着強さ （N/m㎡） 特殊条件 湿潤時 

低温時 

そ　の　他 

標準条件

透　水　性 

5以内 

ひびわれの発生が無いこと。 

6.0以上 

20.0以上 

1.0以上 

0.8以上 

0.5以上 

裏面のぬれ、水滴の付着が無いこと。

2）高分子ｴﾏﾙｼｮﾝは、常温常湿において製造後６か月保存しても、変質しないこと。 

1）均質で有害と認められる異物の混入がないこと。 

                                     品質・性能

ガラス等の取替え

工 事 名

図　　名

図面Ｎｏ．

縮尺

設計

Ｎｏ． 管理建築士

号

一級建築士登録番号 号

従事する建築士

従事する建築士

一級建築士登録番号 号
認

承

図

検

一級建築士登録番号

文化センター大規模改修工事

Ｒ０８.０２

TEL 028(622)8928本　　　社 栃木県宇都宮市大曽１丁目５番８号

代表取締役　　三柴　富男 一級建築士登録番号 ８９４７９号

株式会社フケタ設計

文化センター大規模改修工事 ０６０４７

甲斐 雅人
２７３２４４

櫛田 和美

２００６６７

N.S材料等品質性能表１
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建具用金物

AutoCAD SHX Text
５　建具改修工事

AutoCAD SHX Text
初期値

AutoCAD SHX Text
耐久性

AutoCAD SHX Text
ストップ力

AutoCAD SHX Text
閉じ力及び効率による区分(注１)(注２)

AutoCAD SHX Text
自動ドア開閉装置

AutoCAD SHX Text
４　外壁改修工事　共通事項

AutoCAD SHX Text
既調合モルタル

AutoCAD SHX Text
自閉式上吊り引戸装置

AutoCAD SHX Text
可とう性エポキシ樹脂

AutoCAD SHX Text
４　外壁改修工事（共通事項）

AutoCAD SHX Text
パテ状エポキシ樹脂

AutoCAD SHX Text
エポキシ樹脂モルタル

AutoCAD SHX Text
ポリマーセメントモルタル



　　

判断基準　パネルの脱落及び使用上支障をきたす、損傷、せり上がり、隙間及び水平移動がないこと。
          加振　i) 0.6G：所定加速度600cm／S　 ii) 1.0G：所定加速度1000cm／S 

（４）単位容積質量 

      る方法で求める。  

（５）長さ変化率 

     （２）で調整した試料を用いてJIS A 1171の7.6長さ変化率試験に従って行う。 

６
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〈移動間仕切〉

（品質・性能及び試験方法）

      パネル圧接装置の耐久性試験後、質量50Kgにおける衝撃試験において構造部材の折れ、曲りの異常がなく表面の、

      割れ、はがれがないものとする。また、接点・接床部が外れないこと及び多少のずれを生じても圧接装置の調整で

      一本にかかる荷重の15倍以上の引張り強度があるものとする。 

（品質・性能）

〈床点検口〉

以下のもの又は同等のものとする

受枠材 蓋枠材 

ステンレス鋼製 

アルミニウム及びアルミ

ニウム合金押出形材  （表面処理）JIS H 8602のB種又はJIS H 8601のAA15 

JIS G 4305のSUS430JIS G 4305のSUS304,SUS430J1L

JIS H 4100のA6063S-T5 

　本試験は、1,000Nで加圧、荷重除去を3回繰り返し行った後、その後試験体が破壊（終局荷重）まで加圧する。 

　測定は、蓋中央部にかかる加圧を200N増す毎にたわみと受け枠の変形その他の以上について1,000Nまで3回繰り返す。 

パッキン材 

アンカー材 

取手 

鍵 

蓋の耐荷重性能 

受け枠寸法の許容差　±0.5mm 

蓋付寸法の許容差　±0.5mm 

鋼製に電気亜鉛めっき又は防錆塗料を行ったもの

黄銅製、ステンレス製、亜鉛合金製とする 

施錠・開錠は、鍵又は開閉用ハンドル式とする 

蓋中央部が荷重値Pn=1,000において残留たわみが点検口

の有効径の0.08％以内であること。 

受け枠、蓋その他の使用上支障がないこと。 

破壊荷重は、荷重値のPnの2倍以上であること 

黄銅鋳鉄製、黄銅製、アルミニウム押出形材・合金鋳鉄製、ステンレス鋳

鋼品、ステンレス製等 ステンレス鋼材、アルミニウム押出形材などで被覆

した、合製樹脂製のものは、衝撃による変形・割れが生じないものとする 

塩化ビニル系ゴム、軟質塩化ビニル、クロロプレン、スポンジラバー、

を有するもの 

エチレンプロピレン等 枠の材質、形状に適した弾力性、密着性、気密性

受け枠と蓋枠のクリアランス　片側2.0mm以内 

（試験方法） 

耐荷重試験 　

　試験体は、貼物用とし、600mm角程度、枠見込みは、40mm以下とする。 　

　試験は、蓋枠の四周を支持させ、蓋の中央部にφ50mmの加圧板を設置し、加圧する。 　

　本試験前に200Nを加圧した後、本試験を行う。 　

下記のいずれかによっていること

（２）防火上有害な裏面まで貫通する亀裂及び穴がないこと。

（３）最高発熱速度が、10秒以上継続して200ＫＷ／㎡を超えないこと。 

〈現場発泡断熱材〉

（品質・性能）

（１）総発熱量が8ＭＪ／㎡以下であること。 

                                              品質・性能           項目

（２）法定準不燃材料、難燃材料の評価方法に使用している発熱性試験(コーンカロリー試験)に適合

　　　していること。 

準不燃材料試験の加熱時間は10分、難燃材料試験の加熱時間は5分において次の（１）～（３）に適

合していること。

難燃性 

発熱性 

排水層 

排水層の鉛直方向の排水性能 

耐根層 

防水層保護層

（試験方法）

（１）排水基盤の耐荷重性能 

           ことを確認する。又その時の圧縮応力に対する歪み（％）を測定する。　　　　　　　

          （保水層を有する場合は保水層も対象とする。） 

〈屋上緑化軽量システム〉

（品質・性能）

透水、排水層等構成材の主要材質

透水層 

     （ロ）試験体は耐根層から透水層までを通常使用状態にセットした3体とする。加圧速度は10㎜／min以下とする。 

                                     品質・性能                     項目

９

　　　部材名 　　　　　材質 　　　　　　屋内外用  　　　　　　　屋内用

（試験方法） 

（１）試料の調製 

（２）保水率の試験方法 

      その後、直ちにリング型わく上部にガラス板を当てて上下を逆さまにし、ろ紙部分が上部になるようにして静

      置する。 60分後にろ紙へにじみ出した水分の広がりが最大と認められた方向とこれに直角な方向の長さをノギ

      スを用いて、１mmの単位まで測定する。試験は３回実施し、その平均値を用いて次式により保水率を求める。

       保水率＝50／平均値×100　　（注）　50：リング型わくの内径　mm 

（４）接着強さ（標準時）の試験方法 

（３）単位容積質量の試験方法

      リング型わく（内径50mm、高さ10mm、厚さ３mm）を設置し、（１）で調製した試料を金べらで平滑に詰込む。 

             その後、28日間、温度20±2℃、湿度80％以上の状態で湿空養生を行い、これを試験体とする。 

          （試験方法）「モザイクタイル」の場合と同様に行う。 

（品質・性能）

保水率 

接着強さ 

                             項目

単位容積質量 

長さ変化率 

曲げ強さ 

標準時  

温冷繰り返し後 

70.0％以上 

      品質・性能

0.6N/㎜　以上 

0.4N/㎜　以上

4.0N/㎜　以上 

0.2％以下 

1.8kg/㍑以上 
2

2

2

（５）接着強さ（温冷繰返し後）の試験方法 

     （試験体の作製）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイル」とも、各々（４） 接着強さ（標準時）

      の試験方法の「試験体」と同様とする。 　　

        試験の手順は、試験体を20±2℃の水中に18時間浸せきした後、直ちに－20±2℃の 恒温器中で3時間冷却し、

      次いで50±2℃の別の恒温器中で3時間加温し、この24時間 を１サイクルとする操作を10回繰返した後、試験室

      に2時間静置し、ひび割れ及び膨れ の有無を目視によって調べる。 　　

     （温冷繰返し後の接着強さ試験方法）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイル」 とも、各々温冷繰

      返し試験完了後の試験体を標準状態で2日間静置養生した後、標準時 の接着強さ試験方法と同様に行う。

       

 （７）曲げ強さの試験方法 

       試験室の状態 ： 試験室は、温度20±2℃、湿度65±10％とする。 

（品質・性能）

保水率 

単位容積質量 

30.0％以上

      品質・性能

長さ変化率 0.2％以下（収縮） 

吸水量 50g以下 

                             項目

1.8kg/㍑以上 

      10分後にろ紙へにじみ出した水分の広がりが最大と認められた方向とこれに直角な方向の長さをノギスを用いて

      １㎜まで測定する。 試験は3回実施し、その平均値を用いて次式により保水率を求める。 

　　　その後、直ちにリング型わく上部にガラス板を当て上下を逆さにし、ろ紙部分が上部になるようにして静置する。

（３）保水性（ろ紙法） 

（試験方法） 

（１）試験の条件 

      間以上標準状態に置いた後使用する。 

（２）試料の調整 

      試験室は、温度20±2℃、湿度65±5% RHの標準状態とする。また、試験に使用する材料、器具などを、予め24時

       保水率（％）＝50／平均値×100 　　注）50：リング型わくの内径（㎜） 

      JIS R 3202(2011)「フロート板ガラス及び磨き板ガラス」に規定するみがき板ガラス( 縦150mm、横150mm、厚さ5mm)

      の上にJIS P 3801(1995)「ろ紙（化学分析用）」に規定する5 Aろ紙（直径11㎝）をのせ、その中央部に真ちゅう製

       JIS A 1171(2000)「ポリマーセメントモルタルの試験方法」に準ずる。 

 （６）長さ変化率の試験方法は、JIS A 6203(2015)「セメント混和用ポリマーディスパージョン及び再乳化形粉末樹脂」

      JIS R 3202(2011)「フロート板ガラス及び磨き板ガラス」に規定する磨き板ガラス（縦200mm、横200mm、厚さ5mm）

      の上にJIS P 3801(1995)「ろ紙（化学分析用）」に規定する5 Aろ紙（直径18.5cm）をのせ、その中央部に真鍮製

      リング型わく（内径50㎜、高さ10㎜、厚さ3㎜）を設置し、２）で練り混ぜた試料を金べらで平滑に詰め込む。

     （２）で練り混ぜた試料を、JIS A 1171(2016)「ポリマーセメントモルタルの試験方法」の6.3に規定す

      構造、形状は、配線の変更及び増設に対して支障が無いこと。

（１）パネル（表面材、心材、フレーム材、幅木、笠木及び補強材）及びハンガーレールは、JIS A 6512(2007)「可動

（１）パネル

表面材 メラミン樹脂系、ポリエステル樹脂系化粧板又はメラミン樹脂系単一材とする。

エッジ材 

JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質とする。ただし、メラミン樹脂系単一材の場合は適用しない。

ただし、メラミン樹脂系単一材の場合は適用しない。

JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質のうち、鋼材については、亜鉛めっき処理を施した材料とする。

防水処理を施す。

裏打材 

心材 

枠材 

小口 

JIS A 6512「可動間仕切」の表9に対応する材質のうち、鋼材については、防食処理及び防錆処理を施した材料とする。

（品質・性能）

〈トイレブース〉

   項目                                                             品質・性能

（２）構造金物

   　　　項目                                                            品質・性能

JIS A 6512「可動間仕切り」の表９に対応する材質のうち、耐蝕性のあるものとする。

合成樹脂等で耐腐食性及び耐久性のあるものであること。 

重ね合わせ部を含め、クマザサ等の地下茎伸長力の強い植物に対して３年以上の耐根性

目詰まりにより植物の生育に支障を生じることがなく、植え込み用土を流出させない構造

であること。

240㍑／㎡･h以上

（品質・性能）

混合割合 

凝結及び安定性  

建築用のモルタルに用いるセメント防水剤 

セメント重量の5％以下

（凝結）JIS R 5201「セメントの物理試験方法」の8の規定により行う。 　

          凝結時間　始発：1時間以上　終結：10時間以内

70％以上 （防水材を使用したものと使用しないものの比）

95％以下 （防水材を使用したものと使用しないものの比）

80％以下 （防水材を使用したものと使用しないものの比）

曲げ及び圧縮強度比 

吸水比 

透水比 

（試験方法） 

防水剤の種別 

〈防水剤〉

（安定性）JIS R 5201「セメントの物理試験方法」の9の規定により行い、収縮性、膨張性のひび

         項目                                       品質・性能
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          割れ及びそりの有無について確認する。 

JIS A 1404(2015)「建築用セメント防水剤の試験方法」による。ただし、透水試験における水圧は、3.0×10 Paとし
5

1時間行う。

      製造業者の定める、正味質量と標準練り上がり量より換算して、所定量の試料を練り上げるのに要する材料と練り

      混ぜ水を計算して用意する。 練り混ぜは、JIS Ｒ5201「セメントの物理試験方法」の10.2に規定する練り混ぜ機を

      使用し、練りばちに用意した水を入れ、攪拌しながら30秒間に材料を投入し、3分間練り混ぜて試料とする。

      イ）適用タイルが「モザイクタイル」の場合 　　

2

　　また、試験後の部材破断の表示を次の中から選び表示する。（T：ﾀｲﾙの母材破断、TM：既成調合ﾓﾙﾀﾙとﾀｲﾙの

]　　界面破断、M：既成調合ﾓﾙﾀﾙの母材破断、MG：既成調合ﾓﾙﾀﾙと下地板の界面破断、G：下地板の母材破断）

       ロ）適用タイルが「小口タイル・二丁掛けタイル」の場合 

           に規定する外装壁タイルで 押出又はプレス成形のⅠ類（施ゆう）「小口タイル108mm×60mm×12mm」を

           直ちに（１）で 調製した試料を厚さ7mmになるよう 塗付ける。直ちに JIS A 5209「セラミックタイル」

           に規定する普通平板N－300を下地板とし、表面をサンドペーパーを用いて軽く研磨した後、水湿しを行い

          （試験体の作製）JIS Ａ5371「プレキャスト無筋コンクリート製品」の附属書Ｂ(規定)のうち推奨仕様Ｂ-１

         （試験体の作製）JIS A 5371(2010)「プレキャスト無筋コンクリート製品」に規定する普通平板N-300を下地板

          とし、表面をサンドペーパーを用いて軽く研磨した後、水湿しを行い直ちに（１）で調製した試料を厚さ5mm

          になるように塗付ける。直ちにJIS A 5209(2014)「セラミックタイル」に規定するタイルで押出又はプレス成

          

          形による施ゆうの「50角ユニットタイル（外のり寸法約300mm×300mm）」を圧着する。 

　          その後、28日間、温度20±2℃、湿度80％以上の状態で湿空養生を行い、これを試験体とする。 　　

        （試験方法）JIS A 6909(2014)「建築用仕上塗材」の7.10付着強さ試験に準じて行う。試験体を ダイヤモンド

          カッターを用いて、タイル周辺に沿って下地板に達するまで切り込みを入れ、エポキシ樹脂接着剤で鋼製アタ

          ッチメントを接着し、引張試験機を用いて接着強さ試験を行う。なお、接着強さの測定箇所は、試験体の中か

          らまんべんなく5箇所を選び抜き取る。（標準時の接着強さは全てが0.6N/㎜　以上確保する。） 

           4枚2列、計8枚を圧着する。 

     （温冷繰返し試験）「モザイクタイル」及び「小口タイル・二丁掛タイル」とも、各々JIS A 6909「建築用仕上

      塗材」の7.11温冷繰返し試験に準じて行う。 　　　

2

　　　 JIS A 6916(2014)「建築用下地調整塗材」に規定する 7.11 曲げ強さ試験に準ずる。 　

     （温冷繰り返し後の接着強さは全てが0.4N/mm　以上確保すること。）

       に規定する 9.9 長さ変化率に準ずる。

      正味質量と標準練り上がり量より、1.0～1.2㍑の試料を練り上げるのに要する材料に相当する量を計算して用意

      し、さらに標準加水量より用意した材料に相当する量の練り混ぜ水を計算して用意する。 練り混ぜは、JIS R

       5201(2015)「セメントの物理試験方法」10.1に規定する練り混ぜ機を使用し、練りばちに用意した水を入れ、攪

      拌しながら30秒間に材料を投入し3分間練り混ぜて試料とする。 

（６）吸水量 

     （２）で調整した試料を用いてJIS A 1404(2015)「建築用セメント防水剤の試験方法」7.5に規定する方法で

      24時間の吸水量を求める。試験体数は3個とし、その平均値とする。 

〈フリーアクセスフロア〉

（性能）

②　上記①以外の部分が耐力に達したとき 水平荷重の1/1.5が下記の＜適用地震時水平力＞以上

水平荷重の1/2が下記の＜適用地震時水平力＞以上

項目  性能

①　ベースプレート又はアンカーが耐力に達したとき又はコンクリート
接着面が剥離したとき

（３）ローリングロード性能（3,000Nの場合の試験の適用は任意） 　

　　　所定荷重1,000Nによる繰り返し試験後、残留変形3.0mm以下 

（４）耐震性能 　　

（１）耐荷重性能　試験方法（１）による試験結果として、所定荷重時の最大変形量5.0mm以下　所定荷重後の

　　　　　　　　　残留変形3.0mm以下 

（２）耐衝撃性能　試験方法（２）による試験の結果として、残留変形3.0mm以下及び損傷がないこと 

イ）固定台試験による耐震性能　（設計高さ H=300mmを超え、600mm以下の場合）

③　適用地震時水平力(0.6G又は1.0G)を加力した時の支柱頂部の変位 構造床面からの高さの1/50以下 

＜適用地震時水平力＞ 

3,000N 0.6Gタイプ 支柱一本が負担する床加重{(㎡当り自重+3,000N)/㎡当りの支柱本数}×0.6

3,000N 1.0Gタイプ 支柱一本が負担する床加重{(㎡当り自重+3,000N)/㎡当りの支柱本数}×1.0 

5,000N 0.6Gタイプ 支柱一本が負担する床加重{(㎡当り自重+5,000N)/㎡当りの支柱本数}×0.6 

5,000N 1.0Gタイプ 支柱一本が負担する床加重{(㎡当り自重+5,000N)/㎡当りの支柱本数}×1.0 

ロ）振動台試験による耐震性能（設計床高さ≦300mmの場合のみ） 　　　

    振動台試験において、パネルの脱落や使用上支障をきたす損傷、せり上がり、隙間及び水平移動がない。 

（５）耐燃焼性能 　

      建築基準法第２条第９号の規定に基づく不燃材料又はパネルについての燃焼終了後の残炎時間が0秒 

（６）帯電防止性能 

　　  0.6以上 

（７）感電防止性能 　

　    漏えい抵抗(R)≧1×10 Ω 

（８）歩行感 　　

      通常の歩行において空洞音やがたつきがなく、歩行感に違和感がない 

（９）メンテナンス性 　　

      交換が必要な部品については交換できるよう設計されている。 
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（試験方法） 

（１）耐荷重性能・最弱部への静荷重試験　JISA1450の6.2による。

（３）ローリングロード性能・最弱部でのローリングロード試験　JISA1450の6.4による。

（２）耐衝撃性・最弱部への砂袋による衝撃負荷後の重り載荷による変形量試験及び衝撃試験後の変形量測定 JIS A 1450

の6.3による。

（４）耐震性能 

      １）設計床高さ≦300mmの場合 

          所定の重りの質量　①3000N(200kg)　②5000N(350kg) 

JIS A 1450 .6.8による他、以下のとおりとする。

2 2

      ２）300mm＜設計床高さ≦600mmの場合 

          ① 固定台による耐震性能試験 

             イ、支柱調整式－支柱分離型・支柱固定タイプの全てのタイプ共、下記の試験方法－１　又は、試験方

                 法－２による。 　　

             ロ、原則として、試験方法－１はパネル単体設置（Ａタイブ）に適用し、試験方法－２はパネル連結設

                 置（Ｂタイプ）に適用するものとする。

          ②試験方法－１ 

             ロ、加力方向は､支柱要素に対して最も不利な方向とする。試験体数は､3個とする。

                 性能(４)①②については最小値で、③については最大値で判定する。

          ③試験方法－２ 

             ロ、最終的に水平力を支持する支柱の本数で除した値を、支柱１本当たりの水平力とする。又、

                 試験体数は､１ｾｯﾄとする。 性能(４)①②については最小値で、③については最大値で判定する。

          ④零点補正及び測定記録 

                 試験体と試験機の隙間等を除去するため、初めに適用地震時水平力の1／2程度の 水平力を加力した

                 後、速やかに除荷して“０”にした状態を零点とする。又、水平力による各測定点の荷重及び変形

                 曲線を測定し記録する。 　

      ３）共通事項 　　

          ①試験に使用する表面仕上げ材は以下の通りとする。　　　

②試験場の状態及び試験体の状態調整は、JIS A 1450の5.1の表２による。

            ・全厚：6.0㎜～7.0㎜　 ・人体耐電圧：２KV以下　

             イ、試験は、ｺﾝｸﾘｰﾄ(JIS A 5371(2012)｢ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ無筋ｺﾝｸﾘ製品｣に規定する普通平板N300)に接着した支柱

                 の頂部に対し、水平方向に適用地震時水平力及び水平最大耐力まで加力し､ 各測定点における水平

                 力、支柱頂部の変形量を測定する。 

             イ、試験は、ｺﾝｸﾘｰﾄ(JIS A 5371に規定する普通平板 N300)に接着した数ユニットの支柱の頂部に対し、

                 水平方向に数ユニット分相当の、適用地震時 水平力及び水平最大耐力まで加力し、各測定点におけ

                 る水平力、支柱頂部の変形量を測定する。加力方向は､支柱要素に対して最も不利な方向とする。

                 800mm×800㎜に荷重板に1,920N（3,000N/1㎡相当)、3,200 N（5,000 N/1㎡ 相当）を１箇所設ける。

            ・パイル長：3.0㎜～4.0㎜ 　・パッキング素材：塩化ビニル樹脂　・単位質量：4.0㎏/㎡～6.0㎏/㎡　

            ・種類：タイルカーペット　・繊維素材：ナイロン100 ％ 　・パイル形態：ループパイル　　　　

            ・ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄの他の性能は、JIS L 4406(2008)｢タイルカーペット｣に規定する質量第一種による。 

      間仕切」に規定する表9材料又はこれらと同等以上の品質性能を有し、かつ、接触腐食をおこさないもの又は防食

（３）パネルの操作性 

（４）パネル圧接装置の耐久性 

      パネル圧接装置の固定・解除は、7,500回の繰返し耐久試験において異常のないものとする。 

（５）耐衝撃性 　

      パネル操作の初動力は98 N以下とする。 

（２）外観は、JIS A 6512 に規定する5.要求事項a) ～ c) による。 

      処理を施したものとする。 

（６）レールの耐久性 

（７）吊り車の耐久性 

（８）吊りボルトの引張り強度 　

      元に戻すことができるものとする。

      吊り車は、走行距離60 Kmで操作性に異常がなく、レールに大きな変形がないものとする。 

      レールは普通パネルで吊り車2個が通過する部分を1ｍ以上とし、その通過回数が30,000回以上で異常のないもの

      とする。 

（９）ランナー（吊り車、吊りボルト及びパネルの接合部）の引張り強度 　

      引張試験を行い、普通パネル重量の５倍の荷重をﾊﾟﾈﾙ1枚に使用するﾗﾝﾅｰの数で除した値以上の強度とする。

（１０）遮音性能

      遮音性能 JIS A 6512 の 8.2遮音性試験により、試験方法は JIS A 1416(2000)｢実験室における建築部材の

　　　空気音遮断性能の測定方法｣による。

      性能は、中心周波数 500Hz の透過損失とし、36dB 以上を遮音タイプ、36dB 未満を一般タイプとする。

脚部（脚具、幅木）JIS G 4305(2015)「冷間圧延ステンレス鋼板及び鋼帯」に規定するSUS304、SUS430J1L又はSUS443J1とし、

仕上げは HL 程度とする。

笠木 

頭つなぎ等 

壁見切り金物

頭つなぎ等で使用するビス類の材質はステンレス製とする。

戸当り部のゴムは、使用に十分耐える材質であるものとする。 

（５）パネル表面材の耐薬品性・耐汚染性・耐ひっかき性・開閉耐久性 

メラミン樹脂系化粧

         項目                                                             品質・性能

系 単一材 

               開閉耐久性

低圧メラミン樹脂系

化粧板

ポリエステル樹脂系

加工化粧合板

ポリエステル樹脂系加工化粧合板、ポリエステル樹脂系化粧ＭＤＦ、ポリエ

ステル樹脂系化粧パーティクルボードのいずれかの品質に適合していること。

　

            耐引っかき性 

JIS A 4702「ドアセット」9.4

開閉繰り返し試験によるスイン

グドア（開閉回数10万回）を

満足すること及び試験終了時点

で構造金物、固定金具等に緩み

のないこと。

板及びメラミン樹脂

（３）付属金物

ヒンジ 

   　　　項目                                                            品質・性能

ラッチセット 

戸当り 

耐蝕性のあるものとする。

腐蝕の恐れのある材料には防錆処理を施してあるものとする。 

（品質・性能）

〈天井点検口〉

（試験方法） 

（２）戸当りの衝撃試験は、JIS A 1510-2に規定する試験による。 

化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

ポリエステル樹脂系

化粧ＭＤＦ

ポリエステル樹脂系

内外枠の材質  アルミニウム製　

内枠及び外枠のコーナーピース

  鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を有するもの

外枠の取付け金物 　

  鋼板に亜鉛めっき等の防錆処理を行ったもの又は同等の性能を有するもの 

内枠の仕上げ材留付金物 

　アルミニウム及びアルミニウム合金押出形材、亜鉛めっき鋼板又は同等の性能を有するもの 

枠の寸法許容差　±0.5mm 

（試験方法） 

（１）試験体は、枠見込み40㎜程度のものとする。 

      吊り金物は、外枠を天井下地取付け用チャンネルに直接留付ける方式（天井ボードなどの仕上げ材を挟んで固定

      しない方式）とする。標準仕様書14章4節により製作した試験体固定用天井下地開口補強に試験体の天井点検口

       450㎜×450㎜を吊り金具4箇所にて各メーカー仕様に従い取付ける。なお、野縁の種類は、19形とし仕上げ材は、

（２）試験は、内蓋を閉じた状態から自由開放状態にする動作を繰り返し行う。 

（３）測定は、上記繰り返し試験において、各50回、100回、300回毎に内蓋の垂れ下がり状態を測定する。

（４）試験結果の判定は、下記による。 　　

      ①100～300回   内蓋の垂れ下がり　　0.5㎜以内 　

　    ②その他使用上において支障をきたす異常がないこと。 

内蓋（内枠）の繰り返し開閉試験 

（４）外観は、JIS A 6512(2007)「可動間仕切」に規定するの5.要求事項 b) による。 

14.15.18.は、「変化なし又は軽微な

また、材料番号1.2.4.5.11.12.13.

変化」であること。又は、これ

らと同等以上の性能を有すること。

JIS A 5905(2014)「繊維板」の表18の規定に適合していること。

JIS A 5908(2003)「パーティクルボード」の表11の規定に適合していること。

（１）ヒンジは、JIS A 1510-2(2008)「建築用ドア金物の試験方法－第2部：ドア用金物」に規定する試験による。

  JIS H 4100(2015)｢アルミニウム及びアルミニウム合金の押出型材｣に規定する A6063S又は同等の性能を有するもの 　

　          を有するもの（外部に用いる場合は、JIS H 8602のB種又は同等以上の性能を有するもの）

      二重張りとする。 

  表面処理　JIS H 8601(1999)「アルミニウム及びアルミニウム合金の陽極酸化皮膜｣に規定する AA6 又は同等の性能 　　　　　

      耐薬品性及び耐汚染性 

-JIS K 6902(2008)「熱硬化性樹脂高

圧化粧板試験方法」15.2B法の表6汚染

材料に規定されたもののうち材料番号

3.6.7.8.9.10.17.の試験結果の判定

は、「変化なし」であること。

値が10μm以内であること。

きずの深さの平均値が10μm以内で

JAS「合板の農林規格」第9条(特殊

加工化粧合板の規格)FWﾀｲﾌﾟに規定

される引っかき硬度B試験において、

JAS「合板の農林規格」(H26)第9条

(特殊加工化粧合板の規格)FWﾀｲﾌﾟに

規定される耐汚染性B試験において、

試験片の表面に色が残らないこと。

外枠と内枠のクリアランス　片側2.0mm以内 

耐久性能については、下記の繰り返し開閉試験において、支障がないこと。

      せっこうボード厚さ9.5㎜（JIS A 6901(2014)「せっこうボード製品」のGB－Rの難燃2級又は発熱性2級以上）

鋼製 －

又は、SUS443J1

鋳鉄 二重蓋の中蓋 JIS G 5501のFC150,FC200

ステンレス鋼板 

アルミニウム板 

鋼材

黄銅   

ステンレス

目地材

－

－

JIS G 4305　SUS430JIS G 4305,JIS G 4308　

SUS304,SUS430J1L

JIS G 3313の類にメラミン樹脂焼付

塗装、公共建築工事標準仕様書(建築)

表18.3.1及び表18.3.2の錆止め塗料で

防錆処理を行ったもの

その他 塩化ビニル樹脂製等

底板材,受け枠材

・蓋枠材の

コーナーピース,
底板補強材 

JIS G 4305、JIS G 4308　SUS304又はSUS430J1L 、SUS443J1

受け枠材、蓋枠材の鋼製に同じ。

JIS H 3100  C2600、C2720、C2801 

JIS H 3250  C3602、C3604  

JIS H 4000(A1100P H24) 

表面処理：陽極酸化塗装複合被

膜 JIS H 8601(AA15) 

JIS H 8602(B) 

（表面処理）HL又はNo.2B仕上げ程度

（表面処理）HL又はNo.2B仕上げ程度 

（試験方法） 

（１）難燃性の表面試験 

      JIS A 1321に規定する試験方法に準じる。

（２）発熱性試験 

      建築基準法に基づく指定性能評価機関が準不燃材料、難燃材料の評価方法に使用している試験方法に準じる。 

（１）JIS A 1321(2011)「建築物の内装材及び工法の難燃性試験方法」による難燃2級表面加熱試験

　　　又は難燃3級表面加熱試験に適合していること。 

４
     （イ）3×10　 N /㎡の等分布荷重による加圧試験を行ない、排水層及び耐根層等に有害な変形・破壊が起きない

（保水層を有する場合は、保水層とすること） 

植物の生育に必要な排水性能を持ち、通気性及び植込み土壌を支え、流出しない構造であ

ること。

材質は、合成樹脂等とし、耐腐食性及び耐久性を有し、かつ、施工中及び施工後の耐根

能（貫通防止能力）を有し、かつ、耐腐食性及び耐久性があること。

層を保護できること。ただし、耐根層を保護コンクリート（絶縁シートを含む）の下に

設ける場合は省略することができる。

耐荷重性能 　排水層の許容圧縮強度 3×10  N／㎡以上の載荷重で破損・有害なひずみなど異常のないこと。

また、一般メンテナンス時の上部歩行に際し破壊しないこと。 

４

〈既調合モルタル〉

〈既調合目地材〉

工 事 名

図　　名

図面Ｎｏ．

縮尺

設計

Ｎｏ． 管理建築士

号

一級建築士登録番号 号

従事する建築士

従事する建築士

一級建築士登録番号 号
認

承

図

検

一級建築士登録番号

文化センター大規模改修工事

Ｒ０８.０２

TEL 028(622)8928本　　　社 栃木県宇都宮市大曽１丁目５番８号

代表取締役　　三柴　富男 一級建築士登録番号 ８９４７９号

株式会社フケタ設計

文化センター大規模改修工事 ０６０４７

甲斐 雅人
２７３２４４

櫛田 和美

２００６６７

N.S材料等品質性能表２

Ａ-０１２

AutoCAD SHX Text
内装改修工事

AutoCAD SHX Text
移動間仕切

AutoCAD SHX Text
床点検口

AutoCAD SHX Text
屋上緑化改修工事

AutoCAD SHX Text
断熱・防露改修工事

AutoCAD SHX Text
タイル張り

AutoCAD SHX Text
ユニット及びその他工事

AutoCAD SHX Text
トイレブース

AutoCAD SHX Text
モルタル塗り

AutoCAD SHX Text
フリーアクセスフロア

AutoCAD SHX Text
天井点検口

AutoCAD SHX Text
環境配慮改修工事



電気料

工事区分
基本料金 従量料金

建築工事

電気設備工事

その他

○

○ ○

○

○

項目 内　　容 備　　考

Ａ 躯体関係

RC造(梁・壁・床)の貫通孔・開口部

１

２

３

４

５

６

貫通孔のスリーブ材及び取り付け

補強を要する型枠材及び取り付け

補強を要しない型枠材及び取り付け

貫通孔・開口部の墨出し

貫通孔・開口部の補強

スリーブ・型枠の穴埋め

S・SRC造貫通鋼管スリーブ・補強

予備スリーブの穴埋め

１

２

３

設備機器の基礎

屋内の基礎(設備設計図に記入のあるもの)

屋内の基礎(建築設計図に記入あるもの)

機器取り付け用アンカー・架台

太陽電池アレイ用架台(支持金物)

昇降機関連

昇降路の躯体

機械室の躯体

機械室の床開口

機械室の上げ床コンクリート打設・仕上

巻上機周囲のチェッカープレート敷

昇降路内ピット防水・集水舛

各階出入口穴あけ・同補強

出入口扉, 三方枠及び幕板

１

出入口扉, 三方枠及び幕板の各補強鉄骨

２

昇降路がRC造及びSRC造の時、軌条・中間ビーム

・ブラケット他昇降路内の鋼製部材一式

機械室天井フック取付

昇降路内フック取付

機械室換気設備

３

４

５

６

７

８

９

10

制御盤(EV機械室内または昇降路内等)から外部イ

ンターホンまでの配管・配線工事

昇降路内ピット点検用タラップ

点検用コンセント

11

12

13

14

15

16

17

18

その他

トラフ・ピット類(ふたを含む)

ホール押釦・インジケータ・鋼索などの壁開口

19

20

21

避雷設備・同接地工事

ALC板の壁開口・補強

湧水・汚水ピット・RC造各種水槽

同上用防水・マンホール・タラップ等

厨房グリース阻集器

オイルサービスタンクの防油堤

フリーアクセスフロアの防水堤

配線調査(X線探査含む)

項目 内　　容 項目 内　　容備　　考 備　　考

B 仕上げ関係

軽鉄天井・壁下地

１

２

３

補強を要するボードの切り込み及び下地の補強

補強を要しないボードの切り込み

開口部の墨出し

可動間仕切り

切り込み及び補強

つりボルト及びインサート

設備機器・器具・配管・配線・ダクト用

位置ボックス

外壁まわり

１

２

外壁ガラリ及びダクト接続用フランジ

ウエザーカバー、ベントキャップ

湯沸室まわり

１

２

流し台・つり戸棚・水切り棚・コンロ台

フード(標準詳細図のもの)

浴室まわり

浴室ユニット、複合浴室ユニット、シャワーユニット

既製浴槽(ふたを含む)

浴室及び便所の床排水金物

洗面カウンター１

２ 鏡(規格寸法のみ)

多目的トイレユニット３

４ 身障用手すり

家具組み込みの洗面器

１

２

フリーアクセスフロア

コンセント

床パネルの切り込み加工

防火戸の自動開閉装置電源接続１

２

３

４

５

排煙窓本体・自動開閉装置

防煙たれ壁本体・駆動装置

自動扉の手元電源スイッチ

自動扉の本体・駆動装置・検出装置(センサー)

電気錠の扉までの配管及び配線接続

自動閉鎖装置を取りつける防火戸の切り込み補強

及びドアクローザー、フロアヒンジ

自動扉・電動シャッター本体までの配管、配線接続

自動扉・電動シャッターからセンサー(付属スイッ

チ)への配管・配線工事

機器搬入用フック　ビーム

チェーンブロック

その他

２重ピット及びトレンチのマンホールふた

点検口(天井・床下)

消火器BOX設置工事

煙突底部排水目皿・排水管

くつきふきマット・玄関マット・自動扉マット部

床排水金物(目皿共)・排水管

排煙口等の天井仕上材の取付け

雨水配管

C 屋外排水設備・外構

１

２

屋外雨水排水設備

桝及び桝ふた

雑排水・汚水

屋外雑排水及び屋外汚水排水設備

桝及び桝ふた

化粧マンホール上ふたの表面仕上げ

雨水

電気配線配管

機器付属の制御盤以降の配管配線(接地線共)

機器付属の制御盤への電源供給配管配線

自動制御と動力盤との電源供給の渡り配管配線

機器と付属操作スイッチの渡り配管配線

小便器用節水装置の制御盤以降の配管配線

注油口内アース端子よりのアース用配管配線

植栽

植栽及び客土

水道料

工事区分
基本料金 従量料金

建築工事

電気設備工事

その他

○

○

○

○

○

機械設備工事 機械設備工事

防火区画、防煙区画

S,SRC造のはり貫通孔

使用されたスリーブの穴埋め 防火区画、防煙区画

防火区画、防煙区画

１

２

３

４

５

６

７

屋外・屋上の基礎

冷却塔の基礎

建築と電気の区分は図示

機械室の床配管ピット・蓋

三方枠取付・枠廻り埋戻し・同補修

厨房排水溝

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

１

２

１

換気扇(取付枠共)３

その他は機械

１

２

３

便所まわり

洗面器共

既製品外は建築

衛生器具ユニット取付は機械

事務室まわり

ファンコイルカバー

切り込みは建築

１

２

自動扉・電動シャッターまわり

電気錠の本体, 扉内配線

６

７

８

９

10

11

12

化粧マンホール上ふたの表面仕上げ

ルーフドレン

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

１

２

３

１

D

１

２

３

４

５

６

７

２次側

１次側

自家発用は電気

〇 〇 〇

〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇

〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇

〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇 〇

〇

〇

屋上基礎で押さえコンにアンカーしない軽微なもの

昇降路がS造の時の中間ビームブラケット受けピース

制御盤(EV機械室内または昇降路内等)までの動力・照明電源、

アース、防災信号、拡声設備(館内放送用)の配管・配線工事

上部電動シャッター/本体・制御盤・手動開閉装置・ヒューズ装置

上部電動シャッター, 排煙窓及び防煙たれ壁連動制御装置の感知器

煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパに至る配管配線

〇

〇 〇

〇〇

〇

〇

〇〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

舞台機構設備

１

２

３

４

舞台機構装置改修工事

舞台機構装置二次側配管配線新設工事

緞帳及び舞台幕改修工事

舞台機構電気制御部改修工事

〇

〇

〇

〇

５ 便器・洗面器・ＳＫ 〇

〇

〇

ユニット電源の接続４ 〇

６ ユニット電源の接続 〇

〇 〇

〇

仮設は設備

消火器は備品

空洞吹出口・吸込口

照明機器

弱電天井転がし配線

空調機　FCU

ダクト

配管

天井スピーカー（非常用）

非常照明

感知機

誘導灯

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

多目的便所は機械

E 撤去関係

便器・洗面器・ＳＫ 〇

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12 身障用手すり 〇〇
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承

図

検

一級建築士登録番号

文化センター大規模改修工事

Ｒ０８.０２

TEL 028(622)8928本　　　社 栃木県宇都宮市大曽１丁目５番８号

代表取締役　　三柴　富男 一級建築士登録番号 ８９４７９号

株式会社フケタ設計

文化センター大規模改修工事 ０６０４７

甲斐 雅人
２７３２４４

櫛田 和美

２００６６７

N.S工事区分表

Ａ-０１３



A1:1/300,A3:1/600

　Ａｰ０１４

案内図・配置図（改修前）

工 事 名

図　　名

図面Ｎｏ．

縮尺

設計

Ｎｏ． 管理建築士

号

一級建築士登録番号 号

従事する建築士

従事する建築士

一級建築士登録番号 号
認

承

図

検

一級建築士登録番号

文化センター大規模改修工事

Ｒ０８.０２

TEL 028(622)8928本　　　社 栃木県宇都宮市大曽１丁目５番８号

代表取締役　　三柴　富男 一級建築士登録番号 ８９４７９号

株式会社フケタ設計

文化センター大規模改修工事 ０６０４７

甲斐 雅人
２７３２４４

櫛田 和美

２００６６７

案内図 A1:S=1/5000 , A3:S=1/10000

建築概要図

計画地

四街道中央公園

四街道市役所

四街道市立中央小学校

桜
通
り

中
央
名
和
通
り

学園通り

64

64

64

四街道駅(総
武本線)

工 事 名 称

計 画 地

用 途 地 域

防 火 地 域

主 要 用 途

工 事 種 別

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

建 蔽 率

容 積 率

文化センター大規模改修工事

四街道市 大日 396番地

施 設 名 称 四街道市立文化センター　（会館棟・ホール棟）

16,096 ㎡

第一種中高層住居専用地域、第一種住居地域

指定なし

地 区 等 第22条指定区域、第一種高度地区

会館棟：集会場 、ホール棟：劇場

改修工事（屋上防水、外壁塗装、躯体補修、内装、各種設備機器の更新他）

6,151.714 ㎡ （会館棟：1,193.074 ㎡ 、ホール棟：4,958.64 ㎡）

9,903.762 ㎡ （会館棟：3,685.228 ㎡ 、ホール棟：6,218.534 ㎡）

38.218 ％　≦

61.529 ％　≦

構 造 鉄筋コンクリート造

規 模 地下1階 地上3階建て

最 高 高 さ 9.7 ｍ

Ｎ

Ｎ

A

J

1 12

O

Q

3′ 15′ 16′

17′

21′

会　館　棟 図　書　館　棟

ホ　ー　ル　棟

中　庭

市　民　広　場

利　用　者　用　駐　車　場

管　理　者　用

駐　車　場

道路境界線

隣
地

境
界

線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

道路境界線

道
路

境
界

線

浄化槽

浄化槽

駐　輪　場　１
駐 車 場

管 理 室

駐　輪　場　２



A1:1/300,A3:1/600

配置図（改修後）
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文化センター大規模改修工事 ０６０４７

甲斐 雅人
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櫛田 和美

２００６６７

Ｎ

A1:1/300,A3:1/600

　Ａｰ０１５

A

J

1 12

O

Q

3′ 15′ 16′

17′

21′

会　館　棟 図　書　館　棟

ホ　ー　ル　棟

中　庭

市　民　広　場

利　用　者　用　駐　車　場

管　理　者　用

駐　車　場

道路境界線

隣
地

境
界

線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

道路境界線

道
路

境
界

線



A1:1/300,A3:1/600

仮設計画図１（案）

工 事 名

図　　名

図面Ｎｏ．

縮尺

設計

Ｎｏ． 管理建築士

号

一級建築士登録番号 号

従事する建築士

従事する建築士

一級建築士登録番号 号
認

承

図

検

一級建築士登録番号

文化センター大規模改修工事

Ｒ０８.０２

TEL 028(622)8928本　　　社 栃木県宇都宮市大曽１丁目５番８号

代表取締役　　三柴　富男 一級建築士登録番号 ８９４７９号

株式会社フケタ設計

文化センター大規模改修工事 ０６０４７

甲斐 雅人
２７３２４４

櫛田 和美

２００６６７
Ｎ

A1:1/300,A3:1/600

　Ａｰ０１６

仮設受水槽

揚水ポンプ

仮設キュービクル

バックヤード

現場事務所

図書館棟

アスベスト除去

（2階建想定）

会館棟
（空調機熱源改修に伴う部分のみ）

ホール棟

（一部図書館エリアあり）

仮設鉄板敷：520㎡

仮設鉄板敷：446㎡

浄化槽

交通誘導員

交通誘導員

防水改修

アスベスト封込め ステージ足場

駐車場管理室 撤去
(内外壁・屋根断熱材にアスベスト含有）駐輪場１ 先行撤去

建具改修・コンクリート躯体補修・アスベスト除去・外壁塗装改修 枠組足場

防水改修

防水改修

防水改修防水改修

防水改修 防水改修

浄化槽機械室 先行撤去

舗装 撤去

駐輪場２ 庇 撤去
(屋根断熱材にアスベスト含有）

落下防止金網 撤去
アスベスト除去 足場

落下防止金網 撤去
アスベスト除去 足場

アスベスト除去 足場
(市民広場外壁および地下駐車場)

アスベスト除去 足場
(市民広場外壁および地下駐車場)

コンクリート躯体補修・躯体補修に伴うアスベスト除去・外壁塗装改修 枠組足場

図書館車庫
工事中も利用する

RC庇・テント庇 撤去

搬入口

搬入口

階段一部撤去
(壁にアスベスト含有）

スロープ撤去
(壁にアスベスト含有）

落下防止金網 撤去

落下防止金網 撤去

(市民広場外壁および地下駐車場)

(市民広場外壁および地下駐車場)

利用者用駐車場

街灯 塗装

街灯 撤去

看板 撤去 街灯 塗装

街灯 塗装

鉄塔 撤去

防水改修

(内外壁・天井・その他にアスベスト含有）

ホール棟の備品を移動

（別途業務委託）

（下部雨水貯留槽）



A1:1/300,A3:1/600

仮設計画図２（案）
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号
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文化センター大規模改修工事
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代表取締役　　三柴　富男 一級建築士登録番号 ８９４７９号

株式会社フケタ設計

文化センター大規模改修工事 ０６０４７

甲斐 雅人
２７３２４４

櫛田 和美

２００６６７
Ｎ

A1:1/300,A3:1/600

　Ａｰ０１７

仮設受水槽

揚水ポンプ

仮設キュービクル

現場事務所

図書館棟

（2階建想定）

（一部図書館エリアあり）
会館棟

ホール棟

バックヤード
アスベスト除去

仮設鉄板敷：520㎡

仮設鉄板敷：892㎡

交通誘導員

交通誘導員

アスベスト除去 ステージ足場

舗装 撤去（図書館棟 空調室外機設置スペース整備のため）舗装 撤去（会館棟 空調室外機設置スペース整備のため）

図書館車庫
工事中も利用する

舞台関連改修
搬入口

建具改修(カバー工法) 枠組足場

搬入口

搬入口

搬入口

RC庇 撤去 2箇所

オーニング設置 枠組足場

建具改修(カバー工法) 枠組足場

建具改修(カバー工法) 枠組足場

防水改修

防水改修

防水部分補修

設備機器搬入口
（ドライエリア）

設備機器搬入口
（ドライエリア）

会館棟＋ホール棟の備品を移動

（別途業務委託）

利用者用駐車場

（下部雨水貯留槽）

2階：歴史民俗資料施設整備工事

（別途工事）

防災井戸設置予定

（本工事完了以降）

電源は本工事で整備



ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ1

印刷室

EV
ホール

フリースペース

湯沸室

医務室

応接室事務室

市民ギャラリー

空調機械室

国際交流協会 地域づくりセンター 準備室

バックヤード2

WC(W) WC(M)

C階段

A階段

多機能WC
SK

PS

EPS

廊下

PS

B階段

カフェ

PS

PS EPS PS

大道具倉庫 ピアノ庫

個室トイレ

舞台管理室

湯沸室

楽屋トイレ1(男)

楽屋トイレ1(女)

楽屋1

面積区画：453㎡＜1500㎡

面積区画：1715㎡＜3000㎡

面積区画：2818㎡＜3000㎡

面積区画：767㎡＜1500㎡ 面積区画：368㎡＜1500㎡

（ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ設置→1500×2）

（ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ設置→1500×2）

楽屋2

楽屋3

ファンルーム

リハーサル室

倉庫

倉庫

DS

PS
A階段

エントランスホール

ホワイエ

上手側通路

下手側通路

SKPS

PS SK

DS

DS

変電室

階段E

階段D

客席舞台
PSDS

DS

DS

DS

EPS

談話室

男子トイレ

女子トイレ

空調機械室

排風機室

EV

倉庫3

電気室

従業員休憩室

従業員トイレ

倉庫1

女子更衣室

倉庫4

倉庫5

男子更衣室

A階段

倉庫2

ホール・廊下

コントロール室

B階段

PS
DS DS

電気室

コントロール室

冷凍機室 空調機械室

発電機室

面積区画：538㎡＜1500㎡

1334㎡

面積区画：531㎡＜1500㎡

面積区画：675㎡＜1500㎡

EPS

EV

空調機械室

201号室 202号室 204号室

多機能トイレ

湯沸室

水屋

歴史民俗資料施設 (体験学習室)

ラウンジ

和室１ 和室２ 和室３

研修室

205号室

待合

（歴史民俗資料施設）

バックヤード

203号室

SK

206号室 208号室207号室
WC(W) WC(M)

廊下

A階段

C階段

PS PS

物入

B階段

前室

保管室

物入

物入

PS

PS EPSPS

PS

面積区画：237㎡＜1500㎡楽屋トイレ2(男)

楽屋トイレ2(女)

練習室1
DS

DS

DS

DS

DS

DS

DS

DS

EPS

PS

PS

練習室2

練習室3

階段E

階段D 調整室

調光室

調光盤室

ホワイエ

ラウンジ

A階段
ベビー休憩室

授乳室

PS
PS

DS

F階段

EV

スタジオ倉庫2

ラウンジ

資料室

スタジオ倉庫1

倉庫

空調機械室2 空調機械室1

（多目的スタジオ1）

A階段

B階段

前室
301号室

（多目的スタジオ2）
302号室

（多目的スタジオ3）

303号室

304号室 305号室
306号室

多機能トイレ

SK

ロビー

WC(W) WC(M)

PS EPS

廊下

風除室

PS

面積区画：1395㎡＜1500㎡

F階段

階段D

階段D
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図面Ｎｏ．
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設計
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 防火区画図 A1:1/400,A3:1/800

　Ａ-０１８

１階防火区画図

２階防火区画図

３階防火区画図

地階防火区画図



23

大道具倉庫

24

ピアノ庫

個室トイレ

1

舞台管理室

2湯沸室

3

楽屋トイレ1(男)

8楽屋トイレ1(女)

10

楽屋1

13

楽屋2

1-1

1-2
1-3

2-1
2-2

3-1

3-2

3-3

2-3

10-1
10-2

13-1
13-2

13-3

17

楽屋3

18

ファンルーム

18-1
18-2

18-3

19-1

19-2

19-3

19-4

19

リハーサル室

倉庫

27

27-1

27-2

27-3

倉庫

59

59-1

59-2

58

DS

PS
A階段

エントランスホール

57

ホワイエ

56

56-1

56-2

60

61

上手側通路

36

下手側通路

42

SK 49

5354

PS
50

PS SK

48

52

51

55

DS

DS

44 45 46 47

38 39 40 41
37

43

変電室

32

28

階段E

階段D

29

30

31

33

34

35

客席

26

舞台

25

16
PSDS

DS

DS

DS

14

15

11

12

EPS

談話室

20

男子トイレ

女子トイレ

工 事 名

図　　名

図面Ｎｏ．

縮尺

設計

Ｎｏ． 管理建築士

号

一級建築士登録番号 号

従事する建築士

従事する建築士

一級建築士登録番号 号
認

承

図

検

一級建築士登録番号

文化センター大規模改修工事

Ｒ０８.０２

TEL 028(622)8928本　　　社 栃木県宇都宮市大曽１丁目５番８号

代表取締役　　三柴　富男 一級建築士登録番号 ８９４７９号

株式会社フケタ設計

文化センター大規模改修工事 ０６０４７

甲斐 雅人
２７３２４４

櫛田 和美

２００６６７

ホール棟 各室求積図・求積表（改修後） A1:1/250,A3:1/500

　Ａ-０１９

1

楽屋トイレ2(男)

1-1

2

楽屋トイレ2(女)

1-2

2-1

2-2

3

練習室1

3-1 3-2

3-3

DS

DS

DS

DS

DS

DS

DS

DS

EPS

PS

PS

7

練習室2

7-3

12

練習室3

12-3

5 4

6

8

9

10 11

1314

15

16

7-1

7-2

7-4

12-1

12-2

12-4 12-5

17

19

22

20

階段E

階段D

21

調整室

23

調光室

24

調光盤室

25
26

ホワイエ

26-1

26-2

27

ラウンジ

28

A階段

27-1

27-2

29

ベビー休憩室

30

授乳室

30-2
30-1

PS
PS

DS

F階段

1

F階段

2

階段D

4

階段D

3

5

6

7

8

9

10

１階各室求積図

1

電気室

2

コントロール室

3

冷凍機室

4

空調機械室

5

発電機室

1-1

1-2 1-5

1-3

1-4

4-1

4-2

２階各室求積図 ３階各室求積図

地階各室求積図

各室求積表



大道具倉庫

告示1436号第四号へ(2)

ピアノ庫

告示1436号

第四号へ(2)

個室トイレ
告示1436号第四号へ(1)

舞台管理室

湯沸室

告示1436号第四号へ(1)

告(2)

告(2)

告(2)

告(1)

告(2)

楽屋トイレ1(男)

告示1436号第四号へ(2)相当

告示1436号第四号へ(2)相当

楽屋トイレ1(女)

楽屋1

告示1436号第四号へ(1)

告示1436号第四号へ(1)

告示1436号第四号へ(1)

機械排煙 機械排煙

楽屋2

楽屋3

ファンルーム

防煙区画
約327.67㎡

リハーサル室

告示1436号

第四号へ(2)

倉庫

倉庫

DS

PS
A階段

エントランスホール

ホワイエ

上手側通路

下手側通路

SKPS

PS SK

DS

DS

変電室

階段E

階段D

客席舞台
PSDS

DS

DS

DS

EPS

談話室

防煙区画
約360.62㎡

防煙区画
約334.66㎡

男子トイレ

女子トイレ

防煙区画
約447.06㎡

工 事 名

図　　名

図面Ｎｏ．

縮尺

設計

Ｎｏ． 管理建築士

号

一級建築士登録番号 号

従事する建築士

従事する建築士

一級建築士登録番号 号
認

承

図

検

一級建築士登録番号

文化センター大規模改修工事

Ｒ０８.０２

TEL 028(622)8928本　　　社 栃木県宇都宮市大曽１丁目５番８号

代表取締役　　三柴　富男 一級建築士登録番号 ８９４７９号

株式会社フケタ設計

文化センター大規模改修工事 ０６０４７

甲斐 雅人
２７３２４４

櫛田 和美

２００６６７

ホール棟 排煙計算図・計算表（改修後） A1:1/250,A3:1/500

　Ａ-０２０

告示1436号第四号へ(5)

告示1436号第四号へ(2)

告示1436号第四号へ(5)

告示1436号第四号へ(5)

機械排煙

楽屋トイレ2(男)

楽屋トイレ2(女)

練習室1
DS

DS

DS

DS

DS

DS

DS

DS

EPS

PS

PS

練習室2

練習室3

階段E

階段D 調整室

調光室

調光盤室

ホワイエ

ラウンジ

A階段
ベビー休憩室

授乳室

PS
PS

DS

F階段

告示1436号第四号へ(2)

告示1436号
第四号へ(5)

機械排煙

F階段

階段D

階段D

１階排煙計算図

電気室

コントロール室

冷凍機室 空調機械室

発電機室

告示1436号第四号へ(1)相当

告示1436号第四号へ(5)相当

告示1436号第四号へ(1)相当 告示1436号第四号へ(1)相当

告示1436号第四号へ(2)相当

２階排煙計算図 ３階排煙計算図

地階排煙計算図

排煙計算表



空調機械室

排風機室

EV

倉庫3

電気室

従業員休憩室

従業員トイレ

倉庫1

女子更衣室

倉庫4

倉庫5

男子更衣室

A階段

倉庫2

ホール・廊下

コントロール室

1

2
2-1 2-2

2-3

3

4

5
6 7

8
9

9-1 9-2

9-3

9-4

9-5
9-6

11
11-2

11-3 10

12 12-1

12-2 12-3

12-4

13

14
15

16

17
B階段

PS
6-1

6-2

6-3

DS 11-1DS

3-2

3-1

3
6 11

ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ1

印刷室

EV
ホール

フリースペース

湯沸室

医務室

応接室事務室

市民ギャラリー

空調機械室

国際交流協会 地域づくりセンター 準備室

バックヤード2

WC(W) WC(M)

C階段

A階段

多機能WC
SK

PS

1
5

5-1

5-2

5-3 2

3
3-1

3-2

EPS

6
6-1

7-2

9

108

4

11 12
20 21 22

23
23-1

23-2

24
25

廊下

1515-1 15-2 15-3

15-5

15-4

PS

28

28-1

28-2

28-3

28-429

30
30-3

30-4

17

17-1

17-2
17-3

18

16

16-1

16-2

19

31
B階段

6-2

7-3

30-1

11-1

11-2

11-3

12-1
12-2

12-4

6-3

6-4

カフェ

17-4 17-5

7
7-1

30-2

17-6

PS

12-3

13

14

PS EPS PS

26 27

25-1

EPS

EV

空調機械室

201号室 202号室 204号室

多機能トイレ

湯沸室

水屋

歴史民俗資料施設 (体験学習室)

ラウンジ

和室１ 和室２ 和室３

研修室

205号室

待合

（歴史民俗資料施設）

バックヤード

203号室

SK

206号室 208号室207号室
WC(W) WC(M)

1 2 3

4
4-1

4-2

55-1 5-2

6

7

8 9
12 13 14 15 16

27

30

廊下

19 19-7

19-3

19-4

19-2

21-1

20

20-1

28

A階段29

29-1

29-2

29-3

29-4

C階段

31 31-1

31-2

20-2

20-2 20-3

22 PS 23 PS

21

物入

25

24

8-1

8-2

8-3

9-1
9-2

9-4 32

B階段

33

前室

34

保管室

34-1

34-2

物入

物入

19-5

10

19-1 19-6

PS

17 18

14-1

14-2
14-3PS EPS

21-3 21-4 21-5 21-721-2

21-6

21-8

24-1

24-2

24-3 24-4

24-5

24-6

24-7

11

9-3

PS

3-1

3-2

7

PS

26

25-1

EV

スタジオ倉庫2

ラウンジ

資料室

スタジオ倉庫1

倉庫

空調機械室2 空調機械室1

（多目的スタジオ1）

A階段

B階段

前室
301号室

（多目的スタジオ2）
302号室

（多目的スタジオ3）

303号室

304号室 305号室
306号室

多機能トイレ

SK

ロビー

WC(W) WC(M)

13-2

13-4

14-2

14-5

2

2-1 2-2 2-3 2-4

2-5

2-6

3

3-1

3-2

5

5-1

5-2

4
4-3

4-1 4-2

4-4

6

7

PS EPS

8
9

11-2

13 12

13-1 14-1

17
18

19

17-1 17-2

17-3

18-1 18-2 18-3

18-4

19-1 19-2 19-3 19-4

19-6

廊下 1111-5

24

25

26
26-1

26-2

26-3

12

12-1

12-2

27 28 29

31

32

33

1

風除室

33-1

33-2

18-520 21 22 2319-7 19-8

19-5

19-9

24-2

24-1 30

15

10

11-1

11-3
11-4 11-6 11-7

PS

14-3

14-413-3

16

工 事 名

図　　名

図面Ｎｏ．

縮尺

設計

Ｎｏ． 管理建築士

号

一級建築士登録番号 号

従事する建築士

従事する建築士

一級建築士登録番号 号
認

承

図

検

一級建築士登録番号

文化センター大規模改修工事

Ｒ０８.０２

TEL 028(622)8928本　　　社 栃木県宇都宮市大曽１丁目５番８号

代表取締役　　三柴　富男 一級建築士登録番号 ８９４７９号

株式会社フケタ設計

文化センター大規模改修工事 ０６０４７

甲斐 雅人
２７３２４４

櫛田 和美

２００６６７

会館棟 各室求積図・求積表（改修後） A1:1/200,A3:1/400

Ａ-０２１

３階各室求積図

２階各室求積図

１階各室求積図

地階各室求積図

各室求積表



空調機械室

排風機室

EV

倉庫3

電気室

従業員休憩室

従業員トイレ

倉庫1

女子更衣室

倉庫4

倉庫5

男子更衣室

A階段

倉庫2

ホール・廊下

コントロール室

B階段

PS
DS

避難経路となる廊下・居室等は既存同様に排煙設備を設ける

その他の室については既存不適格とはなるが、告示相当とするよう計画する

告示1436号第四号へ(2)相当

告示1436号第四号へ(1)相当

告示1436号第四号へ(2)相当 告示1436号第四号へ(1)相当

告示1436号
第四号へ(1)相当

告示1436号
第四号へ(1)相当

告示1436号第四号へ(2)相当

告示1436号
第四号へ(1)相当

告示1436号
第四号へ(2)相当

DS

防煙区画
約164.33㎡

ﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ1

印刷室

EV
ホール

フリースペース

湯沸室

医務室

応接室事務室

市民ギャラリー

空調機械室

国際交流協会 地域づくりセンター 準備室

バックヤード2

WC(W) WC(M)

C階段

A階段

多機能WC
SK

PS

EPS

廊下

PS

B階段

カフェ

第四号へ(2)

告示1436号

第四号へ(2)

告示1436号

PS

1436号第四号へ(1)

1436号第四号へ(1)

告示1436号第四号へ(1)
PS

防煙区画
約250.09㎡

防煙区画
約441.78㎡

防煙区画
約27.43㎡

EPS PS

EPS

EV

空調機械室

201号室 202号室 204号室

多機能トイレ

湯沸室

水屋

歴史民俗資料施設 (体験学習室)

ラウンジ

和室１ 和室２ 和室３

研修室

205号室

待合

（歴史民俗資料施設）

バックヤード

203号室

SK

206号室 208号室207号室
WC(W) WC(M)

廊下

A階段

C階段

PS PS

物入

B階段

前室

保管室

物入

物入

PS

1436号第四号へ(1)

1436号第四号へ(1)

防煙区画

告示1436号第四号へ(2)

PS EPSPS

約465.63㎡
防煙区画

約194.08㎡
防煙区画

約376.63㎡

PS

EV

スタジオ倉庫2

ラウンジ

資料室

スタジオ倉庫1

倉庫

空調機械室2 空調機械室1

（多目的スタジオ1）

A階段

B階段

前室
301号室

（多目的スタジオ2）
302号室

（多目的スタジオ3）

303号室

304号室 305号室
306号室

多機能トイレ

SK

ロビー

WC(W) WC(M)

PS EPS

廊下

風除室

告示1436号第四号へ(1)

告示1436号第四号へ(1)

告示1436号第四号へ(1)

告示1436号第四号へ(1)

防煙区画

PS

防煙区画
約434.65㎡

防煙区画
約260.66㎡

防煙区画
約292.39㎡

工 事 名

図　　名

図面Ｎｏ．

縮尺

設計

Ｎｏ． 管理建築士

号

一級建築士登録番号 号

従事する建築士

従事する建築士

一級建築士登録番号 号
認

承

図

検

一級建築士登録番号

文化センター大規模改修工事

Ｒ０８.０２

TEL 028(622)8928本　　　社 栃木県宇都宮市大曽１丁目５番８号

代表取締役　　三柴　富男 一級建築士登録番号 ８９４７９号

株式会社フケタ設計

文化センター大規模改修工事 ０６０４７

甲斐 雅人
２７３２４４

櫛田 和美

２００６６７

会館棟 排煙計算図・計算表（改修後） A1:1/200,A3:1/400

Ａ-０２２

３階各室求積図

２階各室求積図

１階各室求積図

地階各室求積図

各室求積表



工 事 名

図　　名

図面Ｎｏ．

縮尺

設計

Ｎｏ． 管理建築士

号

一級建築士登録番号 号

従事する建築士

従事する建築士

一級建築士登録番号 号
認

承

図

検

一級建築士登録番号

文化センター大規模改修工事

Ｒ０８.０２

TEL 028(622)8928本　　　社 栃木県宇都宮市大曽１丁目５番８号

代表取締役　　三柴　富男 一級建築士登録番号 ８９４７９号

株式会社フケタ設計

文化センター大規模改修工事 ０６０４７

甲斐 雅人
２７３２４４

櫛田 和美

２００６６７

採光換気計算表（改修後） N.S

　Ａ-０２３

ホール棟

会館棟



① ライナー取付

骨
壁

鉄
量
軽

下
地

② スタット取付け

③ 開口補強

④ さび止め

上部､下部ライナー取り付けは､端部を押さえ900㎜程度の間隔で床面及び天井スラブ･梁下にドライピットにて取り付ける｡

スタットは､上､下､ライナーの間に同一方向に建て込む｡

開口補強は開口寸法に従い､縦枠､横枠に補強材で補強する｡

壁下地材の溶接･切断した箇所にサビ止め塗料を塗る｡使用するサビ止め塗料はスプレータイプとする｡

軽量鉄骨天井に取り付ける場合は､現場状況に応じて溶接叉はビス止めにて取り付ける｡

スタット取付け間隔は､下地張りがある場合は455㎜､下地張りが無い場合は303㎜とする｡ 骨
天

鉄
量
軽

井
下
地

① 吊ボルト取付

②野縁受け取付け

③野縁取付け

④下り壁(天井)下地

⑤開口補強

⑥さび止め

吊ボルトの間隔は900㎜程度に､周辺部は､端部から150㎜以内とし､垂直に吊ることを原則とする｡鉄骨造の場合は､溶接叉はＬＧ吊元金具を使用して取り付ける｡

ダクト等の障害で標準工法ができない場合は､監督員と打合せの上､吊元補強を行なう｡　なお､天井の懐が屋内1.5m以上、屋外1.0m以上の場合は､縦横間隔1.8m程度に吊ボルトの振れ止め補強を行うものとする｡

吊ボルトが3.0mを超える場合はフトコロナットにてジョイントする｡

野縁受けは､釣りボルトに取り付けられたハンガー取り付けレベルを仮定する野縁受けを継ぐ時は､ジョイントを使用する｡

屋内は19形、屋外は25形を基本とする。野縁の取付け間隔は､仕上げ張りによって異なり､クリップを用いて野縁受けに取り付け､レベルを仮定する｡野縁は､野縁受けより150㎜以上はね出してはならない。

上部､下下地天井の野縁受けに垂直に野縁受けを溶接し､その野縁受けに野縁をクリップを用いて取り付ける｡なお野縁受けと同材で振れ止め補強を行う。

下地組完了後､天井点検口及び設備機器等の寸法に従い､野縁及び野縁受けを切断し、野縁受けと同材で補強する｡

天井下地材の溶接･切断した箇所にサビ止め塗料を塗る｡

凡

例

 【a】：仕上撤去(家具等の撤去)

改

前

 【b】：図示の仕上撤去(家具等の修繕)

 【c】：下地共撤去

 【d】：図示の下地共撤去

 【e】：下地の調整(家具等の塗装)

 【A】：仕上新設(家具等の新設)

 【B】：図示の仕上新設(家具等の修繕)

 【C】：下地共新設

 【D】：図示の下地共新設

 【E】：塗装の塗替え(家具等の塗装)

 【f】：既存のまま　清掃  【F】：既存のまま　清掃

　※アスベストを含有するものを　　　　　で示す（　　　　　は想定）

修

改

後

修

　　詳細は「アスベスト調査報告書」を参照のこと

平面図

断面図

▼FL

吹付RC吹付RC

吹付タイル 下地調整塗材C-1【A】

既存塗膜【F】

M金ゴテ下地【F】

▲CL

吹付タイル 下地調整塗材C-1【C】

M金ゴテ下地【C】

内壁：吹付タイル RC壁 S=1/10

吹付RC

吹付RC

RC壁【C】

平面図

断面図

▼FL

EP2 RC

EP塗装【A】

下地調整RC種【A】

既存塗膜【F】

M金ゴテ下地【F】

▲CL

内壁：EP塗装 RC壁（上塗り） S=1/10

EP2 RC
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A1:図示,A3:図示/2仕上種別図１（改修後）

Ａｰ０２４

平面図

断面図

▼FL

吹付 +20

吹付タイル 下地調整塗材C-1【A】

M金ゴテ下地ｔ20【A】

▲CL

内壁：吹付タイル RC壁（ﾓﾙﾀﾙ補修） S=1/10

EP2 RC吹付RC

吹付RC

平面図

断面図

▼FL

EP1 RCEP1 RC

EP塗装 下地調整B種【A】

M金ゴテ下地【F】

▲CL

EP塗装 下地調整B種【C】

M金ゴテ下地【C】

内壁：EP塗装 RC壁 S=1/10

EP1 RC

EP1 RC

RC壁【C】

EP1 RC

EP1 RC 吹付 +20 吹付 +20

RC壁【F】

平面図

断面図

▼FL

EP +20

EP塗装 下地調整B種【A】

M金ゴテ下地ｔ20【A】

▲CL

内壁：EP塗装 RC壁（ﾓﾙﾀﾙ補修） S=1/10

EP +20 EP +20

RC壁【F】

平面図

断面図

▼FL

GW

GWｔ30 金アミ押工【A】

RC壁【F】

内壁：GW RC壁（ﾓﾙﾀﾙ補修） S=1/10

GW GW

複ビ1

内床：複層長尺ビニル床シート S=1/10

Ｍ金ゴテ下地【F】

複層長尺ビニル床シートｔ2.0【A】

複ビ1 +50

内床：複層長尺ビニル床シート S=1/10

複ビ1 +100

内床：複層長尺ビニル床シート S=1/10

複ビ2

内床：複層長尺ビニル床シート（防汚） S=1/10

Ｍ金ゴテ下地【F】

複層長尺ビニル床シートｔ2.0(防汚)【A】

内床：複層長尺ビニル床シート（防汚） S=1/10

複ビ1 +130

内床：複層長尺ビニル床シート S=1/10

複ビ2 +50

内床：複層長尺ビニル床シート（防汚） S=1/10

複ビ2

複ビ1

内床：複層長尺ビニル床シート S=1/10

単ビタ

内床：単層ビニル床タイル S=1/10

Ｍ金ゴテ下地【F】

単層ビニル床タイルｔ2.0【A】

カタ

内床：カーペットタイル S=1/10

Ｍ金ゴテ下地【F】

カーペットタイルｔ6.5【A】

カタ

内床：カーペットタイル S=1/10

ビタOA

内床：ＯＡフロア S=1/10

複ビ1 P床

内床：パネル床 S=1/10

複ビ1 P床

内床：パネル床 S=1/10

+10
デッキ1

内床：デッキ S=1/10

複ビ2 +80

内床：複層長尺ビニル床シート（防汚） S=1/10

複ビ2 +200

内床：複層長尺ビニル床シート（防汚） S=1/10

複ビ2 P床

内床：パネル床 S=1/10

複ビ1 +200

内床：複層長尺ビニル床シート S=1/10

複ビ1 P床

内床：パネル床 S=1/10

遮音

複ビ1 +400

内床：複層長尺ビニル床シート S=1/10

Ｍ金ゴテ下地【C】

複層長尺ビニル床シートｔ2.0【C】

RC床【C】

再生砕石【C】

シンダーコンクリート【F】

コンクリート嵩上げ【C】

複層長尺ビニル床シートｔ2.0【C】

RC床【F】

▼FL

▼FL ▼FL

▼FL

コンクリート嵩上げ【C】

複層長尺ビニル床シートｔ2.0【C】

Ｍ金ゴテ下地【F】

RC床【F】

コンクリート嵩上げ【C】

複層長尺ビニル床シートｔ2.0【C】

RC床【男子側：C , 女子側：F】

再生砕石【男子側：C , 女子側：F】
▼FL

▼FL

コンクリート嵩上げ【C】

複層長尺ビニル床シートｔ2.0【C】

Ｍ金ゴテ下地【F】

RC床【F】
▼FL

RC床(ワイヤーメッシュφ6 150×150)【C】

複層長尺ビニル床シートｔ2.0【C】

押出ポリスチレンフォーム【C】

RC床【F】

▼FL

Ｍ金ゴテ下地【C】

複層長尺ビニル床シートｔ2.0(防汚)【C】

RC床【C】

再生砕石【C】

▼FL

ホール棟 楽屋入口 会館棟 市民ギャラリー

シンダーコンクリート【F】

RC床【F】

シンダーコンクリート【F】

コンクリート嵩上げ【C】

複層長尺ビニル床シートｔ2.0(防汚)【C】

RC床【F】▼FL

シンダーコンクリート【F】

RC床【F】

▼FL

コンクリート嵩上げ【C】

複層長尺ビニル床シートｔ2.0(防汚)【C】

RC床【F】

▼FL

コンクリート嵩上げ【C】

複層長尺ビニル床シートｔ2.0(防汚)【C】

Ｍ金ゴテ下地【F】

RC床【F】

▼FL ▼FL

RC床【F】

Ｍ金ゴテ下地【C】

カーペットタイルｔ6.5【C】

▼FL

RC床【C】

OAフロア【C】

置敷ビニル床タイルｔ5.0【C】

▼FL

Ｍ金ゴテ下地【F】

会館棟 1～3階 トイレ 会館棟 地階 従業員トイレ

会館棟 市民ギャラリー

ホール棟 廊下3

ホール棟 楽屋トイレ2 会館棟 事務室

会館棟 市民ギャラリー

ホール棟 楽屋トイレ2会館棟 地階 倉庫2

▼FL

ラワン構造用合板ｔ12.0【C】

複層長尺ビニル床シートｔ2.0【C】

針葉樹構造用合板ｔ12.0【C】

パーティクルボードｔ20.0(防湿シート両面貼)【C】

クッションゴム付支持脚【C】

シンダーコンクリート【F】

RC床【F】

会館棟 市民ギャラリー

▼FL

ラワン構造用合板ｔ12.0【C】

複層長尺ビニル床シートｔ2.0【C】

針葉樹構造用合板ｔ12.0【C】

パーティクルボードｔ20.0(防湿シート両面貼)【C】

クッションゴム付支持脚【C】

Ｍ金ゴテ下地ｔ10【C】

シンダーコンクリート【F】

▼FL

ラワン構造用合板ｔ12.0【C】

複層長尺ビニル床シートｔ2.0【C】

針葉樹構造用合板ｔ12.0【C】

アスファルト系制振材ｔ8.0【C】

パーティクルボードｔ20.0(防湿シート両面貼)【C】

クッションゴム付支持脚【C】

GW敷込【C】

Ｍ金ゴテ下地【F】
▼FL

ラワン構造用合板ｔ12.0【C】

複層長尺ビニル床シートｔ2.0【C】

針葉樹構造用合板ｔ12.0【C】

パーティクルボードｔ20.0(防湿シート両面貼)【C】

クッションゴム付支持脚【C】

Ｍ金ゴテ下地【F】 ▼FL

根太 アイハット鋼 (高耐食めっき鋼板) @400以内【C】

人工再生木デッキｔ25 W145【C】

大引 アイハット鋼 (高耐食めっき鋼板) @1200以内【C】

鋼製束 (高耐食めっき鋼板) @800以内【C】

レンガタイル仕上【F】

複ビ1 +30

内床：複層長尺ビニル床シート S=1/10

RC床【F】

Ｍ金ゴテ下地【A】

複層長尺ビニル床シートｔ2.0【A】

▼FL

ホール棟 脱衣室

ホール棟 練習室1 ホール棟 楽屋トイレ2 会館棟 デッキ

複ビ3 +30

内床：複層長尺ビニル床シート（防滑） S=1/10

RC床【F】

Ｍ金ゴテ下地【A】

複層長尺ビニル床シートｔ2.0(防滑)【A】

▼FL



① ライナー取付

骨
壁

鉄
量
軽

下
地

② スタット取付け

③ 開口補強

④ さび止め

上部､下部ライナー取り付けは､端部を押さえ900㎜程度の間隔で床面及び天井スラブ･梁下にドライピットにて取り付ける｡

スタットは､上､下､ライナーの間に同一方向に建て込む｡

開口補強は開口寸法に従い､縦枠､横枠に補強材で補強する｡

壁下地材の溶接･切断した箇所にサビ止め塗料を塗る｡使用するサビ止め塗料はスプレータイプとする｡

軽量鉄骨天井に取り付ける場合は､現場状況に応じて溶接叉はビス止めにて取り付ける｡

スタット取付け間隔は､下地張りがある場合は455㎜､下地張りが無い場合は303㎜とする｡ 骨
天

鉄
量
軽

井
下
地

① 吊ボルト取付

②野縁受け取付け

③野縁取付け

④下り壁(天井)下地

⑤開口補強

⑥さび止め

吊ボルトの間隔は900㎜程度に､周辺部は､端部から150㎜以内とし､垂直に吊ることを原則とする｡鉄骨造の場合は､溶接叉はＬＧ吊元金具を使用して取り付ける｡

ダクト等の障害で標準工法ができない場合は､監督員と打合せの上､吊元補強を行なう｡　なお､天井の懐が屋内1.5m以上、屋外1.0m以上の場合は､縦横間隔1.8m程度に吊ボルトの振れ止め補強を行うものとする｡

吊ボルトが3.0mを超える場合はフトコロナットにてジョイントする｡

野縁受けは､釣りボルトに取り付けられたハンガー取り付けレベルを仮定する野縁受けを継ぐ時は､ジョイントを使用する｡

屋内は19形、屋外は25形を基本とする。野縁の取付け間隔は､仕上げ張りによって異なり､クリップを用いて野縁受けに取り付け､レベルを仮定する｡野縁は､野縁受けより150㎜以上はね出してはならない。

上部､下下地天井の野縁受けに垂直に野縁受けを溶接し､その野縁受けに野縁をクリップを用いて取り付ける｡なお野縁受けと同材で振れ止め補強を行う。

下地組完了後､天井点検口及び設備機器等の寸法に従い､野縁及び野縁受けを切断し、野縁受けと同材で補強する｡

天井下地材の溶接･切断した箇所にサビ止め塗料を塗る｡

凡

例

 【a】：仕上撤去(家具等の撤去)

改

前

 【b】：図示の仕上撤去(家具等の修繕)

 【c】：下地共撤去

 【d】：図示の下地共撤去

 【e】：下地の調整(家具等の塗装)

 【A】：仕上新設(家具等の新設)

 【B】：図示の仕上新設(家具等の修繕)

 【C】：下地共新設

 【D】：図示の下地共新設

 【E】：塗装の塗替え(家具等の塗装)

 【f】：既存のまま　清掃  【F】：既存のまま　清掃

　※アスベストを含有するものを　　　　　で示す（　　　　　は想定）

修

改

後

修

　　詳細は「アスベスト調査報告書」を参照のこと

平面図

断面図

▼FL

EPEP

EP塗装 下地調整B種【A】

GB-Rｔ9.5【A】

GB-Rｔ12.5【A】

LGS下地【F】

▲CL

EP塗装 下地調整B種【C】

GB-Rｔ9.5【C】

GB-Rｔ12.5【C】

内壁：EP塗装 LGS壁 S=1/10

EP

LGS下地【C】

平面図

断面図

▼FL

ﾒﾗﾐﾝ

メラミン化粧パネルｔ3.0【C】

GB-Sｔ12.5【C】

LGS下地【C】

▲CL

内壁：メラミン化粧パネル LGS壁 S=1/10

ﾒﾗﾐﾝ ﾒﾗﾐﾝ
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A1:図示,A3:図示/2仕上種別図２（改修後）

Ａｰ０２５

平面図

断面図

▼FL

ｹｲｶﾙ

化粧ケイカル板ｔ6.0【C】

GB-Sｔ12.5【C】

LGS下地【C】

▲CL

内壁：化粧ケイカル板 LGS壁 S=1/10

ｹｲｶﾙ ｹｲｶﾙ

EP

EPEP

平面図

断面図

▼FL

EP区画

EP塗装 下地調整B種【C】

GB-Fｔ21.0【C】

GB-Fｔ21.0【C】

LGS65下地【C】

▲CL

内壁：EP塗装 LGS壁（区画） S=1/10

EP区画EP区画

EP塗装不要

平面図

断面図

▼FL

EP塗装 下地調整B種【C】

GB-Rｔ9.5【C】

GB-Rｔ12.5【C】

LGS下地 GW充填【C】

▲CL

内壁：EP塗装 LGS壁（吸音） S=1/10

EP吸音 EP吸音

EP吸音

平面図

断面図

▼FL

EP塗装 下地調整B種【C】

GB-Rｔ9.5【C】

GB-Rｔ12.5【C】

LGS65下地 GW充填【C】

▲CL

内壁：EP塗装 LGS壁（遮音） S=1/10

EP遮音 EP遮音

EP遮音

平面図

断面図

▼FL

木化粧パネルｔ6.0【C】

GB-Rｔ9.5【C】

LGS65下地 GW充填【C】

▲CL

内壁：木化粧パネル LGS壁 S=1/10

木遮音 木遮音

木遮音

平面図

断面図

▼FL

メラミン化粧パネルｔ3.0【C】

GB-Sｔ12.5【C】

LGS下地 GW充填【C】

▲CL

内壁：メラミン化粧パネル LGS壁（吸音） S=1/10

ﾒﾗﾐﾝ吸音 ﾒﾗﾐﾝ吸音

ﾒﾗﾐﾝ吸音

平面図

断面図

▼FL

EP塗装 下地調整B種【C】

GB-Pｔ9.5 (裏面寒冷紗)【C】

LGS65下地 GW充填【C】

▲CL

内壁：EP塗装 LGS壁（ホール棟 練習室1） S=1/10

EP有孔 EP有孔

EP有孔

GB-Rｔ9.5【C】

GB-Rｔ12.5【C】

LGS65下地 GW充填【C】

平面図

断面図

▼FL

ﾒﾗﾐﾝGL

メラミン化粧パネルｔ3.0【A】

GB-Sｔ9.5【A】

▲CL

内壁：メラミン化粧パネル RC壁（GL工法） S=1/10

ﾒﾗﾐﾝGL

GLボンドｔ15.0【A】

ﾒﾗﾐﾝGL

RC壁【F】

平面図

断面図

▼FL

ｹｲｶﾙGL

化粧ケイカル板ｔ6.0【A】

GB-Sｔ9.5【A】

▲CL

内壁：ケイカル化粧パネル RC壁（GL工法） S=1/10

ｹｲｶﾙGL

GLボンドｔ15.0【A】

ｹｲｶﾙGL

RC壁【F】

平面図

断面図

▼FL

ﾒﾗﾐﾝ区画

メラミン化粧パネルｔ3.0【C】

GB-Fｔ21.0【C】

GB-Fｔ21.0【C】

LGS65下地【C】

▲CL

内壁：メラミン化粧パネル LGS壁（区画） S=1/10

ﾒﾗﾐﾝ区画ﾒﾗﾐﾝ区画

メラミン化粧パネル不要

平面図

断面図

▼FL

木GL

木化粧パネルｔ6.0【A】

GB-Rｔ9.5【A】

▲CL

内壁：木化粧パネル RC壁（GL工法） S=1/10

木GL

GLボンドｔ15.0【A】

木GL

RC壁【F】

平面図

断面図

▼FL

吹付(ｼﾞｭﾗｸ) 下地調整塗材C-1【A】

GB-Rｔ12.5【A】

木下地【F】

▲CL

内壁：吹付(ジュラク) Ｗ壁 S=1/10

吹付Ｗ 吹付Ｗ

吹付Ｗ

吹付Ｗ 吹付Ｗ

吹付Ｗ

吹付(ｼﾞｭﾗｸ) 下地調整塗材C-1【C】

GB-Rｔ12.5【C】

木下地【C】

平面図

断面図

▼FL

EP塗装 下地調整B種【A】

GB-Rｔ12.5【A】

木下地【F】

▲CL

内壁：EP塗装 Ｗ壁 S=1/10

EP Ｗ EP Ｗ

EP Ｗ

EP Ｗ EP Ｗ

EP Ｗ

EP塗装 下地調整B種【C】

GB-Rｔ12.5【C】

木下地【C】

平面図

断面図

▼FL

EP塗装 下地調整RC種【A】

既存EP塗装【F】

ケイカル板ｔ6.0 + GB-Rｔ12.5【F】

LGS下地【F】

▲CL

内壁：EP塗装 LGS壁（上塗り） S=1/10

EPのみ EPのみ

EPのみ

砂状ｹｲｶﾙ

▲CL

外天井：砂状吹付 LGS天井（遮音） S=1/10

砂状のみ

外天井：砂状吹付 LGS天井（上塗り） S=1/10

既存塗膜【F】

砂状吹付 下地調整塗材C-1【A】
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▲CL

LGS下地【F】

ケイカル板ｔ6.0【A】

砂状吹付 下地調整塗材C-1【A】

LGS下地【F】



小便器（機械設備工事）

床材立ち上げ

見切：ｱﾙﾐ製ｼﾞｮｲﾅｰ

壁：LGS下地 GB-S厚12.5
　　+化粧ｹｲｶﾙ板厚6.0（ｼﾞｮｲﾅｰ工法）

見切：ｱﾙﾐ製ｼﾞｮｲﾅｰ
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1
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1
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掃除用流し（機械設備工事）

1
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0

1
,1

8
0

2
0

1
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0
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10

12.5
6

150

600

床：複層長尺ビニル床シートｔ2.0（防汚）

汚垂部：色貼分範囲

床材立ち上げ

見切：ｱﾙﾐ製ｼﾞｮｲﾅｰ
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0
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0

9
0
0

8
8
0

洗面器（機械設備工事）

12.5
6

床材立ち上げ

壁：LGS下地 GB-S t12.5
　　+化粧ｹｲｶﾙ板　t6.0（ｼﾞｮｲﾅｰ工法）

壁：LGS下地 GB-S t12.5
　　+化粧ｹｲｶﾙ板　t6.0（ｼﾞｮｲﾅｰ工法）

甲板：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ ｔ20
甲板：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ ｔ20

巾木H100

150

1
0
0

2
0

9
0
0

65
12.5

9.5
壁：LGS下地 GB-R t12.5+9.5　EP

150

甲板：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ ｔ20

1
0
0

床：複層長尺ビニル床シートｔ2.0（防汚）

床材立ち上げ

見切：ｱﾙﾐ製ｼﾞｮｲﾅｰ

各室 水まわり

巾木：ビニルH100

床：複層長尺ビニル床シートｔ2.0

150

1
0
0

アルミカーテンボックス

① ライナー取付

骨
壁

鉄
量
軽

下
地

② スタット取付け

③ 開口補強

④ さび止め

上部､下部ライナー取り付けは､端部を押さえ900㎜程度の間隔で床面及び天井スラブ･梁下にドライピットにて取り付ける｡

スタットは､上､下､ライナーの間に同一方向に建て込む｡

開口補強は開口寸法に従い､縦枠､横枠に補強材で補強する｡

壁下地材の溶接･切断した箇所にサビ止め塗料を塗る｡使用するサビ止め塗料はスプレータイプとする｡

軽量鉄骨天井に取り付ける場合は､現場状況に応じて溶接叉はビス止めにて取り付ける｡

スタット取付け間隔は､下地張りがある場合は455㎜､下地張りが無い場合は303㎜とする｡ 骨
天

鉄
量
軽

井
下
地

① 吊ボルト取付

②野縁受け取付け

③野縁取付け

④下り壁(天井)下地

⑤開口補強

⑥さび止め

吊ボルトの間隔は900㎜程度に､周辺部は､端部から150㎜以内とし､垂直に吊ることを原則とする｡鉄骨造の場合は､溶接叉はＬＧ吊元金具を使用して取り付ける｡

ダクト等の障害で標準工法ができない場合は､監督員と打合せの上､吊元補強を行なう｡　なお､天井の懐が屋内1.5m以上、屋外1.0m以上の場合は､縦横間隔1.8m程度に吊ボルトの振れ止め補強を行うものとする｡

吊ボルトが3.0mを超える場合はフトコロナットにてジョイントする｡

野縁受けは､釣りボルトに取り付けられたハンガー取り付けレベルを仮定する野縁受けを継ぐ時は､ジョイントを使用する｡

屋内は19形、屋外は25形を基本とする。野縁の取付け間隔は､仕上げ張りによって異なり､クリップを用いて野縁受けに取り付け､レベルを仮定する｡野縁は､野縁受けより150㎜以上はね出してはならない。

上部､下下地天井の野縁受けに垂直に野縁受けを溶接し､その野縁受けに野縁をクリップを用いて取り付ける｡なお野縁受けと同材で振れ止め補強を行う。

下地組完了後､天井点検口及び設備機器等の寸法に従い､野縁及び野縁受けを切断し、野縁受けと同材で補強する｡

天井下地材の溶接･切断した箇所にサビ止め塗料を塗る｡

凡

例

 【a】：仕上撤去(家具等の撤去)

改

前

 【b】：図示の仕上撤去(家具等の修繕)

 【c】：下地共撤去

 【d】：図示の下地共撤去

 【e】：下地の調整(家具等の塗装)

 【A】：仕上新設(家具等の新設)

 【B】：図示の仕上新設(家具等の修繕)

 【C】：下地共新設

 【D】：図示の下地共新設

 【E】：塗装の塗替え(家具等の塗装)

 【f】：既存のまま　清掃  【F】：既存のまま　清掃

　※アスベストを含有するものを　　　　　で示す（　　　　　は想定）

修

改

後

修

　　詳細は「アスベスト調査報告書」を参照のこと
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図　　名
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設計

Ｎｏ． 管理建築士

号

一級建築士登録番号 号

従事する建築士

従事する建築士

一級建築士登録番号 号
認

承

図

検

一級建築士登録番号

文化センター大規模改修工事

Ｒ０８.０２

TEL 028(622)8928本　　　社 栃木県宇都宮市大曽１丁目５番８号

代表取締役　　三柴　富男 一級建築士登録番号 ８９４７９号

株式会社フケタ設計

文化センター大規模改修工事 ０６０４７

甲斐 雅人
２７３２４４

櫛田 和美

２００６６７

A1:図示,A3:図示/2仕上種別図３（改修後）

Ａｰ０２６

GB-DDR GB-D

EP +20 EP GB

DR 遮音

砂状のみ吹付RC

EP GB DR

砂状RC EP RC

LGS下地【F】

GB-Dｔ9.5【A】

LGS下地【C】

GB-Dｔ9.5【C】

GB-Rｔ9.5【A】

DRｔ12.0【A】

LGS下地【F】

▲CL ▲CL▲CL

GB-Rｔ9.5【C】

DRｔ12.0【C】

LGS下地【C】

内天井：GB-D LGS天井 S=1/10 内天井：GB-D LGS天井 S=1/10内天井：DR LGS天井 S=1/10 内天井：DR LGS天井 S=1/10

▲CL

GB-Rｔ9.5【A】

EP塗装 下地調整B種【A】

▲CL

内天井：EP塗装 GB-R LGS天井 S=1/10

内天井：EP塗装 GB-R LGS天井 S=1/10

LGS下地【F】

GB-Rｔ9.5【A】

EP塗装 下地調整B種【A】

▲CL

LGS下地【F】

Ｍ金ゴテ下地【F】

EP塗装 下地調整B種【A】

内天井：EP塗装 RC天井 内天井：EP塗装 RC天井S=1/10 S=1/10

Ｍ金ゴテ下地ｔ20【A】

EP塗装 下地調整B種【A】

RC天井【F】

内天井：吹付タイル RC天井（上塗り） S=1/10

既存塗膜【F】

吹付タイル 下地調整塗材C-1【A】

Ｍ金ゴテ下地【F】

内天井：砂状吹付 RC天井（上塗り） S=1/10

既存塗膜【F】

砂状吹付 下地調整塗材C-1【A】

Ｍ金ゴテ下地【F】

内天井：砂状吹付 LGS天井（上塗り） S=1/10

既存塗膜【F】

砂状吹付 下地調整塗材C-1【A】
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▲CL

▲CL▲CL ▲CL▲CL

LGS下地【F】

GB-Rｔ9.5【C】

DRｔ12.0【C】

LGS下地【C】

▲CL

GW敷込【C】

内天井：DR LGS天井（遮音） S=1/10

巾木納まり詳細図 S=1/5 カーテンボックス詳細図 S=1/5

洗面器ライニング詳細図 S=1/10 ２Ｆ ＷＣ手洗いﾗｲﾆﾝｸﾞ詳細図 S=1/10 ＳＫライニング詳細図 S=1/10 ＷＣ（男子）小便器ﾗｲﾆﾝｸﾞ詳細図 S=1/10

甲板：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ ｔ20

▼FL ▼FL ▼FL ▼FL

▼FL
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